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[image: 悪魔の孤独と水銀糖の少女II]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ツェークェンツクのふたつ星







　ツェークェンツクは、草木も生えぬ砂と岩、そして悪徳の栄えによって出来た土地である。

　はじまりはとある盗賊の一群から。その暴虐を祖として国として成り、いつしかその暴虐から自壊したとされている。咲き誇る毒花の朽ちるような、またたく間の栄華だったと。

　ゆえに、ツェークェンツクが人の暮らす土地であった時間は、親子の二代にも満たないであろうと文献には記されている。その中で、多くの血が流れた。それは敵も味方もない、獣が生きる上で流すような血であった。

　奪うことが生きることであり、殺すことは呼吸でしかなかった。そこで生まれた子供達──ほとんどが、略奪によって連れてこられた子ではあったが──は、字を覚えるよりも先に、人を殺すことを覚えた。まっとうに生きる道など、最初から閉ざされていた。

　そのような、不幸といえばあまりに不幸な土地の終末期に、二人の子供がいた。

　賢い子供と強い子供だった。賢さとは教育によって成るとされる。しかし、生まれ持った性質として、聡そう明めいさを備えた人間もいるだろう。そんな子供が、その悪徳の土地にあったのは、不幸に不幸を重ねることにしかならなかった。

　賢い子供は、己のみで考え、己のみで学び、己のみで気づいた。この世界には、この土地よりも他に生きられる場所があることを。そしてそればかりではなく、この土地のあり方が間違いだと、過あやまちだと確信したのだった。

　彼は地面に、指先で絵を描いた。

　強い子供がそれは何かと問えば、これは地図だと彼は答えた。大人の手元を盗み見て、賢い子供はそれを覚えていた。

「ここ以外にも世界はあるんだ」

　反へ吐どの出るような悪ばかりが、世界のすべてではないと彼は言った。

「僕はこの地を出て、正しいことを証明してみせる」

　子供は、この土地の間違いを改めようとした。人は、人としてよく生きられるはずだと賢い子供は信じていた。

　しかし子供には力がなかった。学など、刃を前にしてひとすじの傷も与えることは出来なかった。

「もっと強い集団に、この土地を改めてもらうしかない。世界は広く、そんな国も絶対にあるはずだ」

　正義というものがあるならば。

　きっとそれが果たされるはずだと賢い子供が言った。

　賢い子供は、ほんの少し、ほんのもう少し愚かであったならばよかったのだろう。

「──けれど、彼らとて、なんの見返りもなく動いてくれるものだろうか」

　賢い子供は考えていた。

　悪がそれだけで動くように、正義にも見返りが必要かもしれない。少なくとも、それがあれば多くの人がより強い力で動いてくれるかもしれない。

「あいつらがどこに、とってきた獲物をためこんでいるかはわかっている。それをひとつでも差し出せば……」

　自分の言葉に重みは増すだろう。けれど。

「けれど、それは」

　略奪は、悪の所業では、ないのか……。

　思い詰める子供に、強い子供はひとつの「答え」を差し出した。その力と技術を存分に使って。大人達の目を盗み、略奪を果たしたのだ。

　彼は、その土地に適した子供だった。力が強く、技能を覚えることもはやかった。他でもない、悪事において、実に適した子供であった。その時強い子供が賢い子供に渡した「財宝」が一体なんだったのか──不思議なことに、彼はそののちよくは思い出せなかった。記憶は暗く、濁っている。

　なんでもよかったということなのだろう。価値さえあれば。それを差し出し、強い子供は言った。

　騒ぎになる前に、はやく。

「お前は僕と一緒に、来ないのか」

　賢い子供は強い子供に聞いた。答える代わりに、強い子供は自分の手を見た。

　浴びた返り血は、すでに黒く変色しはじめていた。この血が、賢い子供の銀の色の髪につくことは嫌だと強い子供は思った。

　だから、一緒にはいけないと彼は言った。

　ここで、生きる。

　ここにない、正義というものがもしもあるなら……いつか、あんたが教えてくれるだろう。

　それから賢い子供は強い子供に、別わかれ際ぎわに告げた。

「──強い、お前よ」

　ひとつの願いを、口にした。その願いを胸に抱いて……抱くというよりも、楔くさびのように打ちこんで。強い子供はそれからの、大人達からの拷問に耐えた。

　奪った宝の、在処ありかも言わず。

　賢い子供の、行方も言わず。

　けれどそのひとしきりの拷問のあとに──彼が骸むくろとなるよりもはやく、運ばれてきたのは、すでに息も絶えた、賢い子供。その亡なき骸がらだった。

　用済みとなった強い子供は、賢い子供であったものとともに、死体置き場に捨てられた。捨てられてなお、強い子供は強い子供だった。

　命はまだ、灯ともし火びのように残り。

『強い、お前よ』

　横たわる強い子供の胸に何度でも反響するのは。

　賢い子供の、最後の言葉だった。

『もしも僕が道半ばに死んだなら──お前はどうか、僕の分まで生きてくれ。正しくなんてなくてもいい。お前はお前のその力で、生きて、この土地のありかたは間違いであったと、証明して欲しい』

　僕が正しさとして死ぬのなら。

　お前は、過あやまちとして生きてくれ。

　それは祈りのような言葉であったが──同時に、呪いにも似た言葉であった。

　最後に、生死を分けたのはなんであったのか。賢い子供は死に、強い子供は生き抜いた。歯を食いしばり、拳をかためて、人を殺して土地から逃れた。

　ただそれが、その土地に順応しただけだとしても、他の何にも依らない、天命という運だけだったとしても。

　ツェークェンツクは、子供らが大人になる前に崩壊した。正義によってではなく、摂理に耐えられなかったというだけで。あの賢い子供の行いは、まったくの無意味であったのだと強い子供は知った。そして強い子供は、崩壊した血脈を受け継ぎ、悪い大人になった。

　生まれた土地が滅びてもなお、正しさのために死んだ友のため、生きることこそ悪であると示すように。

　賢い子供の名はオーファス。

　そして、強い子供の名は、ヨクサル。

　今はなき地の、ふたつの星の話である。







第一話　海獣の岬







　キイ、と古びた音を立てて、酒場の扉が緩慢に開いた。

　とある港街のことだった。

　夕暮れをとうにすぎて、ものがなしいような閑散とひなびた印象を与えるのは、席をうめる客の質によるものだろうか。港街の酒場には流れ者が訪れるものと相場が決まっていたが、下卑た怒鳴り声も、賭け事で飛び交うコインの音も、すえたようなにおいも、流れつくというよりは、吹きだまりに淀よどんでいるといった様子だった。

　扉が開いたその時だけ、喧けん噪そうがぴたりとやみ、睨にらみつけるような視線が扉に注がれた。

　ためらいなく踏みこんできたのは、その店にいた誰も、覚えのない顔の男だった。分厚い外がい套とうに、くたびれてはいるがつくりのよさそうな靴。それなりに整った身なりをしていたが、荒くれもの達の誰も、獲物を見つけたような目はしなかった。

　店の客達は互いに目配せをして、言葉少なに言う。

（ありゃあ、どこの奴やつだ）

（わからん。わからんが……）

　あれに嚙かみつくほど、俺達も見境なしじゃあない。

　汚い仕事、ろくでもない人間の営みにどっぷりとつかっているからわかる、同類のにおいというやつがある。

　ろくでもない奴やつに関わっても、ろくでもないことにしかならない。

　どれほど姿をとりつくろおうと、目の奥の暗さというのは、染しみついた潮風のにおいみたいに、そうそうとれるものじゃない。

　どこの誰だか知らないが、向こうから絡からんでこなければ、関わりあいにならないに越したことはない……そんな風に、誰もが視線を外してその存在を黙殺しようとした、けれど。

　その男の背中にすっぽりと隠れるように連れ立った、もうひとつの影が、今度こそ店の人間達の視線を奪い、会話をとめさせた。

「こんばんは」

　そんな風に、酒場に馬鹿丁寧な挨拶をしながら入ってきたのは、金の髪も美しい少女だった。

　年は十を過ぎた頃か。少し大人びた横顔に見えるのは、見知らぬはずの土地でもうろたえることなく、宝石のような青い瞳で前を見据えているからだろうか。白い肌に、頰というより目元だけが淡い薔ば薇ら色いろをしていた。

　派手さのない色づかいの外がい套とうに、流れる金の髪がひとつの芸術作品のようだった。あまりに整った顔立ちであり、あまりに存在としてきらびやかで、薄暗い酒場に、夜明けの光が差しこんだようだ。
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　それはけれど、客達にはよほど奇妙な闖ちん入にゆう者に見えたのだろう。誰もが蛙かえるでも飲みこんだような顔で、目を白黒とさせた。

「エール」

　カウンターに浅く腰をかけた男が、暗い色をした指先でコインを出す。そうしたぞんざいな頼み方をする客には、詳しい銘柄などどうでもいいことなのだろう。店の主人は慣れた調子で、一番安い酒を出した。

　飛び乗るようにして、かろやかに隣に腰をかけた連れの少女が、彼女にとっては高すぎるカウンターに肘をつきながら言う。

「何か甘いものはない？　ケーキがあったら、一番素敵なんだけど」

　物もの怖おじしないその様子に、主人の方が言葉を詰まらせる。

「いいや、ケーキは、さすがに……」

「じゃあ、チョコレートは？　干し果物があったら少し焼いてもらって、蜂蜜があったらそれをかけて……」

「いい加減にしろ」

　呆あきれたように男の方が呟つぶやいた。けれどそれは互いにとって慣れたやりとりであるようで、少女は結局、酒気をとばしたあたたかな葡ぶ萄どう酒しゆに果物をひたしたものにありついた。

「……あんたら……かわってるな」

　髭ひげを白くした店の主人がずいぶん言葉を選んだ末に、おそるおそるそう言った。何をおそれているのかは彼自身もわからないようだったが、その言葉に、店の人間誰もが聞き耳を立てていることはわかった。

　少女は鼻歌をうたいながら自分の唇をなめている。男の方が、ため息交じりに言った。

「南洋に出るつもりだったんだが、足止めをくらった」

　返答としては嚙かみあっていなかったが、主人はもちろん、二人の出自をさぐるような言葉は重ねなかった。

「ああ、そりゃあんたら……運がないな。ここからはしばらく船が出んよ」

「港街なのに？」

　低い声で男が尋ねる。主人は木で出来た食器を拭きながら、重い口調で話す。

「しばらく、港を占拠してる船がいてね」

　説明にしては、少ない言葉だった。多くを語りたくないと、その顔には書いてあったし、そうであるからには、この酒場に入り浸っている男達と関係があるのだろう。

「やあニイちゃん！」

　明らかに大きすぎる音量で、そう声をかけてきた老人がいた。ひどく酔っ払っているのだろう、耳の奥まで赤く、片目がほとんど閉じているのは生来のものだろうか。

　抜けた数の方が多いような歯を見せながら、老人は座る男に寄りかかるようにして、声量をおさえずに言う。

「アンタもこの街に、宝探しに来たんじゃあねえのかい」

「宝探し？」

　そう答えたのは、寄りかかられて斜めになった男ではなく、隣に座る少女の方だった。男は鬱陶しそうに眉を寄せていたが、それは老人にかけられる重さのせいではなく、少女が老人に答えたことによるもののようだった。

「おお、おおう」

　少女の青い瞳に射貫かれて、老人があとずさりをしながら目を泳がせた。酔った頭では、一体何にこんなにもうろたえたのか、わからなかったことだろう。少女の瞳には力があった。引力があったし、磁力があった。そして、──魔力めいた、美しさがあった。

「そうだ、そう、嬢ちゃん……アンタに言ったところで……わからんだろうが……」

　誤魔化すようにして、立ち去ろうとしたのかもしれない。しかし少女は男の脇からぐいっと頭を出すようにして、老人を覗のぞきこんで言った。

「詳しく教えて？」

　おじいちゃん、と愛着のこもった声で。その頭を、隣の男がめんどうそうに押し返した。

　言われた老人の方はまんざらでもないようで、照れを隠すように新しい酒をカウンターに頼みながら、思いつくがままに言った。

「ことの起こりはふたつきも前のことだ。ある日突然、海岸に黄金や宝石が流れ着いたんだ。中にはほとんど朽ちてるものもあったが、祭りみたいに街は沸いたね。俺も、こんなでっけえ肝みてえに赤い宝石を拾ったものだ」

　まあ、それも全部酒にかわっちまったがな、と抜けた歯で笑う。

　酒場にいる客達には、聞き飽きた話であるようで、皆どこか退屈そうに耳を傾けることさえしなかった。

　男は背中を丸めて黙って酒を飲んでいる。

　その肩で手を組んであごを乗せるようにして、少女は夢中になって老人の言葉を聞いている。

「どこかで海賊船でも難破したのか？　いやそれにしちゃあ、あまりに年季の入ったお宝だった。しかし俺達には心当たりがあったんだな。俺達みたいな老体が、そのまたジジイやババアに聞いた話だ。なんでも街の外れの岬、あの海の底に、かつて海を荒らして街を飲みこもうとしたバケモンが封じられているらしい」

「ばけもの？」

　少女が鈴のような声で合いの手をいれれば、そうだ！　と老人が杯をカウンターに叩たたきつけた。

「姿を彫りあげることも禁じられていたっていう、禍まが々まがしいバケモンだよ。そいつを封じるために、俺らのご先祖達は、魔術師連中を山ほど呼んで、封印のためにありったけの黄金と宝石を用意したらしい」

　美しいものには、魔力が宿る。

　それこそ、少女の瞳のように。

「その封印が、すっかりおんぼろになって、壊れかかってるんじゃねえかって話だ。浜に流れついたもんは、もう砂金のひとつぶまで取り尽くされちまったが、少なくともまだひとつ、とびっきりの大物があがってねえ」

　老人は、秘め事を囁ささやくように声をひそめた。

　店の客達は振り返ることもしなかったが。

「あの祠ほこらのある海底には、王冠が埋められているはずなんだよ。とびきり上物の、青い宝石が塡はまった、それはそれはお高い王冠がな」

　その噂うわさを聞いて、この街は今海から荒くれ者が押し寄せてやがる。まっとうな奴やつらならもう、荷物をまとめて出ていっちまったよ、と笑い飛ばす。

　それからほんのわずかに遠い目をして。

「……まあ、それも似合いなのかもしれねえな。そもそも俺らの祖先が海賊だったっつう言い伝えだってある。そうじゃなけりゃあ……ただの港街に、魔術師呼びつけるような金もねぇだろう。魔術ってえのはとかく金がかかるもんなんだって話だしな。黄金や宝石を海に沈めるなんざ、正気の奴やつのすることじゃあない。悪人の街が、また悪人だけになったところで……驚くこともねぇことだ」

　厭えん世せい的な物言いに、少女はしたり顔で頷うなずいた。

「美しさは、心を動かすものだからよ。おじいちゃんだって、拾った宝石を、誰かの心を動かすために渡そうとは思わなかったの？」

「ははっ、オレがか？」

　顔を歪ゆがめて老人は笑った。

「全部酒にかえちまったよ。いや、そのあと出ていっちまった末の娘の腹の中にガキがいたって、先に知っていたら──」

　思わずもらした自分の言葉に、他ならぬ自分がショックを受けたような顔をして、老人は「酒だ」と再びわめいた。

　店の主人が「今日はもう帰ったほうがいい」とすすめる。

　なんだと、と激高する老人に、

「そうよ」

　と少女がはっきりと言った。ぴたりと動きをとめた老人に。

「帰るところがあるなら、帰った方がいいわ」

　と託宣のように続けた。

　老人はその言葉に、何かを言い返そうとし、けれど何も言葉にならなかったのか、汚れた銅貨を数枚投げるようにして、酒場から出ていった。

　去る者に目を向けるものはおらず、酒場の喧けん噪そうも変わることがない。

「悪いことは言わんよ」

　酒場の主人が、銅貨を拾いながらぼそぼそと言う。

「面倒に巻きこまれる前に、はやく出ていった方がいい。今日はまだ姿を見せちゃいないが、本当に見境のない奴やつらが集まりはじめてる。まったく、この街はすっかり、掃きだめみたいになっちまった」

　目め処どがたち次第、俺もしばらく街から離れるつもりだ、と主人。

「じゃあ、次の店にはケーキを置いてね」

　クルミのタルトなんて、どうかしら？　と少女が明るく提案をする。その軽やかさに、主人はずいぶん呆あきれた苦笑をして、

「ああ……それも、悪くないかもしれんな」

　と言った。

　少女の隣に座った男は、結局それから店を出るまで、ひとことも言葉を発することはなく。

　連れだって二人、酒場を去るその背を、何人かの酔っ払い客が、酒を嘗なめながら睨にらんでいた。










　オットー＝ボルヘスは苛いら立だっていた。その苛いら立だちは、高い金を出して女を抱いても酒をあおっても、おさまりようがなかった。

　オットーは船団三隻を有する海賊団の船団長である。屈強な身体からだに、腰に提げた剣は大小を交えて三本。鮫さめのごとく大きな顎を持った、海の男だった。

　普段は海の上で、己を法とする暴虐に明け暮れていたが、ここひとつきばかり、さびれた港に碇いかりを落とされていることが、そもそもの苛いら立だちの元凶といえば元凶だった。

「クソ野郎ども、いつまでちんたらやってんだ！」

　テーブルを蹴り倒し、あたり散らす。そのたびに、周りに控えた船員達は、怯おびえきった情けない声を出すのだ。

「船長、俺達だって……」

　この街に、とんでもない宝が眠っている──。そんな噂うわさを聞きつけ乗りこんできた。先に浜に流れ着いたという財宝は、確かにオットーの目め利ききに叶かなうもので、力にものを言わせて我が物としてから、王冠の話を耳にした。

　海底に眠るという、王の冠。そこには世にも美しい青い宝石がおさめられているという。

　オットーは、特に王という言葉に心惹ひかれた。男と生まれたからには、人を従え団を従え、そしていつか国のひとつやふたつ盗とってみたいという野望があった。

　かつて、そうして悪事の果てに国を興おこした悪党もいたはずだった。

　だからこそ、その王冠を手中におさめると決めた。埋められているという場所もわかっている。海底と言われているが、手下の中には、潜りを得意とする者も多くいた。造作もないことだろうと思っていた。

　しかし、一日二日ではない。十日経たっても二十日経たっても、これといった成果は得られず、ひとつきが過ぎようとしていた。

　眉唾の話であったなら、とっとと街にて強奪だけして去ればいい。けれど、その王冠を狙う者はあとを絶たなかった。その事実こそが、話の信しん憑ぴよう性を高めていると思えてならなかった。集まる荒くれ達を狩り返し、彼らの持っている海図や財宝のありかを吐き出させることは、オットー達にとっても悪い仕事ではなかったが。

　それでも、誰も見たことのないような宝を手に入れたいと思うのは、海賊として当然のことだった。

　オットーの悪党の勘が告げていた。

　この海には、確かに何かがある。

　しかも、自分達、悪党が引きつけられるような「何か」だ。

「だっつうのにてめえらは、いつまでもぐずぐずと……」

　苛いら立だちのままに部下を殴り飛ばし、なんとか拳を避けた別の部下が、這はいずりながら言った。

「今日は満月、今日こそは……！」

「ああ!?」

　濁ったつばを飛ばしながらオットーは言う。

「てめぇ海の底さらえるのに、満月だぁ!?　何年海で過ごしてやがる！」

　月の満ち欠けに潮は引かれる。満月の夜には、大潮になると相場が決まっている。だとすれば、より長い時間、長い距離、深みまで潜らねばならなくなるのが道理だった。

「け、けど、港のジジイが言ってたんでさあ、あの王冠が地表に引き寄せられるのは、満月の夜しかねぇだろう、って……！」

「なにぃ……」

　オットーがその立派な顎をなでながら言う。

（潮位が引き上げられるように、王冠も引き上げられるっつうことか……？）

　オットーには魔術の素養がない。だから、それがどのような道理のことかはわからなかったけれど、それでもむざむざ、この機を逃すわけにはいかない。

　空振りであったならば、この部下ひとり、かわりに沈めても気が済まないが。

「……いくぞ」

　そうしてオットーは部下を引き連れ、これまで何度通ったかわからない岬の洞窟へ向かった。そこには海獣が封じられたとされる祠ほこらがあるが、今はオットーの部下達が昼夜を問わず見張り、街の人間であっても立ち入ることは出来ないはずだった。もちろん、街にはすでに、ろくでもない奴やつしか残ってはいなかったが。

　そんな岬、波に削られた岸辺の先に、ひとつの影があった。

　黒い空。

　それと同じように黒い海が溶けあう背景の中で、巨大な月よりもなお、明るい金の髪の色が見えた。

「ありゃあ……なんだ」

　あっけにとられたようにオットーが呟つぶやく。連れた取り巻き達も、ざわざわと声をあげた。ひとりの部下が、おそるおそるというように耳打ちをする。

「船長、あれです。こないだ、港の酒場に現れた、どうにも奇妙な二人組ってのが……」

　その報告は確かに受けていた。まとう空気が、ただの旅人とは思えない男と、その連れが、まるで人形のように美しい少女であったということ。

　もしかしたら、ひとさらいが、商品を連れて旅をしているのかもしれないと部下達は噂うわさをしていた。それくらい、陰気で、わけありの空気だったと話には聞いている。その話があってから数日と経たたないうちに、酒場が閉まり、二人が連れだっているところを見かけることもなかったものだから、彼らが未いまだにこの街にいるとは思えなかったのだが。

　ひとりきり、頼りなく細い身体からだを海風に晒さらしているのは、その、「ひとさらい」のような男の方ではなく、「人形」のようだと言われた、少女の方だった。

　強い潮風にその黄金の髪をなびかせながら、少女が振り返る。月の光を背負い、その表情がはっきりうかがえるわけではなかったが。

「こんばんは」

　と少女は、笑みさえ浮かべる声色で囁ささやいた。

「よい月ね？」

　と、背後の月を仰ぎ見るようにして。その鼻先に月光がさして、美しい輪郭があらわになった。白い頰も。金のまつげも、寒さの中でも色づいた唇も。

　確かに人形のようだった。確かに美しいとは思えた。だがしかしそれは、海獣の封じられた岬で見るには、あまりに……あまりに禍まが々まがしいもののように、オットーには思えた。

　自然と、手が、腰の剣に伸びる。

「そこで、何をしてる」

　低い声で聞きながらも、オットーが視線を巡らし探ったのは、少女を連れていた男の方だった。どこにいるのか。何をしているのか。……何を、目的として入りこんだのか。

　はぐれ者は、大した知見も財産も持たないのが常であるが……こちらの目星を、かすめとられることだけはまっぴらだった。

　少女に答えを期待したわけでなかったが、少女はあっけらかんと、オットーに返事をしてみせた。

「月を見ていたの。こんないい月なんだもの。散歩にはもってこいだと思わない？」

　オットーはそれには答えなかった。ただ、そのあとに続く言葉は聞き捨てならなかった。

「きっと……海の底にいる獣だって、こんな月なら、顔を出してみたくなるんでしょうね」

　オットーは瞬間、息をとめる。それから馬鹿馬鹿しいと思った。荒波という荒波をこえてきたはずの自分が。

　こんな子供に、煽あおられたように感じるなんて。

「連れの男はどうした」

　低い問いかけに、少女が目を丸くしたのが、その輝く青い瞳、そして金のまつげのささやかな動きからわかった。そして歌うように答える。

「月にはあんまり興味がないんですって。……どれだけ手を伸ばしても、とれないからかしら。自分の手に出来ないものは欲しがりたくもないなんて、あの人も、ずいぶん子供ね」

　決して手に出来ないから……覚えておきたいって、思うのにね。

　思わず聞き入ってしまいそうな、良き声だった。そのことが、オットーを何より不快にさせた。何をのんきに喋しやべっているのか。見れば、部下達も半分口をあけて、阿あ呆ほうのように少女を眺めている。

　まるで、岬に立ち、船人を惑わすという人魚のようではないか。どんなに見てくれの美しい女でも、そんなものには惹ひかれるわけにはいかなかった。

　オットーが剣を抜く。

「散歩だかなんだか知らねぇが……この一帯は今、俺達の縄張りになっていてな」

「せ、船長！」

　子供相手に、と腑抜けたことをぬかす部下を片っ端から切りつける。慈善事業をやっている覚えはない。子供だから、なんだ？　あんなツラした子供ならすでに……ひとかどの、獲物だろうがと唾を飛ばした。

　オットーは生来の悪人だった。生き物を売り飛ばすのは手間がかかるが、あれだけの上物なら、その手間にお釣りがくるだろう。いっそ、死体でも構わないかもしれない。そこまでいかなくても、腕の一本でも折っておけば、噓うそみたいにおとなしくなるだろうと当たり散らす。

　その言葉にも、少女は小鳥のように首を傾かしげていた。まさか自分がそんな風に値踏みをされているとは思いもしないのだろう、まったくのんきなものだとオットーは思った。

　いっそ頭のネジの方も、イカれているのかもしれない、とオットーは心中で蔑さげすんだ。それゆえまともな生活は送れず、ろくでもない男の愛玩として連れ回されているのかもしれないと。そうだとしたら、やはり好都合だ。

　金になるものは、なんでも金にかえる。

　田舎町での退屈という人生の損失も、得た金によって埋められるだろう。もちろん王冠も諦めたわけではなかったが、金になるものは、多ければ多いほどいい。

「来な、嬢ちゃん」

　言ったのは、ただの定型だった。拒まれることなど想定の内だ。

　しかし、少女が軽やかな足取りで、踊るように岩を飛び、オットーの許までやってきたので、当のオットーの方が面食らってしまった。

　息がかかりそうなほど近く、ランタンの明かりに照らされる少女は、最初に感じたよりももっと小さく、はかなげに感じられた。

　人形というよりも、ひとつの彫刻のような。幻覚のひとつのような。

「そうだ……大きなお世話かもしれないんだけど」

　けれど少女は、笑みさえ浮かべて、オットーを見あげながら言うのだ。

「あなた方、船があるならこの港街からはやく逃げたほうがいいと思うわ」

「なんだと？」

　眉を跳ねあげ、オットーが尋ねる。腕には一番大きな剣を抜いている。力任せに振り下ろせば、細い首は刎はね飛ぶだろう。

　すでに部下達はその剣にそっくび刎はねられぬよう、数歩後ずさって息を吞のんでいる。激高した船長には、近寄らないに限ると知っているから。

　けれどその腕の中にある少女だけは、美しい瞳を怪しく光らせて言うのだ。

「だって」

　果実よりも少し色のくすんだ、つややかな唇を歪ゆがませて。

「何もむざむざ、痛い目を見たくは、ないでしょう？」

　ごう、とオットーの耳の中で、血の煮えるような音がした。今度こそ、思いこみでもなんでもない、この子供──否、この女に、嘗なめられているのだと。この女の心づもりはさだかではない。けれど、オットーの知る文化では、その心配は、嘲りであり、侮辱であった。

　口にするだけで世の女をすべて蔑むような言葉を、一声でオットーは叫び、今度こそその剣を月にかざすように振りあげた。

　空いた手には少女の折れそうに細い肩をつかんでいた。とるに足らない、記憶の片隅にも残らないような殺しのはずだった。だというのに、いいようのない不安に追い立てられた。そしてその不安を、他でもない、少女を殺すことにより消し去ろうと、した。

　少女の目が、水面のように揺れている。

　銀とも見まごうように青い。

　青い。

「あら」

　そして……オットーの剣は、空中で動きを、止めた。その不可思議さに、目を見開いたのは、少女ではなくオットーの方で。

　少女はといえば、オットーのすぐ後ろ、ちょうど頭の斜め上を見ながら。

「月には興味がないんじゃなかったの？」

　これまでの言葉とは少し声色を変えて、からかうように、そう言った。

　オットーは眼球をぎょろりと動かし、自分の背後をうかがう。自分の腕が動かないことが、その手首を握られているからだと、気づくまでに間があった。そして、気づいてからそのことを認めるまでにも。

　オットーの手首をつかんでいるのは部下の誰でもなかった。どこから現れたのかはわからない、見知らぬ男だった。

　襟の大きな外がい套とうを身にまとっている。身体からだはがっしりと大柄であるが、丸めた背と背負う陰気さは、その身を夜に溶かしているようだった。

（なんだ？）

　これは、なんだ、とオットーは思う。少女を見た時の、幻想よりももっと強く、得体の知れなさよりももっと大きく……。

　こんな、不穏な、目の色があるかとオットーは思った。

　彼の部下は言っていた。酒場に現れた男は、少女を連れていたと。

　人形のような少女を連れていた男は──悪事に手を染めていた者ならすぐにわかる、まっとうに生きることをとっくに諦めた目をしていたと。

　間違いない、それは。それは、この男のことだ。

　そして男は、オットーの腕をつかみながらも、彼の方に視線も気配も向けることはせずに、ただ、肩をつかまれた少女を見下ろして言う。

「……言わなきゃわかんねぇか。それとも、こう言われりゃあ満足か」

　呆あきれたように、吐き捨てるように。

　そしてその一方で……深い、重い、執着に似た何かをにじませて。

「月も散歩もどうでもいい。──あんたのことだけだ、俺が気にしてんのは」

　その言葉に。

　少女は、笑う。

　月の光を浴びて。剣の光さえ、その微ほほ笑えみを照らすようにして。

　これまでの穏やかで、幻想的な笑みとは違う。世界を色づかせるような、目のさめるような、花の咲くような笑みで。

「光栄ね」

　オットーがその少女の存在を近くに感じたのは、それが最後だった。

　咆ほう哮こうをあげる。獣のように。

　少女を突き飛ばし、男を切りつける。怒り、恐怖、得体のしれない何か。それらの気持ちをすべて叩たたき斬るように。

　しかし剣先は獲物をとらえることはなく、空を切り岩肌をうちつけることとなった。衝撃とともに強烈な痺しびれを覚える。

　ゆらりと少女の腕をつかんで、男は岬に立っている。先ほどまでいた場所からはほんの数歩、けれどどのような歩あゆみをすすめれば、そこに至るのかはオットーにわかりようもなかった。

　間合いがとれたことで、部下達も剣を抜いた。

「てめぇ、何者だ！」

　誰何すいかしたのは、何も本当に、男の出自を知りたかったわけではなかった。言うなれば……言葉が通じることを、確かめたかったのだ。

　ひとの、言葉が。

　人間の言語が。

　もっというならば、感情や、情報のやりとりが、出来る相手であるのか。

　それに対して、男は、意外なほどに素直に、返答をよこしてみせた。向けられた不穏な切っ先には、指先ひとつ反応しなかったが。

「何者、何者ねぇ……」

　背中を丸めて、のびかけた髭ひげを気にするような、手のひらであごをなぞる仕草で。少女だけは、その背に、背丈でいえば腰から足下、その後ろに、隠すようにして。

「俺が何者でも、あんたらには関係のない、ことだとは思うがね……」

　抑揚のない、投げやりな言葉だった。

　そうして話をしてみれば、今の今まで何をこんなにも構えていたのかと拍子抜けした。目の奥にも剣けん吞のんな光などなく、ただの、落ちぶれ旅をわたる貴族のようでもあった。

　その姿に、部下達も気迫を取り戻したようだった。不必要に不穏な気持ちになったのは、あの大きな月のせい。

　暗い暗い海のせいだろう。

　少女の美しさも。

　男の禍まが々まがしさも。

　すべては、幻であると……思いこもうと、した。そして、そうであるならば、郎党雁がん首くび揃そろえて、怯おびえきってしまったことはとんでもない恥であるように思えるから、おかしな話だった。

　これ以上恥に恥を塗るわけにはいかない。

　オットーが部下に命じる。

　あの男の首を取れと。少女の方も、生かしておく必要などないと。

　その言葉がまさか聞こえていなかったわけでもないだろうに、けれど男は、やはり背中を丸めた陰気な姿勢を変えず。

「まあ、そうだ」

　己の調子を崩さずに、淡々と告げた。

「名前はと言えば、ヨクサル」

　何者かと言えば、語る出自も持たないが。オットーはその時、あんなに大きな満月が、欠ける様を見た。

　まるで、彼の背に、大きな黒い影を見るように。

　その影は異形をかたどり。

　数多あまたの瞳は、赤く。

　そして背負う男は、名を、ひとつ。

「ヨクサル＝ツェークェンツク」

　その名に、微み塵じんの聞き覚えもなかったが。

　その、続く姓のことであれば、オットーは知っていた。

　それは……今はもうなき、悪辣の王国の土地の名だった。










　閉められた酒場は、すっかり素性の悪い者達のたまり場となっていた。そこに、ひとりの男が這ほう々ほうの体ていでやってきた。

　オットーの船団、その下したっ端ぱの一人は、顔の半分を血で濡ぬらし、嚙かみあわせの悪い歯をがくがくと鳴らしていた。

　どうした、と荒くれ者達が遠巻きに尋ねる。腕のひとつも差し出さなかったのは、彼らは決して仲間ではなかったし、岬を縄張りと主張するオットーを、目の敵にもしていたせいである。

　その夜は満月。今夜にも、船団は王冠を見つけるかもしれないと皆が気をもんでいた。その中に現れた手負いの三下であったものだから、荒くれ者達は嘲りの意味もこめて「どうした」と尋ねた。

「海のバケモンにでもやられたか、なあ？」

　酔った上での、冗談でもあった。海賊の威勢はどうしたと、言外に告げていた。けれど、船員は頭を抱え、額を汚れた床にこすりつけて言う。

「バケモンなんて、そんなもんじゃねえ、ありゃあ……ありゃあ……」

　声は震えている。もう一瞬も思い出したくはないのに、頭からこびりついて離れない、すでに、それは、絶望的な呪いのようであった。

　そうして、絞り出す、恐怖は。

「……悪魔だ」

　そんな、言葉で表された。

「悪魔だよ、アレは!!!!」

　それが比喩であったのか、それとも事実であったのかは……もう、彼自身にも、わかりようもないことだった。










　三頭の馬が引く荷車が、ゆったりと山道を進んでいく。荷台には藁わらと木片が詰まれており、その縁に腰をかけるように、男が座っている。

　港街からは、もうずいぶん離れてしまった。

　この荷車には、少女が声をかけた。

「山をこえて、出来るだけ遠くまでいきたいの」

　そうしたお願い事は、少女の得意で、いつも魔法のように瞬またたく間まに話をつける。初老の馭ぎよ者しやは男と少女の取りあわせをまじまじと見て、「どこから来たんだい？」と問うた。それに男と少女が答える前に、聞き方が不ぶ躾しつけだったと馭ぎよ者しやは気づいたのか、「いや、この近くは港街ぐらいしかねぇからよ、けどその港街は……」と言葉を濁した。

　荷車に乗りこみながら、「どうしたの？」とあどけない調子で少女が尋ねる。

「いや……本当に不気味な話なんだが、しばらくたちの悪い船人がたむろっててな。まっとうな奴やつらは荷物をまとめて逃げて、儂わしらもすっかり寄りつかなくなっちまったんだが」

　馬を進ませながら馭ぎよ者しやが言う。

「何日前だったか……満月のすぐあとの夜に、途方もねえ大波が来て、街ひとつえぐって吞のみこんじまったっていうんだから、本当に……」

　あんたらが巻きこまれていなくてよかったと思っただけさ、と馭ぎよ者しやは言った。

　皆が皆、清く正しい人間だったとは言わないが、それでも多くの人が、波に吞のまれて死んだという。

　会ったばかりの旅人であったが、あくびをしている男はともかく、少女の方は、そうならなくてよかったと思うに足るだけの愛らしさがあった。

「そうね」

　海風に己の帽子をとられないようおさえて、少女が言う。

「そんなに危なかったのなら、巻きこまれなくて、本当によかった」

　馭ぎよ者しやはそれから、大波に吞のまれた街について、多くの昔話を少女に教えてくれた。どこぞの盗賊がついに海底の王冠を見つけて、海の魔物が目覚めたのかもしれない、なんておとぎの話を、少女は喜んで聞いてくれた。それだけで、馭ぎよ者しやは二人を旅の道連れにしたかいがあったなどと思ったものだった。

　どこから来たのか。その問いには結局答えず。

　どこまでいくのか、その問いにも、決めてはいないと少女は笑った。

「どこでもいいの、いけるところまで。でも、そうね。次の街は、クルミのタルトが、美味おいしいところがいいかしら」

　そんなことを言う、少女の隣では、男が背中を丸めて、手の中で何かをいじっている。

　錆さびて朽ちた、金属の輪のようなもの。小ぶりではあったが、その形は、まるで冠か何かのようだった。

　軽く力を込めれば、朽ちた金属片は土塊のように割れ、その中からぽろりと転がり落ちてきたのは。

　噓うそのように大きな、青い、青い──宝石のように見えた。

　男はそれを、空の色と比べるように光に透かして。ぽいと、無造作に、少女に向けて投げた。

　少女が細い指でそれを受け取る。

　手にした宝石を、少女はまじまじと見つめた。

　男は荷台に寝そべりながら、宝石よりも少女の横顔を見ながらぼそりと呟つぶやく。

「あんたの目みたいな色だ」

　男の名前は、ヨクサル。ヨクサル＝ツェークェンツク。

　今は滅びた悪辣の土地の名を背負い、そしてその背にはその名よりも大きく、暗く、不吉な、異形の悪魔を背負っている。

　そして、傍かたわらに微笑ほほえむ少女の名は、シュガーリア。

　かつては死霊術師ネクロマンサーの孫娘と名乗った、それしか出自を持たなかった少女は──今はただ、ヨクサルの隣で、花のように、微笑ほほえむばかりだった。







第二話　砂漠のみどり児〈上〉







　ヨクサル＝ツェークェンツクは、美しき少女、シュガーリアを連れて、あてどもない旅を続けている。ひとところに居を持つことは決してしない、流る浪ろうの旅だった。もちろんそれは、落ち着きたいと思う場所などないがゆえのことであったが、それだけでなく、彼自身の避けきれない宿命によるものだった。

　ヨクサルはその背に悪魔を背負っている。何もわからぬまま、何も知らぬまま契約を結んだ悪魔の名前は、マーラー。彼は、『孤独を力に変える』のだという。かつては海に囲まれた孤島において、贄にえと捧ささげられた魂を喰くらいながら黄金を生み、力を与え、繁栄を築かせ──その気まぐれによって、島の王国をひとつ、滅ぼした。

　意図したものではなかったとはいえ、結果としてその崩壊と破滅を招いたのがヨクサルというひとりの罪人であり、彼は己の背中に孤独の悪魔を負いながら、数えるのをやめるほどの長い時間を、孤島でたったひとり過ごしていた。

　いつしかその孤独に飽きることも忘れた頃、島に現れたのはひとりの少女、シュガーリアだった。死霊術師ネクロマンサーという、異端の中で破滅を選んだ一族の孫娘である少女は、その一族の復ふく讐しゆうのためにヨクサルの持つ悪魔の力を頼った。

　異端が異端であるだけで、正しき力に討たれることを、儚はかなく強き少女はよしとはしなかったのだ。

　正義のためではない。ただ、彼女が彼女としてあるための、意志であり自我だった。

　出会いは二人の運命を変えた。シュガーリアは己が身を捧ささげて復ふく讐しゆうの一端を果たし、またヨクサルもすべてのさだめに逆らう形で彼女を連れて、長く自身を縛りつけていた島から脱出した。

　しかし、ヨクサルの背負う悪魔は、人間の考えるそれよりも強く土地に根付く生き物である。それはこの世界の魔力の地脈によるところも大きい。ひとつの場所へ碇いかりを下ろすことにより、力を吸いあげ、その土地自体に影響を及ぼす。

　土地を腐らせるかもしれないし。

　水を濁らせるかもしれない。

　その作用について、はっきりとはヨクサルはわかっていない。マーラー自身に、聞いたこともない。ただ、実感としてわかっているのは。

　この悪魔に色濃く触れれば、人は、狂うのだということだけだ。

　孤独は力であり、孤独は毒だ。いとも簡単に人を狂わせる。

　だからこそ、ヨクサルはひとところの土地に根を下ろすことなく、巡ることを宿命づけられていた。そして今、その道行きにはシュガーリアがいた。

　ヨクサルの連れあいとして新しく目覚めた少女はもう、どこへいきたいとも、何をしたいとも言わなかった。

「あんた、……あんたの復ふく讐しゆうは、もういいのか」

　島を出て逃げる時に、ヨクサルはそう尋ねた。

「……そうね」

　と他人ひと事ごとのように、シュガーリアが呟つぶやいた。出会った頃のまま、美しい横顔だった。けれど、レースに隠れたその身体からだは、出会った頃よりも傷跡だらけだった。つぎはぎの、寄せ集めの、理ことわりに反した生き方で、シュガーリアは存在していた。他でもない、ヨクサルの背負う悪魔の力によって。

　人の理ことわりに背いた力がなければ、微笑ほほえむことも許されない身体からだだった。そんな身体からだになってでも、かつての願いを叶かなえたいのかと彼は問うた。

　──正義の力に、復ふく讐しゆうを。

　それを続けるのかと問われた少女は。

「したいかしたくないか、と思ったら、したいわ。恨みも憎しみも、決して消えない」

　でも、と続ける。

「でも、今は一時休戦ってところかしら」

　狭い小舟で、膝を抱えて、海のただ中で、ふっと笑ってシュガーリアは言った。

「だって、わたしはもう、あなたも自分も、復ふく讐しゆうのために犠牲にするつもりはないんだもの」

　その言葉に、痛みをこらえるように、ヨクサルは顔を歪ゆがめた。

　一度はすべてを、捨てたはずの少女だった。

　生き方ひとつしか差し出せないと嘆いた心だ。

　その彼女が、今は言うのだ。己も貴方ヨクサルも、差し出すつもりはないと。

　その、なんと強い響きだろう。

　なんと美しい横顔だろう。

　その美しさを、受け止めきれない自分がいた。ずっと自分の悪性に流され、そしてただ惰性で孤独を吞のんできたヨクサルであったから。

　ともに笑うことなど、出来るわけもなかった。

　けれどそんな彼にも、いきましょう、とシュガーリアは言った。

　灯台のように。

　どこでもない。どこでもいい。どこまででもと。

「多分、わたし達が生き延びること。一日でも長く生きることが、この世界にとっては、復ふく讐しゆうになるでしょうから」

　行く手を照らすような言葉だった。染しみ入いるような、湧きあがるようなあたたかさとともに、ヨクサルは、己の手を見詰めていた。

　そこにある闇を。孤独を。空虚を。

　与えられる光は、この手に、本当にふさわしいものなのか、わからずにいた。

　街から街を渡り、異形と異端の噂うわさを聞けば足を止めた。審問軍を有する帝国は勢いを増し、その力を強めている。彼らを退け、異形の一助をすることにより、幻想がこの世界から滅びることを避ける。それは、たとえば異端の者からすれば救いの手であったかもしれないし、異端を排除すべきと思う人間にとっては、外敵とうつったかもしれない。

　どちらでも構わないとヨクサルは思っていた。

　人の世において、悪人であることには慣れすぎていた。「……けれど、あんたは」と時折、口にした。

「あんたは、こんな、俺に……」

　言葉は皆まで発せられることはなかった。

　……こんな、俺なんかに従うことはないんじゃないか。そばにいるよりも、もっと……ふさわしい場所が。生き方が。

　けれど、よく笑い、よく語る少女は、軽快に、聡そう明めいに言う。

「わたしだって、他でもないあなたに、逃がしてもらっている側よ」

　追う側の者では決してないと少女は言った。それは、彼女が彼女自身の異端を認めているからでもあった。

　だからこそだろうか。シュガーリアはヨクサルの行うことを、決して否定することはなかった。彼の行いを、人に非あらずと責めることはなかった。

　たまにわがままを言うこともあったが、それはまるで、ヨクサルの気を引くためのようで、甘やかされているのがどちらか、わからなくなる時がある。

　本当に時折、ヨクサルが背負う悪魔、マーラーが囁ささやく。耳みみ障ざわりな声で。闇の中から這はいずるように。

　──あれはお前の、願う通りに動くのだろうよ。

　含み笑いは金属のきしむ音のよう。

　──お前がそういう風に、願った命おもちやなのだからな。

　本当に、お前の孤独の、なんと深く重いことか。

　出会ってからどれほど時間が経たっても、自分が変わっても、関係性が変わったとしても。やはり悪魔は悪魔で、言葉はすなわち呪いである。

　黙っていろ、とヨクサルは吐き捨てる。

　黙っていろ。わかっている。

　貴様に言われなくとも、もう、ずっと──。

「……クサル、ヨクサル！」

　眠るような意識の深みにおいて、ただ思い出し、巡るばかりだった思考が、呼び声で浮上し、現実に瞼まぶたを開く。

「見えてきたわ！」

　汽車に乗るのははじめてだというシュガーリアが、車窓から身を乗り出して顔を輝かせる。汽笛が大きく鳴り、木と鉄の塊は黒い煙を吐いた。その煙にまかれないように腕を引いて、「座ってろ」とヨクサルが短く言う。

　汽車が乱暴に林を抜ける。次の瞬間、視界の先に広がったのは、これから向かうであろう土地であった。

「あれが、砂漠」

　吹きつけてくる風に、すでに砂が混じっているようだった。この林を抜ければもう、線路は続いていない。徒歩となるか、騎乗をするかはわからないが、足をつかって進むしかなかった。

　目的地は、ユゥラ砂漠。黄金の死骸のような砂が、太陽に照らされてゆらめいている。

「海みたい」

　シュガーリアはそんなことを言った。

　まだ外を見たそうにするシュガーリアを制止する。これから飽きるほど見られるだろうから。これから訪れる土地に何があるのか。そんなことは知らないが、不穏な噂うわさだけを頼りに彼らは新しい土地に向かっていた。山から山へ。街から街に。海をこえ、今度は砂原に。追われる異形と異端の噂うわさを追いかけて。

　けれどその中で、いつも新しい出会いにシュガーリアは顔を輝かせたものだった。土地であれ、人であれ、巡る季節にさえ。その輝きはまぶしく、時にヨクサルの心を苦しくさせる。

　すべてはまがいものだと背後で笑う声がする。

　それでもいいと、願ったのは自分のはずなのに。

　迷い惑い濁りながらも、新しい土地の、新しい風が、歓迎するわけでもないだろうに頰をなでた。










　すべては乾いていた。

　ゆらめきの中を、少年は進んでいた。

　天から降り注ぐ熱は何かの責め苦か、そうでなければ罰のようだった。生きているだけで受ける罰だ。地を走る砂は意志を持った生き物のようで、くたびれた靴が何度もとられた。

　きっと、一度吞のみこまれたならもう生きては出てこられないのだろう。

　乾いた木で出来た檻おりを、どうやって抜け出したのかは覚えていない。夜にまぎれて、方角もわからずに逃げた。腕を振って走ろうにも、少年の両の手首をつなぐのは重い木製の手て枷かせだった。それは「商品」の証あかしだった。人ではなしという、証拠だ。自由などなく、尊厳もなかった。もとよりそんなもの、持って生まれなかったのかもしれない。

　それでも走らねばならなかった。

　逃げなければならなかった。

　何からかは、わからない。なんのためなのかも、どこへいくのかもわからない。ただ。

（水、みず……）

　みず、うみ。

　あおいもり。

　かえりたい。どこかへ。いつかへ。

　こんなところじゃない、こんなところじゃないんだ。

　一ひと際きわ大きな砂嵐が身体からだをなぶった。砂嵐に乗じて逃げられたというのに、その嵐が次は自分の行く手を阻はばむのか。

　足と足が絡からみ、地に倒れる。頰と肩が、火傷やけどのように痛んだ。

　口の中に、砂を嚙かむ。血の味の砂だった。

　ああ、最後に味わうのがこんな、乾いたものだなんて。

　遠い記憶の彼方かなたにある、朝露が恋しかった。夜露に包まれて眠りたかった。

　もう、目も、あけられない。

　溶けてしまいそうなほどに自分は無力だ。

「み、ず……」

　赤く腫れた唇を震わせるように、最後にそう言ったなら。

「お水が欲しいの？」

　一陣の冷たい風のような、軽やかな声がかかった。倒れた顔の隣に、絹のような感触。ふわりと花の香り。確かにひとの声だったのに、なぜだろう。

　それは、あれほど恐ろしく感じた、人間の気配ではない気がした。

　頭を抱かれ、口元に、濡ぬれた布をあてられる。その指先の感触の冷たさに、つかの間癒える乾きに、薄い目を開けば。

「……」

　視界の端に、うつったのは。

　暗く、黒い、死のような影だった。

（ああ）

　その影を見た瞬間、自分はもうだめだと、ついに、少年は意識の手綱を手放した。
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　流る浪ろうの民であるヨクサルとシュガーリアが、多くの人の暮らす街に逗とう留りゆうする時は、他の旅人と同じように宿に泊まることもあるが、必要なものを買いこみ、外れた場所で気ままに寝床をつくることも多かった。

　ユゥラ砂漠でもまた、二人は大きなキャラバンを避けて自分達の幌ほろをはっていた。

　砂漠の夜は、昼とはうってかわって冷えこむ。火を焚たけば、白く細い煙が天鵞絨ビロードのような夜空に吸いこまれていった。

　その煙を見ながら、シュガーリアが鈴の鳴るような声でヨクサルに語る。

「かつてこの砂漠が緑溢あふれる森であった頃、その森には守り神がいたんですって。それは色々な姿で伝えられているそうよ。四つ足の獣、翼ある獣、あるいは水を泳ぐものや、地の中をもぐるもの。時にはほんの小さな、毛玉のようであったとか。また別の言い伝えでは、人の形をとり、老人のようでもあり、幼き子供のようでもあるって、伝承におけるその姿は様々だけれど、ひとびとが求めてやまないひとつの特性があったそうよ」

　情報収集はシュガーリアのお得意だった。彼女はどんな街でも、どんな人間の間でも、懐ふところに入りこむ、愛あい嬌きようのような、一種の狡こう猾かつさを持っていた。その魅了の力のようなものは、特に相手が高齢であればあるほど、抗あらがいがたい力として発現するようだった。それは彼女の操る死し霊りようや魂に対する魔術よりももっと、強大なもののように、ヨクサルは感じることがあった。

　シュガーリアは続ける。

「その特性についてはこう言われていたわ……聖なるけもの──嬰えい獣じゆう、とこの砂漠の人は呼んでいたけれど──その肉を喰くらった者は、永遠の命を得る、って」

「ずいぶん陳腐だな」

　黙って聞いていたヨクサルだったが、思わず呆あきれたように言ってしまった。

　その肉を喰くえば、永遠の命が。

　それを確かめたのは誰だろう。得たものは永遠を手に入れたというのか。永遠とは一体なんだ？

　ヨクサルはもはや、人の枠に縛られないだけの時間を、ろくに年もとらずに生きている。けれど、これが永遠だなんて思ったことはない。もちろんそんなものを欲しいと思ったこともなければ、自分のそれも、呪い以外の何ものでもなく、そしていつか必ず討たれて死ぬのだろうという予感がある。

　おかしな話だ。こんなにも抗あらがって、逃げ続けているというのに。

　心のどこかでは、討たれる日を確信している。そしてそれまでに、一体何が出来るのかを考えている。

　やりたいことなどひとつもなかったけれど。

　このまま何も成さないわけにはいかないと、今は思っている。

　それはもちろん、目の前にある、金の髪を持つ美しい少女のためではある。彼女のためではないが、彼女がいる、そのためだ。そういうこともある。

「あら、言い伝えなんて、陳腐であればあるほど祈るに値するんじゃあない？」

　シュガーリアはそんな風にしたり顔で、自分の指先を組みあわせながら言う。

　小さな炎に照らされる彼女の頰は、昼間どれほどの灼しやく熱ねつの下にあっても灼やかれることはない。日差しを遮るためにまとっていた白い長布が、今は寒さから身を守るために彼女の細い肩を流れている。

　常ならば黒いレースの装よそおいの彼女には、珍しい色だった。砂漠の夜は、星が降り落ちそうにきらめいている。その中にあって、ぼんやりと浮かぶシュガーリアの細く白いシルエットは、ヨクサルの居心地を悪くさせた。

「そういうもんかね」

　とヨクサルは己の気まずさを誤魔化すように後ろ頭をかきながら言った。

「……で、」

　そう言いながら、振り返るが、振り返る先が小柄すぎて、視界にいれることが出来なかった。

　ヨクサルは仕方なく、頭を下げて、自分の股下から背後の足下に頭を抱えて逃げようとしている、小さな影に声をかけた。

「お前、どこかへ逃げるあてがあるのか」

　そこにしゃがみこんでいたのは、小さな子供だった。昼間に砂漠で行き倒れていたところを、シュガーリアが見つけ、拾いあげた。

　瘦せきった小柄な子供は、汚れた装よそおいをしていた。シュガーリアよりもまだ幼いだろうか。くるくると鳥の巣のような巻き毛は白に近い銀で、くしゃくしゃな前髪の奥に、怯おびえたような琥こ珀はくの瞳が揺れている。若さや幼さよりも、疲労の色が濃い。それは、服の皺しわや汚れ、あるいは傷や垢あかよりもはっきりと目立つ、腕にかたくはめられた手て枷かせが与える印象だった。

　哀れみを誘う姿だった。その姿に、ヨクサルの同情心は動くことはなかったけれど。

　砂漠に倒れていたのを抱き起こすも、意識を失ってから、半日の時間が過ぎて、ようやく目覚めたらしい。丸い瞳は、恐怖からなのだろう。きゅうきゅうと度々大きさをかえた。

「怖がらせちゃいけないわ」

　と咎とがめるようにシュガーリアが言う。

「あなた、寒くはない？」

　あ、あ、と子供は言葉にならない声をもらした。寒さなんぞ、感じられるほど落ち着いているとは思えないがね、とヨクサルは思ったが、口には出さなかった。

　何を言っても、恐怖はぬぐえず、おびえは増すばかりだろう。

「──なん、で」

　かすれた声で紡つむがれた言葉。げほ、と子供は砂混じりの唾を吐いた。慌ててシュガーリアが、水筒にいれた薄めた果汁を渡しながら言う。

「あなた、砂漠の中で倒れていたの。わたし達は旅の者よ。ここには、あなたとわたし達しかいないわ。きちんとした病院でも、お家うちでもなくて申し訳ないけれど、ひとまずは、安心して。わたし達は、あなたに危害を加えないし、捕らえることもしないから」

　手を重ねながら、その手をさするようにして。少しずつではあったが、子供の瞳の揺れが収まっていった。何度もあたりを見回して、少なくとも見渡す限り、誰もいないことを確かめているようだった。

　それから自分の手の中の水筒を見て、今度は惑うように唇をとがらせた。

　ああ、とシュガーリアが気づいて立ちあがる。

「それじゃあ上手うまく飲めないわね」

　ねえあなた、とシュガーリアが、優しく問いかける。星空を背に。腐りかけてもなお強固な手て枷かせをなでながら。

「これは、必要？」

　子供はその問いかけに、ただ、鼻の頭をかすかに赤くした。言葉にならなかったようだった。痛みや、苦しみ。ここに至るまでの、尊厳のない扱いについて。瞳にさえ、おいそれと浮かべることは出来なかったのだろう。

　それだけで、返事としては十分だと、シュガーリアは受け取ったようだ。「うん」と小さく頷うなずいた。

　それから、水筒を取り上げて。

「ヨクサル、お願い」

　と短い言葉で呼びかけた。

「……」

　ヨクサルはたっぷりと長いため息をつき、ひどく億おつ劫くうさをにじませて立ちあがった。

　そして無造作に、腰元から取り出したのは、短剣と呼ぶには大ぶりのナイフだった。鈍い光が、炎を反射させてゆらめいた。

　その刃が自分を向いていることに、子供はいちはやく気づいたようだった。

　悲鳴を吞のみこむ。しかし、長く気を失っていた身体からだは、上手うまく動かないのだろう。振りあげられたナイフが、落ちるよりもはやく下りた。

　カン、と乾いた音が凪なぎの砂漠に一度響き。

　両腕に走ったのであろう強い衝撃に、子供の身体からだが思わずつんのめる。しかし、走るはずの痛みが感じられずに、子供が困惑しているのがわかった。

「……！」

　腕をつかみ、引きずるようにして──ヨクサルはその腕を、火に、くべた。

「っあ！」

　うわずった悲鳴があがる。けれど、割れた手て枷かせを嘗なめるように焼いた炎は、肌にたどりつく前に素早くヨクサルのナイフによって砕かれ、ただの木片へとかわる。

　残った片腕もまた同じように、そうして、傷ひとつ増やすことはなく、子供は……両の手に自由を手に入れた。

　事態がまだ吞のみこめていないのだろう。伸び放題の髪の隙間から、まん丸の瞳がヨクサルを射貫いていた。

　ヨクサルは何も語らず、説かず、弁明もせず、その腕ごと、子供をシュガーリアの方へ投げるように渡した。

　幼い子供が、なぜ、枷かせなどつけられていたのかをヨクサルは知らない。積極的に知りたいとも思わなかった。興味がないということもあるが、容易に想像がついたから、という理由も大きい。

　悪事には、ひとより幾重にも詳しかったから。

　この世界で、犠牲になるものというのは、もとよりそういう風に出来ているのだろう。虐しいたげられる存在として生きている。おいそれと、逃げられず。

　だから、ヨクサルが今子供を枷かせから解放したのは、慈善でも、同情でもなく、ましてや気まぐれでさえなかった。

　シュガーリアが、そう言ったからだった。

　理由とか、根拠とか、そういうものは、畢ひつ竟きようどうでもいいことで。やりたいことなど何ひとつなく、何をするのも億おつ劫くうでしかないけれど。

　ヨクサルが動くのには、シュガーリアの、「お願い」がひとつ、あればよかった。

　それだけの話だ。

　子供は今度こそ、自由になった手で薄めた果汁を口に含み、まだ夢から覚めきらぬ顔で、問いかけに名乗る。

「ビーノ……」

　名前はそれだけ、出自を聞けば、「わからない」と言う。

「森に、いた……。罠わなに、かかって……男たち、が、きた。それで……」

　そう呟つぶやいたビーノの目が、恐怖ではなく悲しみに揺れた。泣くのかと思ったけれど、涙は落ちなかった。悲しみが小さいからではなく、涙を落とすには、彼の身体からだは乾きすぎていたからかもしれない。

「手て枷かせをつけられて、どこに連れていかれるはずだったか、わかるか？」

　ヨクサルは尋ねる。それは、彼ら自身の、これからの道をはかる問いでもあった。ビーノは首を横に振る。そして。

「……高く」

　声は、言葉は、震えている。身体からだの震えを伝でん播ぱさせて。

「高く売れる、と言われた……」

　瞳はまた、恐怖にその色を濃くした。

　その小さな白い頭を、そっとシュガーリアが抱きこんだ。彼女が胸を痛めていることは、ヨクサルにもわかった。奥歯を嚙かみしめ、青い瞳の光を強める。そうだった。いつも、心を痛めた分だけ、果敢にも強く立つ少女だった。

「何に、そんな値段がつくと言っていた？」

　己の陰鬱を隠さずにヨクサルが言う。酷な問いをしていることは、わかっていた。それでもあえて、言ったのは。

　貧乏くじを引くのなら自分が引くのがお似合いだと思っているだけだった。

　ビーノはシュガーリアに頭を抱かれたまま、今度は瞳だけで、「わからない」と答えた。ヨクサルもまた、答えを期待していたわけでもなく、重ねて言った。

「じゃあ、教えてやるよ」

　けれどヨクサルはその時だけは、少し顔を歪ゆがめた。自分の言葉が、多分、相手を傷つけ、そばにいるシュガーリアを傷つけ、そしてヨクサル自身にも突き刺さることがわかっていたからだ。

　刺さったところで。今更、痛む心もないけれど。避けようもない刃というのは、生きていれば数多にある。だから、吐き捨てるように言った。

「お前が、普通じゃないからだ」

　白目の大きなビーノの目が、ガラス玉みたいにキラキラと光って浮いて見えた。

「心当たりが、本当にないか？」

　そう、ヨクサルは聞いた。

　あの砂漠の中でシュガーリアはビーノを見つけた。しかし、それはもちろん、偶然ではなかった。

　──あれだ

　そう囁ささやいた影があった。

　ヨクサルの耳元に。シュガーリアの頭上で。禍まが々まがしい、割れた声で。

　あいつが貴様らの、捜し物だ──と。

　そしてビーノは、今度は「わからない」とは言わなかった。ただ呆ぼう然ぜんと、うわごとのように呟つぶやいた。

「ぼくに、精霊の血が混じってる、って」

　ヨクサルが目を細める。シュガーリアも、そっとその顔を覗のぞきこんだ。

　木片の燃える、はじけるような音だけがしている。夜の砂漠はどこまでも静かだ。その中で、ビーノが言う。

「ぼくの背の、こぶが──」

　背中を丸める。その背を、ゆっくりとシュガーリアがたどった。彼の服の背は、ぱっくりと不自然に空いていた。

　商品として、見せものになるためだった。

　シュガーリアの細い指先がたどったのは、不自然に盛りあがった背の骨だった。ゆったりとした服を着ていればわからなかったが。

　ただの瘤こぶだと、否定することはヨクサルにもシュガーリアにも出来ない。そうであったならば、悪魔であるマーラーが指し示すわけがないからだ。

「有翼種……」

　天の使いと言われ、一方では魔性とも言われる。翼持つ人間のことは、今はすでに、言い伝えにしか残ってはいない。

　とうに絶えたとされる……翼持つ人。

　もしくは獣であったのか。それとも他の何かであったのか。種を定めることが、大切なのではない。

　ただ、この小さな身体からだに、人ではなきものの血が流れ、そしてその血は色濃く姿ににじんでしまったということだ。

　ヨクサルは小さく丸くなるビーノを見下ろし、言った。

「……お前は、異端で、異形で、異邦の者だ」

　精霊。──ひとでないものの、血統。

　この世の中に、いてはならないもの。

　だからこそ、「高く売れる」。買う人間がいる。そして……狩られる対象となる。それは、ビーノだけでは、ない。

　けれどお前だけではないのだと、慰めるような言葉はヨクサルは口にはしなかった。

「人の世に溶ける方法を、俺達は知らない」

　ただ、その時はじめてヨクサルは、「俺達」と言った。

　自分も、シュガーリアも。そしてビーノも、ひとくくりにして。

「だからそれを教えてはやれないが……異端のまま、追う奴やつらから逃げ切りたいっていうなら、力を貸してやる」

　ヨクサルの言葉に、ビーノが驚き顔をあげる。

　星空を背に、ヨクサルが立っている。その背に広がる星の光が、くすんでいることに、小さなビーノは気づいているのだろうか。

　気づかなくてもいい。

　知らない方がいいことも、なんと多いことだろう。

「選べ」

　それが、どれほど難しいことか、わかっていながらも。決して情けをかけることはなく、ヨクサルは選択を突きつけた。

　それこそが、生きることであるというように。

　お前自身が、選ぶのだと。

　ビーノの無む垢くな瞳は、何を選ばされているのかもわかってはいないようだった。だからヨクサルは目を細めて。逃げ道をつくるように、小さなかすれた声で言った。

「別に、信じなくてもいい」

　どんな生き方を選んでも。自分達の手をとっても、決して信じなくてもいいと、その言葉はヨクサルの本心だった。

　笑ったのは、自嘲だ。

「どのみちどいつも……異端であろうと、なかろうと、ひとりであることにかわりはねえよ」

　ビーノの琥こ珀はくの瞳が、ヨクサルを見ている。

　そしてその隣では、シュガーリアの青い瞳が、高温に燃えるように強く、ヨクサルから逸そらされるれることなく輝いていた。










　砂漠を移動し続ける商隊キヤラバンは、様々なルートから商品を仕入れ、あるいは売り払い、市場へと集まっていく。

　ユゥラ砂漠で一番大きな市場では、この世で売り買い出来るものはなんでも手に入るといわれている。食料、水、財宝、糸、動物、あるいは武器や、人間まで。

　砂漠で生きる者は、外の人間に対して排他的だが、一度白や黒の長布をまとえば、どんな出自のものでも受け入れてしまう鷹おう揚ようさがあった。

　いくつかのキャラバンの合間にまぎれるようにして、ビーノ達はその市場へと向かっていた。

　布の隙間から、ちらりと見あげるのは、やはり白い布で目元以外をすべて隠したヨクサルだった。

　選べ、と旅の男は言った。傍かたわらの少女は、何も言うことはなかったが、ビーノをさする手は優しかった。

　そこまで言われてもなお、ビーノはどうしたらいいのかわからなかった。自分のことも、他人のことも、ましてや未来のことなんて。

　ただ、わかっていたことはひとつだけ。小さな声で、そのひとつだけを言った。

「みず」

　欲しいものはと、きかれたならば。

「みずのあるところに、かえりたい」

　どんな責め苦よりも、この砂地の乾きが耐えられないと思った。

　家族はと問われたが、相当する記憶はなかった。どんな風に生きていたのかもわからない。ただ。

「森」

　みどり。それから。

「みずうみ」

　それがすべて。

　その答えに、「わかった」とヨクサルは答えた。シュガーリアはもっと優しく頷うなずいて、甘く焼かれたパンとあたたかなスープを与えてくれた。空腹に慣れきってしまった胃では、平らげることは出来なかったけれど。

　それを食べながら、自分は彼らとひとときともに旅をするのだと思った。連れ去られるのでもなく、売られるのでもなくて。

　道行きを、ともに。それを選ぶに足る、引力が、シュガーリアにはあった。

　ヨクサルはまだ、おそろしかったけれど……けれど、自分を信じなくてもいいという男の言葉には、誠実さを感じた。

「どうして」

　とキャラバンに向かいながら、それだけビーノは聞いた。

「どうして、僕を……？」

　答えるヨクサルは、無造作にビーノの頭に手を置いて、言葉少なに言った。

「お前のためじゃあない。それだけわかってりゃあいい」

　その隣には、シュガーリアがいた。シュガーリアは、そういう時、ビーノとヨクサルのそばに寄り添うばかりで、言葉を補うようなことはしなかった。話せば話すほど、ビーノは何もわからなくなっていた。正しさも。いく先も。けれど、シュガーリアに寄り添われることはビーノにとって、ひときわ甘く優しい幸福だった。

　姉と弟のようにぴったりと寄り添う二人を、ヨクサルはどこか諦めたように鈍い色の目を細めて見ていた。

　市場に着くと、シュガーリアはヨクサルに言った。

「ビーノがいたという森について、聞いてくるわ。買い出しの方は任せていい？」

「あぁ」

　とヨクサルは答え、自分の肩元で、指を小さく振った。

　それは彼が、自らの背後にいるものに向けた合図であったが、ビーノにはわからないことだった。

　白い長なが衣ぎぬを頭からかぶったシュガーリアは雑多な人混みに、軽やかにまぎれている。

「お前は、こっちだ」

　別れてしまえば振り返りもしないヨクサルに、ビーノは思わず不安になって答える。

「シュガーリア、ひとりで、大丈夫……？」

　危なくはないのかという問いだったけれど、返事はどこか見当違いのものだった。

「俺よりよほど上手うまくやるだろうよ。得意だからな、あいつは」

　そしてヨクサルとビーノはひとつひとつ幌ほろをまわり、旅に必要だと言われるものを買っていく。ヨクサルは大きく値切ることはなかったが、店によっては「高すぎだ」とこぼした。しかし彼は値段よりも、その品物の質の方に重点を置いているようで、偽りのある物を出す店は、容赦なく切り捨てていった。

　旅の道具を買いそろえ、砂漠をこえるための駱らく駝だも引き受ける約束をして、なおヨクサルは何かの店を探しているようだった。

　やがて太陽の許にありながらも薄暗い幌ほろを張った路地に入りこむと、そこでしなをつくって声をかけてきた赤い髪の女に向かい、低い声で囁ささやく。

「石を探してる」

　あら、それはどんな石？

「あんたの、足首にあるような石だ」

　ビーノが女の足下を盗み見れば、片方だけに、金の鎖に深い色合いの黒こく耀ようがはまった装飾が揺れていた。

　女はふっと艶美に笑うと、腰元から一枚、極彩色の羽根を取り出した。

「奥の店よ。これを見せれば入れる」

　その羽根を受け取るかわりに、ヨクサルが安くない金貨を握らせたのがわかった。

　羽根を見せ、灰色の幌ほろをくぐる。鼻の頭をくすぐったのは、強い香のにおいだった。ビーノはすぐれた嗅覚を持っていたものだから、感じた悪お寒かんに思わず、ヨクサルの服の裾をつかんでいた。

　ヨクサルはビーノを見返ることはしなかったが、不安に冷たく汗をかくその手を振り払うこともしなかった。

　暗い店の奥、極彩色の絨じゆう毯たんの上に座っていたのは、複雑に結いあげた髪に多くの頭上飾りをつけた、嗄しわがれた老婆だった。

　その片目は見えていないのだろう、陶器のように白く濁っている。老婆は硝子ガラスの器具でコポコポと浮かぶ気泡を吸い、「オラ、珍しい」と黄金を詰めた歯を見せて笑った。

「虫這はいに、売るものなんぞあったかね」

　その時ヨクサルが、どういう意味でなんと呼ばれたのか、ビーノにはわからなかったが、ヨクサルは舌打ちをして乱暴に座りこんだ。

「嫌味なら間に合ってる」

　ビーノも慌てて、その背後に膝をつく。

「金を払ううちは客だろう。ものを出せ」

　そう、乱暴に言い捨てると、くつくつとあぶくのように老婆は笑った。

「さてはて、この老いぼれに、売れるものなどあったかい……」

　そんな風に、冗談めかした言い方から、声色をがらりとかえて。

「──何を連れてる？」

　そう、低く尋ねた。その声に、ビーノがおびえ、肩をすくませる。ヨクサルが連れているとしたら、自分のことだろう。けれど、老婆はヨクサル自身を睨にらんで言った。

　対するヨクサルは逆に嘲るように笑って吐き捨てた。

「わからねぇなら、聞く資格はねぇよ」

　その返答に、「ごもっとも」と老婆は言って、片手で背後から革で出来た箱を取り出す。開けば出てきたのは、目もくらむような宝石と黄金の装飾具の数々だった。

「…………」

　目についたものをいくつか手にとってはヨクサルが己の顔をうつして見る。何を確かめているのかわからなかったが、

「だめだな」

　短いため息とともに箱を閉めた。

「俺達も暇つぶしに来てるわけじゃあ、ないんだが」

　脅すようにも聞こえる言い方でそう告げれば、

「おうおう、虫這はいに見る目があるとはねぇ」

　老婆はそんな風に笑って、笑みを消してしばらく沈黙した。それから、今度は自分の座した絨じゆう毯たんの下から、小さな天鵞絨ビロードの包みを取り出してきた。

　さっとヨクサルの指が、天鵞絨ビロードを広げれば、現れたのは白よりも少し翳かげった乳白色の、宝石とも化石ともつかない石だった。

「足りるか」

　その宝石を見たまま、短い言葉でヨクサルはそう尋ね、腰から提げていた袋をどさりと置いた。ビーノが目をむいたのは、ちょうどここに来る前、若い駱らく駝だを複数買うにあたって、袋の金貨一枚でも、十分に釣りが出されたことを見ていたからだった。

　老婆はその袋の中身を確認もせず、ぎょろりと盲いた目を動かし言った。

「なんに使う？　魔術の素養のないものには……持ち腐れ以上の損失でしかない」

　この石の、ほんとうの価値を、わかっているのかと老婆は聞いた。その問いに、ヨクサルは億おつ劫くうそうに瞼まぶたを伏せて。

「……何も？」

　ぱたんぱたんと、無造作に天鵞絨ビロードをたたむと大きな手でそれをつかみ、言った。

「光る石に使い道なんぞそうないだろ。……女に、土産だ」

　おかしいことはないだろう？　とどこまで本気かわからない捨て台詞だった。売買の契約はとうに済んだと考えているのか、ヨクサルは次に老婆が口を開く前に、空いた方の手を、自分の腰元に置いた。そこにナイフがあることを、ビーノの視界ではわかり得なかったけれど。

「……」

　老婆は短く白い息を吐くと、諦めたように皺しわにまみれた手を振った。さっさと出ていけとその指先は告げている。

　ヨクサルは礼の言葉も別れの言葉も告げずに立ちあがり、ビーノも慌てて続く。けれど、その背中に。

「森の御み子こ──」

　かかる声を、どうしてか無視は出来なくて、足をとめて振り返る。

　老婆ははっきりと、ビーノを見ていた。その瞳を、ふわふわと揺れる髪を。そこに隠れた、額を。

　そしてゆっくりと、身体からだを折り曲げて、絨じゆう毯たんに額をつける。

　ビーノがぎょっとするが、何を言う間もなく。

「虫這はいは、そのものが厄災であり、穢けがれである。どうか、御身に不浄がうつる前に、離れられますよう」

　仰々しい言葉は、どんな意味であるのかビーノにはわからなかった。

　ヨクサルは聞こえていないわけもないだろうに、振り返ることもなく。ビーノは何度も振り返りながら、置いていかれないように慌てて、その背中を追うことしか出来なかった。

　幌ほろを出たあとも、虫這はい。災厄。穢けがれ。不浄。それらの言葉が、べったりとビーノの臓ぞう腑ふにはりつくようだった。

　店のことを教えてくれた赤い髪の女が、嘗なめるような目つきでヨクサルとビーノのことを見送っていた。

　怯おびえたように、ヨクサルの顔をうかがえば、見上げるその横顔は、暗く、重く、けれど確かに笑みを浮かべていて──。

「聞きたいことがあるか？」

　そんな風に聞くから、ビーノは何を聞けばいいかもわからなかったけれど、何も聞かないのも許されないような気がして。

「虫、って……」

　絞り出すように尋ねれば、「ああ」と感情のにじまない頷うなずきのあと、ヨクサルが無造作に自分の長なが衣ぎぬをめくって見せた。

　暗い長なが衣ぎぬの下に、筋肉のひきしまった精せい悍かんな腕がある。

「これだ」

　そしてその腕には、無数の……文様のような傷があった。

「罪人の彫り物は、乾くまで血がにじみ、傷に虫が這はう。だから、虫這はいと呼ばれる」

　蔑称でさえない、ただの事実だと淡々とヨクサルが言った。「ざい、にん……」とビーノが繰り返す。

　くっと喉奥でヨクサルは笑い、口元を隠した。そこに隠したのは、笑みなのか、まったく別の感情なのか。ただ、小さく付け加えられた、言葉は。

「お前をさらった、男達と一緒だ」

　いよいよビーノを混乱させるものだった。うつむき、自分の手首をなでる。

　この腕に手て枷かせはなく、まとう外がい套とうも清潔なもの。それでも一緒とヨクサルが言うのならば。あの男達とヨクサルは、何かが一緒なのだろうとビーノは思う。

　何が一緒なのか。何が違うのかは、ビーノには判別がつかない。

　けれど。

「……ヨクサル！」

　遠く人混みの中から、手を振る美しい少女の影がある。

　その笑顔のまぶしさが、太陽の光よりも強く、ビーノの心を焼いた。










　市場を外れた駱らく駝だの小屋近く、シュガーリアが持ち帰った地図を広げた。

「ビーノがいた森なのかはわからない。けれど、無関係とは思えない噂うわさを聞いたわ。『精霊の森』と砂漠のひと達が呼ぶ聖域があるそうなの」

　迷いのない言葉で彼女が語る。吟遊詩人のように。そしてその細い指先が、踊るように地図をさすらった。

「精霊の森は地図には載らない。どこにあるのかわからないから。それは移動する森なのだとひとは言うわ」

「移動する森？」

　ヨクサルが聞き返すと、シュガーリアが頷うなずく。

「蜃しん気き楼ろうのように、その存在はつかめない。そして、精霊の森は砂嵐によって守られていると──。かつては選ばれた者しか入ることが出来なかった。けれど、ここしばらく……神域への道に、人の手により『門』がつくられたんですって」

「どこにあるかわからないのに？」

　矛盾した話だとヨクサルが低く笑う。シュガーリアの指先が、地図の一点をさした。

「バフハの悪門──そう、砂漠の人は呼んでいるわね。このバフハは、略奪で財を得て、売りさばく、ずいぶん悪名の高い部族の名前だそうよ。彼らが手に入れようとしたのは聖域の力のすべて。聖域にあるとされる水や木々、古き動物、そして古い精霊の一族もまた。ビーノに流れる血も、この精霊のものかもしれない」

　自分の名前が出て驚き、ビーノが顔をあげる。

「……こいつは守護の一族なのか？」

　ヨクサルが低い声で尋ねた。人じん智ちを超えた力を持つ場所が、人の傍かたわらに長くある場合、その場所を守る者が生まれる。それは縁ある国の者であったり、もっと直接的に、その場所に生まれ落ちた者であることもあるのだという。そしてその役割は、血によって受け継がれることがほとんどであるらしい。

　けれどシュガーリアは首を振る。

「どうかしら。だとしたら、そのことを伝えられているはずだけど……。砂漠の人々は言っているわ。バフハの首長は砂漠にはない力で精霊の力を捕らえたつもりでいる。けれど、人間のものを奪うようには、精霊のものは奪えない。うかつに手を出せば、必ず報いを受けるってね。そうした力を残すほど、森が、力を保っていれば、の話だけれど……」

　夢物語のような、幻想のような話だった。シュガーリアは、それでもいくのかと尋ねるようでもあった。ビーノにはわからない。精霊のことも、自分のことも。どうあるべきか。どう生きるべきか。

　しかし話を聞くヨクサルは、くわえた煙草たばこを吸いもせず、ぼんやりと口元をおさえて考えこむような仕草をしてから、低い声で尋ねた。

「──こいつがそのまま売られていたら、誰が買うはずだった？」

　こいつと言われたのはビーノだった。高く売れると言った男がいたのなら、高く買うという人間がいるはずだと、ヨクサルは尋ねた。

　シュガーリアはその問いを予想していたように、目を細めてゆっくりと口を開いた。

「この門の前に不定期で市場が開かれているそうよ。バフハには、珍しい人間や動物が集められる、そうした存在を、商品とする商いが古くからあったのですって。それを目当てに遠方から訪れる客もあって……」

　そこで一度唇を引き結び、今度は、強く、ためらわずに言った。

「けれど、ここしばらく、門の建造をはじめとして不似合いな財と力が流れこんでいるみたいね。呪いや精霊をおそれず、幻想を滅する力……。このバフハの取引相手として、帝国の人間が出入りしているという話を聞いたわ」

　帝国。その名を聞いて、ヨクサルは驚くことはなかった。シュガーリアが問いを予想していたように、ヨクサルもその答えを予想していたかのように。

「審問軍の子飼いってことか」

　そうもらす唇は、歪ゆがんだように笑っている。それは笑みというにはひどく暗あん澹たんたる表情だった。そしてヨクサルはビーノに尋ねる。

「ビーノ。本当に森に帰る気があるか。正義の力に盾突いてでも」

　その目はビーノではなく、広がる地図を射貫いている。

「そこであんたがどれだけ生きられるかはわからんが……あんたが望むなら、あんたをここへ連れていってやる」

　見返りも求めず、条件もなく。淡々と、すでに決めたことのように、ヨクサルは言う。

「精霊が『俺』を受け入れるとは思えない。足どめをされるようなら……シュガーリア、あんたが走れるか」

　ヨクサルの問いに、シュガーリアは青い目を細めて言った。

「まかせて」

　唇から離した煙草たばこを、地図の一点、紛争部族の名が記された場所に押しあてて。

「俺は、その門を潰す」

　そう宣言した。細い煙があがり、それを眺める瞳には、暗い炎のような光が浮かんでいる。ビーノが言葉を発せないでいると。

「この腕にはすでに虫が這はった」

　悪人らしい声色、悪人らしい顔つきでそう告げた。

「何人殺しても、一緒だ」

　その言葉に、うろたえたようにビーノは視線を彷徨さまよわせた。そして微笑ほほえむシュガーリアと目が合った。

「あなたは生かすわ」

　ビーノが、驚いたのは。美しく、優しく、笑みを浮かべるシュガーリアの目にも。

「なんとしても」

　ヨクサルと同じ、いや、彼よりも強い炎が浮かんでいたことだった。

　男の腕には虫が這はう。

　そして、少女の身体からだには……どんな傷があるのか、幼いビーノは、想像したこともなかった。

　悪には証あかしがあるとするなら。

　己の背中にあるのは、一体どちらなのだろう。










　市場を発たった、夜のこと。昼間の暑さと乾きはビーノに大きな疲労をもたらし、早々に毛布にくるまり寝入ってしまった。

　火の燃える小さな音と、砂が流れる音だけがしている。

　その中で、ゆっくりとビーノが夢うつつに重い瞼まぶたをあければ、まるめたヨクサルの背中が見えた。

　彼は無造作に懐ふところに手をいれると、包みをひとつ、隣に座るシュガーリアに投げてよこした。

　二人、火のそばに座るだけで、何を食すわけでも、何を飲むわけでもないようだった。

「やる」

　短い言葉。シュガーリアが、炎の明かりに照らすように、天鵞絨ビロードの包みをあければ。

「すごい」

　乳白色の欠片かけらに、吐息を漏らす。

「竜の骨よ、これ」

　宝石を喜ぶ顔とは、それは少し違っていた。女に土産を持ち帰る、それがありきたりなことだろうとヨクサルは言っていたけれど。

　受け取るシュガーリアは、どこか切ないような、それでもあたたかいような、複雑な表情をかべた。

　盲いた老婆は言っていた。

　魔術の素養のないものには、宝の持ち腐れ以上の損失だと。

　けれどシュガーリアは、確かにその価値を、理解しているようだった。その上で、ヨクサルがそれをどのように手に入れたのか、追及することはなかった。

　痛みも、傷も、吞のみこむような顔だった。

「……仕掛けるにしても、市場の門まではいかなきゃいけないわね」

　あの子はまきこめない、とシュガーリアは言った。それがビーノのことであると、彼自身は夢うつつの中でもわかった。

「どうする。あんた、踊り子にでもなるか」

　砂漠をゆくはぐれ者としては、一番ふさわしい装よそおいであったかもしれない。けれど、シュガーリアはその軽口に笑った。

「わたし、踊れないわ。ワルツのひとつも」

　誰も教えてくれなかったから。

　そして、その気品と美しさにひとつの瑕か疵しをつけることもなく。あやしげに色づいた目を細めて。

「あなたが教えてくれる？」

　そんな風に尋ねるから、呆あきれるのはヨクサルの方だった。

「──……」

　何かを言おうと、口を開き、けれど言葉を止めた。

　ビーノは自分でもわからない、夢うつつのうちに、半身をおこしてシュガーリアの腰元に抱きついていた。

「あら？　どうしたの？」

　くすくすと笑いながらシュガーリアが優しく体温の低い手でビーノの頭をなでてくれる。

　その手を、守りたいと、ビーノは思った。

　理由もなく、唐突に。けれど、痛切に。

　守りたい。何から？　彼女を苦しめるすべてのものから。もしかしたら……ヨクサルからも。

　ビーノの揺れる瞳を見たヨクサルは、呆あきれかえったように方をすくめて、「寝る」と低く呟つぶやく。

　彼には本来、睡眠さえ必要なかったけれど。小さく笑うシュガーリアは、最後までそれを指摘することもなく。

　遠い異国の子守歌を、ビーノのために歌ってくれた。

　寄り添う二人に背を向けた、ヨクサルにも、聞こえるように。










　駱らく駝だに乗って砂漠を数日進んだ。

　やがて水辺のそばにひとつの集落が見えると、彼らは足をとめて準備にとりかかった。

　治安の悪い場所に入りこむには、泥にまぎれることだとヨクサルは言った。「俺はもとよりそちらがわの人間だが」露悪的にそんなことを言って、眉根を寄せながら続けた。

「下手に目立つのは面倒だ。あんたらには荷になってもらってた方がいいだろうな」

　そして用意されたのは、駱らく駝だの鞍くらに乗せる大きな箱で、シュガーリアとビーノはそこにいれられるようだった。

　シュガーリアはむしろ喜々とした様子で身支度を調えている。

　彼女が身にまとったのは、薄い布でできた踊り子の服だった。常ならば厚い布とレースに隠されている彼女の肌は、白磁のように白く──無数の傷が走っていた。それは、普通の傷ではなく、普通の身体からだでもないのだろうとビーノにさえわかったが。

「シュガーリア、綺き麗れい」

　思わずビーノが呟つぶやいたのは、お世辞ではなく心からの賛辞だった。

「そう？」

　楽しげにシュガーリアが笑って、くるりとまわる。踊り方など知らないと言った少女のでたらめなステップに、ビーノは夢見るような気持ちになる。

　彼女を見ながら、ぼんやり立ち尽くしていると、ヨクサルから投げられたのはやわらかな麻袋だった。

「芝居を打てといっても無理だろう。頭でもくくっておけ」

　麻袋ですっかり頭を覆い、首元でくくれば、チクチクとしたがそれほど息苦しいわけでもなく、ただまったく辺りの様子は見えなくなった。

「合図をするまで、とにかく動かずおとなしくしていろ」

　そんな指示とともに、ビーノとシュガーリアは箱に詰められ駱駝の背に載せられた。不安はあったけれど、狭い箱の中には、シュガーリアの温度の低い身体からだがあった。その背に身を寄せれば、人工物ではない清潔な香りに、眠りにさえ誘われてしまいそうだった。

（シュガーリアは、湖みたいだ）

　帰りたい場所。

　君が僕のものになったらいいのにと、夢うつつの中で、ビーノは思った。










　砂漠の大地は平へい坦たんではない。緩やかながら、旅人の体力を確実に奪っていく砂山をいくつかこえれば、駱らく駝だにまたがるヨクサルの視界に飛びこんできたのは、規模の大きな市場と、そしてその向こうにそびえる白亜の門だった。

（バフハの悪門）

　白は嫌な色だった。その中でも、見覚えのある色、決して忘れられないだろうと思われるその白は、あの島で、彼自身が対たい峙じした騎士がまとっていたものと同じだった。

　眼球の裏がじくじくと痛む。既視感が熱風の中に吹く。門の背は高く、壁となりまったく内部を見ることが出来ない。その中で、森がどのような形を保っているのか──。

　──目め障ざわりな壁だ。

　耳元で、ざわりと気色の悪い声が聞こえた。ヨクサルは顔色を変えないようにしながらも、意外に思った。

（お前にも、苦手なものがあるのか）

　そういう、人間めいた感情があるとするならば、驚きだ。その思考には、答える声はなく──。

「止まれ」

　ターバンで顔の大部分を覆った男達がヨクサルの駱らく駝だの行く手をとめた。男はヨクサルを頭の天てつ辺ぺんからつま先まで見た。

　ヨクサルは自分の力を誇示するように、常ならば隠しているその腕を片方だけ曝さらけ出だしていた。それだけで、相手には十分な威圧になったらしかった。

「市場に入るには入場料が必要だ」

　法外な値段ではあったけれど、ヨクサルは顔色も変えず言い値を支払った。その無抵抗さが、余計に男の不審をかった部分もあるのだろう。

「荷はなんだ」

　と男達は聞いた。

「俺の荷だよ」

　とヨクサルは答えた。男達は顔を見あわせ、言う。

「改めさせてもらう」

　ものによっては、加えて通行料をとらねばならない。そう言う男達に、にやりと笑ってヨクサルは言う。

「気をつけろよ」

　そして低い声で、囁ささやくように男達に言った。

「目を合わせたら、呪いにかかるぜ」

　男達が箱を覗のぞいた瞬間。

「っ、い……、」

　と小さく、その屈強な身体からだに似あわない悲鳴を吞のみこんだ。

　そこに入っていたのは、美しい少女の死体だった。青白く化粧をされた瞼まぶたには生きていた頃ならどんな美しい赤みがさしていたことだろう。その顔だけ見れば人形のよう、彫刻のようでもあったが、薄布に包まれた身体からだには、無数の傷跡があった。どのように刻まれ、どのようにつながれたのかわからないが、確かにこれは、怪しいほどの美しさもあいまって、呪具に等しい何かのように感じられた。

　そこには、美しさなどよりももっと強い、禍まが々まがしさがあった。

　そして、少女の死体に折り重なるように、小さな子供の身体からだも見える。それは傷などなく綺き麗れいなものだったが、頭が隠されていたことからも、よほど忌いむべきものが横たわっているのだろうと思わせた。

「商売相手の目星はついてるのか」

　早々に箱を閉め、興味本位で男は聞いてきた。「一番高い奴やつに」とヨクサルは答える。

「安く買かい叩たたかれるくらいなら、よその土地に持っていくつもりだ」

　ああ、とターバンの男が声をあげる。

「それならあんた、運がいいな」

　茶色い歯を見せて笑うと、声を低くし囁ささやいた。

「この市場でなら一番高く売れるだろう。せいぜい値段をつりあげる用意をしておくといいぜ」

　その言葉に、ヨクサルの目が、炎のように暗く揺れた。










　バフハはそれまで通ってきた市場とはまったく違い、ひどい獣のにおいがした。そして鉄の錆さびと、火薬のにおいも。そのにおいは、息苦しい麻袋の中でもビーノを苛さいなんだ。

「大丈夫？」

　呻きを聞きとがめたのか、シュガーリアの冷たい手が、ビーノの手に重なる。それだけで、冷水でも吞のみこんだような清涼感があった。

　どこかに到着したようで、外の音が少し遠ざかった。そして。

「──動かすぞ」

　低い声がして、ふわりとした浮遊感。どすん、と重い衝撃が来て。再度箱があけられた。

「小さいとはいえ、軽すぎだな。ガキども」

　降ってきた声に、シュガーリアの答える気配がする。

「レディに齢よわいと重さの話はしないで欲しいわ」

「悪かったなレディ。とっとと着替えろ」

　衣きぬ擦ずれの音の中で、麻袋の紐ひもを見えないながら苦労して外すと、シュガーリアはすでに布をまとってにっこりと笑っていた。

　ヨクサルとシュガーリアがどんな計画を組んだのか。詳細はビーノには伝えられなかったが、シュガーリアが目を光らせて言った。

「盛大にやりましょう。バフハには精霊の罰が下った。それを思い知らせなければ意味がないわ」

「簡単に言うが、一朝一夕にはならないぞ。そうだな……少なくとも数週間はいる」

　とヨクサルは眉間の皺しわを深くしながら答えた。

「その間しばらく、この獣くさい市場に逗とう留りゆうだ」

「たまにはいいじゃない」

　せっかくしばらくの間だけでも家があるんだもの、ゆっくりとさせてもらいましょう。毎日のお土産は忘れないでね？　と、シュガーリアがねだれば、ため息だけでヨクサルは返した。

　そうしてその砂漠の一角で、ヨクサルとシュガーリア、そしてビーノの奇妙な生活がはじまった。







第三話　砂漠のみどり児〈下〉







　ビルク帝国には、黒い煙があがっている。

　昼も夜も問わず、百とも二百ともいわれる長い煙突からたちのぼる煙は、二つの山の向こうからでも見ることが出来る。それゆえ煙は、この大陸を制さんとする帝国の旗印とも言われる。

　黒い煙から落ちる雨は灰色であり、降り積もる灰もまた鈍色である。けれどそれゆえに、国においては白とは神聖の色を指し、国の中央に位置する王城は、常にまばゆいほど白く輝いている。

　国の民は人と鳥の姿をとる神を信仰しているが、その教義による禁則は決して多くはない。それよりも、帝義として記された法律を規律とし、反するものは厳しく罰せられる。人々は勤勉で、よく働き、その働きに見合う富を得ている。

　そして帝義にはこう記されている。

　──異端を摘み取り、外げ法ほうを排せよ。

　帝国の民は正義を重んじる。その象徴が、異端審問軍と呼ばれる、「幻想狩り」のための兵だった。審問軍は幻想を狩る。魔を狩り、術を狩り、伝説を狩り、占を狩り、そして……その力を狩る。土地を狩る。人々を制圧する。

　彼らには正義がある。

　人のために。

　人の生きる人の世のために。

　その正義のもとに、帝国は強大な力を持ち、多くの国を属国として、大陸の長とならんとしていた。

　白き王城の一角に、審問軍は置かれていた。

　金属と蒸気の音が鳴りやむことのないその一角には、『白はく聖せいの司つかさ』と呼ばれる白き一群がある。その騎士、鳥とともに発たつ時、異端も幻想も討つと言われた、破魔の鎧よろいである。しかし、その一群の戦いを直じかに見ることは、国の民にはほとんどない。それこそが、彼らが幻想から切り離されたのだという証明でもある。

　審問軍に相対した時、幻想を信じていた者は、悉ことごとくその命を落としていたのだから。

　しかしその『白はく聖せいの司つかさ』が、大陸より離れたとある孤島において、送りこんだ一群全てを打ち倒されるという災厄に出会った。

　白く美しい正義と勝利の中で、醜く許しがたい汚点だった。

「対象は──『悪魔』。万全だったはずです、鎧よろいの力は」

　すでに彼らは、悪魔を狩るための手段と手法を手に入れていたはずであった。辛くも逃げ延びたということでさえなく、一群が全滅することなど、彼らの征服の歴史においてはありえないことだった。

「そもそも、悪魔の暴走により、国としての機能はすでに失っていたはずではなかったのか」

「当たり前だ、生いけ贄にえを捧ささげることで恩恵を得る、そのような原始的な手段が、百年ともつはずがない──」

「だからこそ、悪魔は暴走を果たし、そして長らくあの海域をこえることを許さなかった。それが揺らいだ。これこそ好機であったはずではなかったのか……」

「手引きをした者があるのかもしれません」

「異端同士が手を組むとは」

　白はく聖せいの司つかさを統すべるのは、白い法ほう衣えを着た僧達だった。彼らは額を付きあわせ、この敗北を「二度とあってはならない」とした。

「その、悪魔は、どこに」

「何者とともにある──？」

　人々に混乱と恐怖をもたらす前に、一刻も早く処罰しなければならない。彼らはやっきになってその糸をたぐった。

　やがて、大陸を巡り、人の生に背き異端の力に手を貸す旅人の噂うわさにいきつく。姿はどこにも残ってはいなかったが、陰気な男。そして……美しい娘。

　とある港街が崩れる際に、海賊の男が耳にしたのは、その悪魔背負いの名前。

『ヨクサル』

　その名よりも、続く土地の名の方が、強い印象を残した。

『ヨクサル＝ツェークェンツク』

　それは今はなき、悪辣の墓場の名である。彼らは男を追った。美しい少女を連れた異端の男を。そして彼らは、その男の糸をつかんだ。

「小こ賢ざかしい蠍サソリの情報屋が売りに来たとのことです。高くつきますが……金を払う限りは、正確な情報でありましょう」

　それは、彼らが包囲し攻略せんとしていた、砂漠の一点だった。

　異端の狩りに失敗はありえない。万全を期さねばならない。二度の敗北は帝国の威信に傷をつけるだろう。彼らは『鳥』だけではなく、白はく聖せいの司つかさを束ね、そして殲せん滅めつのみではなく帝国へ連れ帰るという導者が必要となる。

「ふさわしい徒ともがらがありましょう」

　細い眼鏡をなおし、ひとりの僧が言った。

　丁寧に、やわらかに、けれど強い声で。

「その身に──ツェークェンツクの名を刻む徒ともがらが」

　そしてその者は連れてこられた。

「師らよ」

　それは幼く、はつらつとして、それでいて……凛りんと澄んだ少女のような声だった。

　僧達は彼を振り返り、その姿を見た。

「必ずや、その悪魔を、狩りとって見せましょう」

　そして、この帝国に力を。

「人のために。人の生きる人の世のために」

　両手を挙げ、宣誓をする。その姿に、ひとりの僧が進み出る。

　彼の土地へ向かわせるように、進言した僧だった。

「よろしいでしょう」

　その肩に手を置き、告げる。

「あなたにこの任を与えましょう」

　人のために。人の生きる、人の世のために。

　彼らは大地に、証あかしのような爪痕を残すことを決めた。
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　魔術の用意をするとヨクサルは言ったが、これといった行動を起こすこともなく、ただバフハでの暮らしを続けていた。

　木と天幕で出来た簡素な家は、窓もなく、風と滅多に降ることのない雨、そして絶え間なく巻きあがる砂から身を守るだけの小屋とも建物ともつかないものだった。けれどシュガーリアがひとりいるだけで、キラキラと金の粉が舞うようだった。

　住むことが大切なのだとシュガーリアはビーノに言う。

「どうして？」

　ビーノが尋ねれば、「根を張ることによって、土地の魔力と接続するのね。大がかりな魔術を使う時の助けになるわ」と指を立てて教えてくれた。

「大がかりな魔術？」

　と重ねて尋ねれば。

「──すごいものが見られる」

　ふふ、と含み笑いで、シュガーリアが言った。

　シュガーリアは容姿が目立つ「商品」であるからという理由で、外に出ることはなかった。だがそのことで彼女は退屈をしている様子も、窮屈を感じている様子もなかった。昼間でもゆったりと眠る姿は、本当に人形のようだ。

　ヨクサルは気まぐれに、ビーノを連れて市場に出た。

　荒事をなりわいとする男達の粗野な声はビーノを怯おびえさせたが、ヨクサルの陰に隠れる限り、屈強な男達は遠巻きに彼を眺めるばかりだった。彼らにもわかるのだ。悪人の──同族のにおいというやつが。

　とはいえヨクサルはバフハにおいて決して目立つことはなかった。小さな身体からだのビーノを連れてなお。人混みにまぎれれば、見失ってしまいそうなほどだ。それだけ彼が、この市場になじんだということなのだろうかとビーノは思った。

　あてどもなく歩いていれば、ヨクサルがとある男達の集団が広げていた荷物に目をとめた。そこに用があったのか、

「あんたはいってろ」

　そう、厄介払いをするようにビーノに銅貨を渡した。

　言われるまま、ビーノが向かったのは、パンや砂糖菓子を売っている露店だった。

　キャラバンで売られる食べ物の中でも、鳥の巣のような形をした甘い菓子をシュガーリアは特に好んだ。はじめてその食べ物を見た時には、シュガーリアはいたく喜んで「あなたの頭みたいね、ビーノ」と言ってビーノのつむじに軽いキスをしてくれた。この菓子を見るたびに、ビーノにはその思い出が蘇よみがえり、前髪に隠れた額を彼女の胸元にぐりぐりと押しつけたくなる。

　ヨクサルから渡された銅貨でビーノはその菓子を買った。どんな男の連れであるのかすでに知られているからだろう。釣りは誤魔化されることもなく渡されたが、紙袋を抱えていたビーノはその硬貨を落とした。

　慌てて拾いあげようとして、かがんで──それからふと、自分の足下に目をとめた。

　それからしばらくのちのこと。

「なんだ、そりゃ」

　合流したヨクサルが呆あきれたように尋ねた。硬貨と一緒にビーノが握ってきたのは、白い花びらが小指の爪ほどしかない、小さな花だった。

　特別珍しいものでもなかったが、小さく愛らしかった。ビーノがそれをぎゅっと握れば、小さな拳の中で微笑ほほえむように揺れた。

「シュガーリアに……」

　あげたくて。

　そう言うビーノに、

「花なんぞ」

　とヨクサルは何かを言いかけて、口をつぐんだ。

　それから自分の手に持っていた、小さいながらも重みのありそうな包みを懐ふところにしまいこむようにして。

　万感をこめて、諦観を滲にじませるようにして呟つぶやいた。

「……花なんぞ……まあ、喜ぶんだろうな。あいつは」

　ヨクサルはそうは言ったものの、ビーノは自分では信じられなかった。なぜなら、ヨクサルがいつもどれだけ高価で素晴らしいものをあの少女に贈っていたか知っていたからだ。今日もきっと、懐ふところにしまったのはシュガーリアへの土産だろう。どれほど輝かしいものだろうか。どれほど綺き麗れいなものだろうか。あるいは、どれほど強い魔力を秘めたものだろうか。

　自分には、そうして彼女に贈れるだけのものがない。

　それでも何か、綺き麗れいなものを、シュガーリアにあげたいと思ってしまったので。

　家に戻ったビーノは、菓子の紙袋をシュガーリアに渡した。

「シュガーリア、これ」

「あら、ビーノが買ってきてくれたの？　ありがとう。お茶をいれて一緒に食べましょうね」

　菓子の袋を開いたシュガーリアは、そこに添えられた小さな花を見て、青い瞳を丸くした。

「これ、ビーノ、あなたが？」

　こくんとビーノが頷うなずけば。

「嬉うれしい」

　と本当に花のように笑んだ。その微ほほ笑えみが本物であると確かめるように、ビーノは幾度も尋ねる。

「高くもないし、珍しくもないよ。この砂漠じゃ、すぐに枯れてしまうかも」

「でも、あなたがわたしのために摘んできてくれたんでしょう？」

　その気持ちが何より嬉うれしいのよ。

　シュガーリアの言葉には少しの陰りもなく、ビーノはまぶしげに目を細めた。

　そんな二人を、ヨクサルは少し距離を置いて、浅いため息をつきながら見て。

「俺は、まだ外に用がある」

　そう言い残して、また外へと戻っていった。

　自分が買ったのであろう、シュガーリアへの土産は、渡そうともせずに。

　シュガーリアのいれたお茶を飲みながら、二人で甘いお菓子を食べる。そのテーブルには、小さな花が揺れている。

　そしてビーノとシュガーリア、二人は長く暗い夜になると、百物語のようにこの世に残った不思議を語り、あるいは聞いて過ごした。

　有象無象の、幻想について。魔法について。聖なるものについて。悪なるものについて。生について。死について。

「どうしてそんなことをたくさん知っているの？」

　ビーノが尋ねれば、「知ることは感じること、感じることは信じることだから」とシュガーリアが答えた。

　つまんだ白い花びらに小さくキスをして。

「そして語ることは形にすることなのでしょうね」

　シュガーリアは微笑ほほえむ。遠い空の聖なる剣の話と、すぐそばの悪魔の話をどちらも美しい声で紡つむぐ、その唇で。

「ねぇ、たとえばあなたが、森に戻っても、街に帰っても。この話を忘れても。わたしの言葉を忘れても。覚えていてくれたら嬉うれしいわ。世界にはまだ幻想があり……わたしはここに、生きていたって」

　その言葉に、ビーノはどこか、胸が締めつけられるのを感じるのだった。けれどかけられる言葉もなく、しなだれ座るシュガーリアの膝に、額を押しつけることしかできなかった。

　ビーノは思う。

（花を、あげたい。花じゃなくてもいい）

　優しい少女に何かをしてあげたかった。

　どこかいつも、かなしそうな君に。

　夜深く、ヨクサルが戻る頃にはいつも横になり、目をつむり、二人がなんの話をしているのかは、ついぞ聞くことはなかった。

　そして、ビーノは夢を見る。

　いつでも変わることがない、青い青い、森の夢だった。










　砂漠の砂が湿り気を帯びている。

　そんな噂うわさがまことしやかに流れはじめたのは、ヨクサルとシュガーリア、そしてビーノがバフハに暮らしはじめて一週間も経たたないうちだった。

　バフハの市場を束ねる男の許にも、その噂うわさは届いた。

　好戦的な砂漠の民を束ねる首長の名前はクーヤージャ。片目に大きな傷のある男で、その身体からだは熊のように大きく、その動きは豹ひようのように俊敏だった。

「不吉のしらせでは……」と肩を縮める男達を、一喝で黙らせた。

「天が罰を与えられるというならやってみろ。俺という存在が、天の不在の証明だ」

　首長、クーヤージャは支配者の血統ではない。それどころかその血には砂漠の民の血が流れていなかった。幼い頃に流る浪ろうの民となり、最終的にこの砂漠を居場所とした。その口で語ることはほとんどなかったが、幼い頃に生まれた土地から捨てられた過去を持つ。

　滅びかけた古い土地において、精霊への供く物もつとするために、崖から落とされた。その時に片目を失った。生まれた古き土地がどのような末路をたどったのか、クーヤージャは知ろうともしたことがない。それよりもただ、生きていくことに心血を注いだ。名前さえ自分でつけて。

　砂漠で腕ひとつで生業を立てることを覚え、先の首長を打ち倒し、力によって現在のバフハを統率していた。しかもそれは単純な強さではなかった。

　ありとあらゆる砂漠の遺跡を掘り返し、禁断と名のつくものがどれだけ高く売れるかを仲間達に教えたのだ。彼が行ったのは信仰という精神の虐殺だった。

　そしてそれは同時に、長らく精霊の信仰によって縛られていた砂漠の民の解放といってもよかった。

　あるいは、幻想のために殺されかけた彼自身の魂の解放だったのかもしれない。

「古き時代は終わりを迎える」

　選べ、とクーヤージャは宣言した。

　神のつかいともいわれた大蛇の首をはねながら。

「黄金や宝石と一緒だ。欲しがる者があるうちは、そこに価値がうまれるだろう」

　彼は神秘を狩りとり、従う者達に晒さらして見せた。

「貴様らは、これを崇あがめる側になるか？　それとも、崇あがめる奴やつらに売り払う側になるか？」

　砂漠に生きる男達は、情深く、信心に厚い者達であったが、屈辱には一ひと際きわ敏感だった。

　腰抜けとののしられることをおそれ、クーヤージャに続いた。神秘を狩り、売り払うことで彼らは自信と力を得て、暴虐の勢いを強めていった。そのやり方はかつての帝国と同じだった。

　先人に習うだけの学がクーヤージャにはあったということだ。

　帝国の使者は彼らに神秘を狩る方法を教えた。それだけでなく、狩りとった神秘を高く買うとさえ言った。そしてそれにこたえる形で、彼らはついに、古代より伝わる幻想にも手をかけることになった。

　精霊の森と呼ばれる、不可思議な存在に。

　その場所へはまず、たどりつくことが出来ない。

　獣がいれば倒しただろう、厳しい道でも臨んだだろう。しかし、ひとつきと同じ場所にとどまらないという、「動く森」であれば話は別だった。

　人をはなちその影を見つけても、騎乗した人間ごと足代わりの馬を飛ばすような、そんな嵐にあってはどうしようもない。

　しかし帝国の使者は食い下がらず、一時的な、おおまかな場所だけでも教えてもらえれば、その森を囲うように塀と門を築いてみせるといった。まるでおかしな問答のような取引となったが──多くの金を積まれ、そして言っただけの成果を帝国の人間はあげた。

　どのようなからくりを使ったのか、一昼夜のうちに組み立てられた白い門。その中に、確かに精霊の森はおさめられた。

　そして砂漠の民は罠わなをはり、森の生き物を狩りはじめた。木々を売り、獣を売り、そこに湧く水を売った。

「仕入れて売るだけなのに、市場なんて必要？」

　クーヤージャの寝所では、女が寝転び尋ねている。一目見て買い取った、踊り子の女だった。絹で編まれた薄い布、首という首には宝石が飾られている。しばらく前から逗とう留りゆうしている踊り子だったが、その妖よう艶えんな美しさとは裏腹に、聡そう明めいな言葉を歌うところをクーヤージャは気に入っていた。

「売る相手も決まっているのに」

「競争相手がない商いには、発展がない」

　酒をあおりながらクーヤージャは女に答えた。

「競せりに出すことで、限界まであいつらから金をむしることが出来る」

　そう笑うクーヤージャに、女が目を細めて尋ねる。

「精霊の呪いをおそれないのね」

「呪い、呪いか」

　喉を鳴らして笑う姿を、女は注視していた。それが品定めの視線であることにクーヤージャは気づいていた。値踏みをすることにも、値踏みをされることにも慣れている。

「おそれているさ。人間の汚さと同等に」

　クーヤージャの太い指が女のうなじをたどった。

「愚かだと怯おびえるか？　お前も」

　優しささえ感じさせる仕草であったが、ひとつ言葉を間違えれば、枯れ枝のように折られてしまうことだろう。

「いいえ」

　赤い髪の女は笑う。

「勝利した者が正義と呼ばれるように、最後に勝った者が賢者と呼ばれてよ。違って？」

　いい答えだ、とクーヤージャは顔を歪ゆがめて笑った。女の答えは、彼女の踊りよりも身体からだよりも彼を満足させた。

「お前は運のいい女だ」

　興が乗るまま、クーヤージャは言う。

「次の市には大きな取引が行われる。伴う祭りも盛大なものになるだろう。外からも変わった『商品』が持ちこまれたと聞いているし──何より、今回の狩りの成果に、あいつらがどれだけの値をつけるかは見物だろう」

「あら……」

　耳ざとい女が笑いながら尋ねる。

「その割には、宝の管理が甘いのではない？　逃げられたとか聞いたけれど。森から狩ってきた、精霊の血を引くという、子供に」

「ああ、あのガキか」

　クーヤージャは鼻を鳴らして酒をあおった。

「あんなものはほんの余興だ。似たものならばいくらでも、用意が出来るだろう」

「だから、逃がした？」

　──それとも、かつての自分に重ねたのかしら。

　女がほんの少しだけ、ニュアンスを変えて挑発のような言葉を呟つぶやいたけれど、クーヤージャは不敬へのあしらいには慣れていた。

　殺意さえにじませて女を睨にらみつければ、女は厚い唇を笑みの形に戻して、自分の言葉を「なかったこと」にした。

　そしてクーヤージャは寛大さを見せつけるように、鼻を鳴らしてその言葉を「聞かなかったこと」にした。

「宝は十分にある……」

　そう嘯うそぶき、腰に提げた装飾された棒きれをなでた。

　彼は彼の、勝利を疑うこともなかった。

　己の正義もまた。

　彼はこの砂漠をこのまま、支配するつもりだった。

　そして、ひとつきに一度の──大きな市が開かれる。










　帝国の使者は常に、バフハの民に護衛と砂漠での引導を依頼している。腕の立つバフハの民は、長い年月、己の武力を売ることでも多くの富を得ていた。金に糸目をつけなければ、砂漠において彼らより頼れるものはいないだろう。

　その日は特に、市場に活気があった。帝国の一団は見たこともないような多くの騎士を護衛として率いてきた。バフハの戦士達も、これほど大きな一団ははじめてだった。

　市は、砂漠の熱が引きはじめる夕刻より開かれる。商品は、バフハの門の前にずらりと並べられることになった。

　決して濁ることのない水。

　千年を生きる猛獣の骨。

　そして……生きた異形もまた。高値のつく商品として並べられることとなった。値付けをはじめる前に、品物がひとつひとつ披露されていく。

　──シュガーリアもまた、その商品のひとつとして並べられた。その売り文句は「美しき死人形」。ドレスは普段と同じ黒いものだが、胸元が開かれ傷跡が晒さらされている。何より、青白い化粧をほどこされたその姿は妖よう艶えんでありながらも十分な禍まが々まがしさを感じさせた。

　その姿を見て、帝国の一団がざわめいたのがわかった。売人であるヨクサルは、傍かたわらで静かにその一団を見つめている。

　帝国の使者が進み出て、膨大な金を積んだ。有無を言わさぬ高値をつけ、彼女に手を触れようとした。

　けれど、その、接触を。

　身のうちに憎ぞう悪おの炎を燃やした少女が許すはずがなかった。伸びた手が「死人形」に触れる時、死したはずの人形が目を覚ます。

　その目に星のような憎しみをきらめかせて。

「シュガーリア！」

　駆け出したのはヨクサルの外がい套とうに隠れていたビーノだった。駆け寄る小さな身体からだを抱き留め、シュガーリアは声をあげる。

「──聞きなさい」

　その声は、決して大きくもなく、苛烈でもなかったが、天からの啓示のように門の前に響き渡った。

「神域に仇あだなす不敬の輩やからよ。この門を開き、精霊の力を森に返しなさい」

　バフハの戦士達はすぐさま剣をとった。それよりもはやく──帝国の一団が動いていた。

　響く鐘の音は、しかし、シュガーリアとヨクサルの激情を煽あおるものでしかない。

（戦え）

　正義の力には、決して屈しない。シュガーリアの目に炎が灯ともる。あの島から、ただ逃げることを選んでも……彼女は、激情を殺したわけではないのだ。

　その時だった。

「裁きなどはありえない！」

　空間を裂いて声をあげたのは、青い半月刀を掲げしバフハの首長、クーヤージャ。

「我らは砂漠の戦士である。臆病者は膝をつけ、戦うものは──あの門の向こうを思い返せ！」

　その絶叫に、バフハの一団は雄お叫たけびのごとき声をあげた。

「帝国よ！」

　そして振り返り、老人のように小柄な、顔全体を仮面によって覆った帝国の代表に問いただす。

「もちろんあの生きる死人形も、高値で買い取ってくれるんだろうな！」

　……帝国の使者が、笑う。

　それが十全とした回答となり、戦士達の心に火をつけた。その中で、シュガーリアが吐息のように囁ささやいた。




「──あなたの力を見せて、マーラー」




　その言葉とともに。吹きあがるような熱と闇。轟ごう音おん。地響きとともに足下が揺れ、震えのままに形を変える。

「なんだ!?　まさか……」

　混乱とざわめきの中、ヨクサルは膝をつき、その手のひらを砂に埋めている。

　彼が砂の奥底に流しこむは、醸造された孤独である。肥大された狂気である。

　吞のみこめ孤独よ、狂え大地よ。

　そしてそれは形をとる。すべてを滅ぼすために。

　市場を喰くらう、砂の竜が出現した。










　ヨクサルとシュガーリアが市場に幌ほろを立て、土地のものを食べ地に近い場所で眠り続けたのは、彼の背負う悪魔の特質を逆手にとるためだった。地脈が通れば土地を腐らせ、水を濁らせ──砂をもしめらせ、その性質が変わる。

　ヨクサルはかつて、悪魔と出会った孤島で戯たわむれに塩から竜をつくりあげたこともあった。同じくこの砂漠において、砂を竜にかえたにすぎない。

　孤独と狂気によってつくりあげられた異形は、誰に従うこともない。ただ、その目にうつるものを喰くらい尽くす。そして今、砂竜はそこにあった市場のすべてをなぎ倒し、帝国の一団をも襲った。

　だが、その巨体が一番に力を向けたのは、どんな人々でも異形でもなく……高くそびえる白亜の門だった。

「──！　──！」

　黒い瞳の輝く頭部が、幾度も門に打ち下ろされ、その衝撃で自身が崩れ落ちる。首を失ってもなお、時でも巻き戻すように頭部は再生し、また門を破らんとその巨頭を下ろすのだ。

　市場は混乱を極めた。クーヤージャが剣を振るいながら叫ぶ。

「たとえ、その門を破ろうと」

　己の土地、そして財を蹂じゆう躙りんされた怒りをぶつけるように。

「森はすでに死したのだ──!!」

　その言葉にシュガーリアは振り返る。

（森は、死んだ……？）

　だとしても。

　このいびつな門は、この砂漠には不似合いだろう……！

　そしてバフハの民の抵抗むなしく、門が音を立てて崩れ落ちる。役目を終えた砂竜のひと首もまた、狂った叫びをあげながら砂へと帰した。

　ヨクサルの──否、悪魔マーラーの魔術は達成されたのだ。しかしビーノを連れて走り抜けようとしたシュガーリアは、そこに絶望的な光景を見る。

「これは……」

　そこには、なかった。目指すべきものが。

　森はなかったのだ。灰と芥あくたのごとく変色した、森の遺体が一面に横たわるだけで。

　バフハの門は森を閉じこめていたのではなかった。……森の死体を、人々の目から隠していたに過ぎなかった。

「そんな……」

　シュガーリアがビーノの肩を強く抱く。

　この子だけは連れて逃げなければ。ここに生きる場所がないとしても。

　この子が生きているだけで、幻想は生きる──。

「シュガーリア」

　囁ささやくような、そんな声がした。シュガーリアを呼ぶ声。シュガーリアが振り返ると、しがみつくビーノは、門の向こうを見てはいなかった。

　あれほど帰りたいと言っていた、森を目に入れることもなく。

　振り返り、バフハの民、それを率いるクーヤージャ、その手元。腰に提げられていた……装飾された「何か」を指さした。

「僕は、あれが、欲しい」

　その琥こ珀はくの目が、呼吸をするように光を強め、弱まり、また強まる。そしてビーノは強い砂風が吹きすさぶ中、シュガーリアに叫んだ。

「あれは、僕の──だ！」

　なんと、言ったのかは、シュガーリアにはわからなかった。クーヤージャが手にしていたのは、白い杖つえのような「何か」だった。

　けれど、シュガーリアは迷わず、声をあげる。

「ヨクサル!!」

　今だ砂竜の暴れる混乱の中、ひとすじの矢のようにその声がつき抜けた。

「あれを、ちょうだい……！」

　名を呼ばれるのと、同時だった。魔術に身を溶かし、振り下ろされる戦士の剣を小さなナイフではじき返していたヨクサルは、すでに大きく跳躍していた。

「いつでも、あんたは」

　顔を歪ゆがめて、目を血走らせ。歯を食いしばり。

「俺に、勝手ばかりを、言う──!!」

　首長クーヤージャ、その腕をヨクサルはためらいなく叩たたき斬った。

　容赦のない一撃だった。相手が善人であれ、悪人であれ、そんなことは関係がなかった。帝国の人間であったなら、落とされたのは首であったかもしれない。

「貴様……！」

　クーヤージャは激痛に意識を手放すこともせず、呪じゆ詛その言葉を吐いた。その言葉にヨクサルは薄く笑った。彼がバフハの首長クーヤージャ、精霊も呪いも、一切の神秘をしりぞける男であったと知っていたから。

　そんな男とて、人を恨めば呪じゆ詛そを吐くのかと。

　そうした生き汚さは……小気味よくさえあった。しかし悠長に言葉を交わす暇などあるわけもなく、ヨクサルが落とした腕ごとその「秘宝」をビーノに投げ渡した。

　黄金で飾られた、杖つえのようなそれは、宙を舞い、皎こう々こうと光り。

　駆け出したビーノ、その手に戻る……まさにその時に、霧のように消えた。

「──!?」

　かわりにはじけた光の霧は、ビーノの小さな身体からだを巻きこみ、かたわらのシュガーリアを包み、バフハの市場に清涼な風を一陣巻き起こした。その清涼さは、狂気に踊る砂竜をすべて砂に帰すほどだった。

　シュガーリアは呆ぼう然ぜんとしたまま背後に気配を感じた。獣でもない。人でもない。ましてや魔物や精霊の類いとも違う。もっと巨大な、それは。

（森……？）

　朽ちかけていた木々が、急速に息を吹き返す。

　土地が孤独に狂うというなら、もっと純粋な力によってそれらは成長をしていた。

　シュガーリアは思い返す。

　精霊の森は、移動する森だと──……。

　──姿を取り戻したぞ。

　ヨクサルの耳に、言葉が届く。きしみのような声が。

　──あれが、砂漠の嬰みどり児ごだ──。

　そこにいたのは……人ではなかった。

　真白い翼。同じく白いたてがみ。四つ足を持ち、崩れた門のがれきの山の上、シュガーリアに寄り添う、その姿は。

「ビーノ……？」

　旧ふるき書物においてはこう記されるであろう──一角獣、その姿だった。










　バフハの市場は狂乱と化していた。人々をなぎ倒し、砂に沈める砂竜の出現。門の崩壊。そして何より戦士達を錯乱させたのは、精霊の森、その復活だった。

「小こ癪しやくな……低脳な獣の分際で……っ」

　血の流れる腕を縛りあげ、顔を歪ゆがめて膝をついたクーヤージャが言う。

　彼らは完全に、森を蹂じゆう躙りんしたつもりでいた。その力の核たる白い石を手に入れた時点で、森は力を失ったように見えた。クーヤージャは豪胆なだけでなく、計算高い男だった。このまま精霊の森、その死を隠し通せば、もっと多くの財を得られると読んでいた。

「やめておけ」

　クーヤージャの腕を落としたヨクサルが数歩先で小さく吐き捨てた。

「あんたの敵かなうような相手じゃない。それは別に、臆病じゃない」

　その背に、ゆらめく影。赤い目を持つ、異形の──。

　強く感じた恐怖を、クーヤージャの神経は痛みとして受け取った。そうして彼は矜きよう恃じを限界で守ったが、襲いかかる圧迫感は酩めい酊ていのようなめまいを起こさせ、それ以降立ちあがれなくなった。

　がれきの頂上では、ヨクサルの背負う闇とは対極の存在であるビーノが、鈴のような声でシュガーリアに言葉を響かせる。

【思い出したよ。僕は全部取り戻した。自由も、記憶も、力も】

　すでに砂漠の民は戦意を喪失していた。呪いよりももっと大きな力がここにある。この力はあまりに自然だった。自分達が、どれほど敵かなわぬものに手をかけていたのかを理解した。

　たとえば森は焼くことが出来ても。

　風を避けることは出来ないだろう。

【シュガーリア】

　ビーノが頭を垂れて、そのたてがみをシュガーリアの胸にすりつける。その仕草だけは、あの小さな子供と何も変わりはしなかった。

　一度は存在を分けていた白い角が、今はビーノの一部として呼吸をするように淡く光を放っていた。

　そして彼は、声帯を震わせることなく、鈴のような声を響かせて、言った。

【僕と来て】

「え……？」

　その身体からだをなでていたシュガーリアが、目を丸くする。

　ここからはやく逃げなければならない。少なくとも、足止めのためにヨクサルやシュガーリアが残っても、ビーノを逃がさねばならないと思うのに。

【君が好きだ】

　囁ささやきが、きらめく。純粋な、光。

　花が散るような気がした。それはただの、力のイメージだった。ビーノが首を振る度に、光があの、白い小さな花の花びらのように舞って。

【君を愛してる】

　その熱烈な言葉に、シュガーリアは戸惑い、視線を彷徨さまよわせた。いつも毅き然ぜんと迷いのない彼女にしては、珍しい表情で。

　惑う視線がいきついたのは……ヨクサルの方だった。ヨクサルはビーノを見ていた。ビーノの言葉を聞いた上で。

「──あんた」

　どこか呆ぼう然ぜんと、呟つぶやくように、乾いた唇が動く。

「あんたの、肉を食えば、シュガーリアは──……」

　その先に、なんと言葉を続けるつもりだったのか。




　──言葉は、稲妻のごとき一撃で破られた。




　砂すな埃ぼこりが舞う。電流を帯びた風が吹き抜ける。白い槍やりが、ヨクサルの身体からだ、背中から右胸に掛けてを貫いていた。

　パチパチと音が鳴る、真白い槍やりだった。精霊の降臨にとまっていた時間が、静まり返っていた空間が急速に駆け足で動きはじめる。

「ヨクサル!!」

　シュガーリアの絶叫。その絶叫にかぶさるように、布を裂くような、谷に吹く風のような悲鳴があがった。ヨクサルのものではない。同じ槍やりに貫かれた、悪魔マーラーのものだった。

　絶叫はそのまま力となり、憎ぞう悪おとなり、黒い嵐が巻き起こる。

　風に逆らい地を蹴り駆け出そうとしたシュガーリアの身体からだを、一頭の駱らく駝だに乗った影が、乱暴に攫さらった。

「！」

　砂に目をつぶされ、前も見えない。

　ゆく先は息を吹き返した精霊の森。そこに逃げこむように。

　そして攫さらわれたシュガーリアを追うため、一角の獣も宙を蹴る。

　まだ絶叫は途切れることがなかった。誰の放った一いつ擲てきであるのか、ヨクサルは見返ることをしなかった。こんな風に自分を襲える人間など決まっている。

　遠くで鐘を鳴らす音がする。

　望むところだ。

　帝国の使者。お前達を、退ける。そのためにここにいる。自分は、幻想を生かすよりも。お前達を虐殺する──。

　そして、その時、血を流すのは自分だけでいい。

「……頼む、逃げろ」

　砂を嚙かみながら、ヨクサルは真っ赤に染まった視界の端に、空中で蹄ひづめを鳴らすビーノの姿をとらえた。

　飛ぼうとしている。走ろうとしている。その翼で。その力ごと帝国の檻おりが壊れたこの瞬間を好機として。

　そして、そこに。

「いけ……!!」

　シュガーリアを、連れていけとヨクサルは思った。祈ったというよりも、もっと強く。念じるように意志を叩たたきつけた。

　美しいあの少女が。

　すべての痛みから遠ざけられますようにと。そのためならば──どんな力も借りるし、どのように彼女を、明け渡しても構わないと。

　そんなヨクサルの背に、声が落ちる。

「ああ、つぅかまえた……」

　どこか歌うような、奇妙な節回しの言葉だった。そして、不可思議なほどに……幼い声だった。まだ視界の暗い眼球を揺らし、ヨクサルがその姿を見た。

　帝国の審問軍。そんなものの顔にも姿にも、興味はなかったが。

「よぅやく会えたね──ヨクサル」

　ヨクサルは砂に半分顔を埋めたまま、その身体からだはマーラーごと貫かれていた。その惨みじめな姿のまま、愕がく然ぜんとした。たとえば首を切られても、頭を割られても、こんなに驚くことはなかっただろうと……どこか他人ひと事ごとのように思った。

　まさか、と思った。

　頭の中に走った思考を、そんなわけがないと何度も打ち消す。そんなわけがない。幻だ。頭がおかしくなっただけだ。何度も見てきたはずだ。あの狂気の島で。幻なら幾度でも。それと同じ何かだ。

　そうでなければ──こんな「まさか」なんて、あるはずがない。

　審問軍の使者は、幼い身体からだをしていた。短く細い手足は、まさに今日まで、ともに過ごしていたビーノよりまだ少し大きくなった程度だ。その小さな姿で、審問軍特有の、白い鎧よろい、その、頭を覆う仮面を取り外す。

　やわらかな銀の髪が、さらりと流れた。

　噓うそだ、とヨクサルは思う。噓うそだ、こんなことは噓うそだ。ありえない。幻覚だ。そうでなければすべてがおかしい。間違っている。

　けれど相手は、紅を塗ったように赤い唇を微笑ほほえませて、言ったのだ。

「邂かい逅こうを嬉うれしく思う──」

　強い、お前よ。

　ヨクサルは意識を失う直前に、その名前を呼んだ。

　今、たった今の言葉だったが。

　過去に語りかけるような言葉だった。

「オーファス」

　それは、遠い遠い過去。

　悪辣の土地に別れた、死したはずの自身の片割れの名前だった。







第四話　愛の証明







　水の流れる音で、目が覚めた。

　鼻の先をなでたのはしめりけのある冷たいにおいで、耳をさわる音だけを聞いても冷たい水が流れているのだと想像がついた。シュガーリアはゆっくりと瞼まぶたを持ちあげた。まつげにこびりついていた砂がぱらぱらと落ちた。

　ここはどこだろう。

　自分は砂漠にいたはずだった。砂漠で、市場で、門を崩し、ビーノが姿を変え……。

「──！」

　記憶をたどると同時に、勢いよく身を起こした。半身を起こし、確かめたのは自分の指先が動くことだった。

（動く、まだ）

　この手も、この足もこの頭も。

　だとすれば、最悪の事態は避けられたはずだ。自分が、自分でなくなる。この身体からだが停止し、心がどこともしれない暗闇に落ちること。それは避けられたとわかったけれど、嫌な予感は拭い去ることが出来なかった。常よりもずっと冷たくずっと青くなった指先は、この身になんらかの異変があったことをシュガーリアに告げていた。

　シュガーリアは、彼女の強い意志とは対極的に、ひどく不安定な存在だった。それこそ、砂でつくった竜よりももろく、彼女の心ひとつではどうすることも出来ない。

　前触れなく意識を手放し全く目覚められなかったのもそのせいだろう。今はもう、あれほど濃厚にあったマーラーの気配もまったく感じることが出来なかった。

　指先から足先まで確かめる。ここはどこなのか。自分はどうなってるのかということも含めて。眠っていたのはまばらで短い草の上で、不可思議なことに、身につけているのは薄い下着が一枚だけ、ドレスを剝がされていた。

（ビーノ、は……）

　そばにはいないようだった。けれど、遠くもない、とシュガーリアは感じる。あたりの空気、葉のひとつひとつ、水の音にまでビーノの気配がある。

（ここは、彼の森……）

　一緒に来てと言っていた。けれど自分をあの場所から攫さらったのはきっと彼ではなく──。

「ようやく目が覚めた？　お砂糖ちゃん」

　唐突に声をかけられた。視線を向けると、そこに広がっていたのは湖だった。みずのあるところに帰りたい。ビーノが言っていたそのままに、美しい水がゆらめいて光っていた。

　その中、中央に立つ人影があった。豊かな凹凸のある身体からだで、水を吸って重くなった長い髪を絞っている。

　見たことのない女性だった。年の頃はわからない。若くも見えたし、妙齢とも見えた。美しさよりも先に、におい立つような妖よう艶えんさを持つ女だった。

　女は気安くシュガーリアに声をかける。

「入ってこない？　気持ちいいわよ。どんなに可愛かわいい顔をしていたって、そんな砂だらけじゃあ台無しでしょう？」

　言われるままに、もう一度自分の姿を見る。確かにみすぼらしく、砂だらけだった。そして、傷跡だらけだった。この傷跡だけは、どのような水を浴びたとて、流れるわけではないけれど。

　言葉を発しようとし、軽く咳せきこんだ。喉がはりつくほどに渇いていた。そのまま、かすれた声でシュガーリアは言った。

「ここは……どこ……」

「さぁ？」

　女は大きな口の端を持ちあげ笑った。「砂漠の、どこか」と鼻歌でも歌うように答え、すい、と人魚のようにすべった。

　魚のようだ、と思ったけれど、人の足はあるようだった。水面からのぞいた白い足首には、黒こく耀ようが光っていた。

「あなたは……」

　答えを期待したわけではなかったけれど、やはり快活な笑い声とともに明るい返事があった。

「入ってきたら、教えてあげる」

　その言葉に、シュガーリアは小さくため息をつき、ゆっくりと息を吐いて、重たい身体からだを持ちあげた。薄い下着のままに、湖の縁までのろのろと近寄ると、そのまま顔をつけるようにして水に入った。

　水は冷たかった。そして恐ろしいほどに澄んでいた。砂漠のただ中にあるとは思えないほどに。深さはちょうどシュガーリアの腰ほどだろうか。シュガーリアはゆったりと水中をすべるように泳ぎ、女の許にたどり着いて、水面から顔を出した。

　ぷは、と短い息を吐くと、少しばかり青白いシュガーリアの頰を、長い指の手が挟んだ。

「ほんと、いやになるほど綺き麗れいな顔ねぇ」
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　顔を近づけ見下ろしてくる、女は水浴びをしながらも派手な化粧をしていた。もしかしたら彫りこんでいるのかもしれない。狐きつねのように特徴的な目元が、きゅう、と音を立てそうなほどにはっきりと笑みの形になった。

「あなたは」

　ぽたぽたと女の額から落ちた水滴が、シュガーリアの鼻の横を跳ねて、唇から口内に落ちてきた。

　その水滴は、水滴でしかないのに、バニラのような甘い匂いがする気がした。ため息のようにシュガーリアが言う。

「綺き麗れいな身体からだをしてるのね」

　ふふ、と肩を揺らして女が笑う。水をはじく豊満な胸が同じく揺れて震えた。

「身体からだも綺き麗れい、といいなさいな」

　そのまま鼻の頭にキスをすると、二人一緒になって湖に沈んだ。シュガーリアは慌てることなく、その身が沈むままに任せた。

　そして次に水から顔をあげた時には、女とシュガーリアは適切な距離をとり、浴槽にでもつかるように二人、揺れる湖に肩と胸元までひたして座った。

「アタシはデリラ。これ以外にも、違う名前は無限にあるけれど、そうね、長く付き合う人はレディ・デリラと呼ぶわ」

　女は己の名を名乗った。約束の通りに。けれど、あまり意味のある名前のようには響かなかった。それからその、狐きつねのように狡こう猾かつで妖よう艶えんな笑みのまま、ふくよかな唇で付け加えた。

「アナタ達を、帝国に売った女よ」

　遠く鳥の鳴く声がする。シュガーリアは目を細める。

　この声は、現実だろうか。幻だろうか。










　白い、どこまでも白い檻おりだった。ヨクサルはその白さとは裏腹に、闇の中に視界を浸していた。

　胸を貫く槍やりはそのまま、その槍やりに結ばれる形で、細い柱が砂漠の上に檻おりを組みあげている。常であればもろともしない拘束であるが、四肢は麻ま痺ひしたように動かなかった。白い槍やりはヨクサルの背で、実体らしい実体を持たないはずのマーラーさえも串刺しにしていた。普段からヨクサルはマーラーに言葉をかけることはないので、彼の意識があるのかどうかはわからなかったが、そこにある気配は、生きているとも死んでいるともつかなかった。

（死んでないなら、どうでもいいが……）

　たとえ死んだところでヨクサルにはマーラーを惜しむ心もない。ただ、彼の力は今、シュガーリアを生かすために不可欠なもののはずだった。

（シュガーリア……）

　あの少女はどこにいっただろうか。ビーノはどうしただろうか。大きな砂嵐が巻き起こり、その後には森が、枯れ枝一本残さず消えたという。砂漠の民は消えた森を探しているが、その探索は進んでいないようだった。

　彼らも多くを失い、多く傷ついた。──目まの当あたりにした、古いにしえの力は、彼らの信心を呼び覚ますに足るもので、それ自体はヨクサル達が意図した通りだった。

　人々の信仰により、幻想はその力を取り戻したのだ。

　しかし、帝国の使者の連れていた審問軍は、かつてヨクサルが相対した時よりも強い力を有していた。いや、果たしてそうだろうか。力を強めたのは帝国だろうか。弱まっていたのは自分の「孤独」ではなかったか──。

「気分はどうだい？」

　ヨクサル、と曖昧な視界の中で呼ぶ声がした。その声は、貫いた傷に響き、走る痛みでヨクサルの意識をつかの間明瞭にした。

「──最悪だ」

　吐き捨てるようにそう言った。実際唇の端から血が落ちていた。口内の傷か、それとも内臓からの血なのかは判別がつかなかった。

　帝国からの使い、審問軍の指揮官。ヨクサルを討ったその使者は、名をオーファスと言った。オーファス・ツェークェンツク。名に続く姓はただの嫌味だったのだろうとヨクサルは思っている。

（俺の覚えている限り──生きてる時も、そういう嫌味を、言う奴やつだった）

　そんなことを思い返すのがまたおかしいことだと彼自身、気がついていた。

　ヨクサルの知る、オーファスはすでに死んだ。ツェークェンツクが国家として成立していた頃の話だから、何十年も前の話である。墓場とも言えない同じ遺棄場に捨てられて、そこにもう息がないことを確認した。他に送るものもひとりとしていなかった、あの土地で。他の多くの死とともに、彼はあの地に葬ほうむられた。乱雑に。塵じん芥かいでも埋めるように。

　だから、オーファスがここにいるのはおかしな話だった。

　いるとすれば、彼は死者だ。

　けれど今、ヨクサルの前に立ち、微笑ほほえんでいる。少女のように切りそろえられた銀の髪も、切れ長で美しい目もそのままに。細い手足さえ、別れた時と同じだった。

　そして、その身にまとうのは、帝国の軍服だった。記章をきらめかせて、オーファスは地に伏せるヨクサルを見下ろし、細い足を組み言った。

「お前はツェークェンツクの名を背負っているんだね、ヨクサル。悪魔を背負う男には、ぴったりじゃあないか。今のお前の姿は、今のお前の虫の跡は、今のお前の生き方は、まさにあの悪辣そのものだ。けれど僕はきちんと知っている」

　ふと、これは夢かもしれないとヨクサルは考える。ずいぶんな悪夢だ。あの悪魔マーラーでさえ、これほど悪趣味ではなかった。

　悪夢よりも悪夢らしいこの現象を夢ではないと囁ささやくのは一体なんだろう。この傷の痛みか。呼吸の苦しさか。あるいは、もう死んでいて……死んだ身には、夢など見ることはないということだろうか。

　想像と嚙かみあうことはなく、言葉だけがさらさらと砂のように流れていく。

「お前は、悪魔を背負う前から、ずっと悪魔のような生活をしていたのだから」

　そうしてオーファスが巻物でも広げるように腕を広げて羅列したのは、ヨクサルがこれまで犯してきた罪のひとつひとつだった。

　ものを盗とり、人を殴り、火をつけ、また財を奪い、数え切れない人を殺した。

　軽微な罪から大罪まで。オーファスはヨクサルの罪に貴き賤せんをつけることなく朗々と語りあげた。判決の決まり切っている裁判の茶番よりももっと、正確で詳細な糾弾だった。

　どれだけの悪を成し。

　それにより、どれだけの人を苦しめ、悲しませたのかということを、丁寧すぎる調子で並べ立てた。

　そしてそれらの行為の果てとして。

　悪魔に魅入られたのだと、彼は言った。

「人の手による裁きと刑罰さえも、お前に更生という奇跡を与えることが出来なかった。違うかい？」

　なんと悪らしい悪だろう、とオーファスは言う。

　そうして彼は、笑みを深めた。うっとりと、涙を浮かべて言うのだ。

「──本当に、お前は優しい男だよ」

　優しい、優しいとはなんだろう。あの、おめでたいお人形のようなシュガーリアさえ、ヨクサルのことを優しいとは言わなかった。

（あいつは、確か）

　損な性分だと、自分のことを言った。その時は、その通りだと……確かだと、思ったのだった。そして今、優しいと言われて、どうしても納得は出来なかった。自分は優しくないだなんて、そんな虚無を口に出すことも出来なかったけれど。

　オーファスが、恍こう惚こつとも、陶酔とも呼べるような表情をしたのは、ほんの一瞬のことだった。

　すぐあとには、これまでと同じように、すうっと感情の消えたつくりもののような表情で言うのだ。

「ねぇ、お前に意味を与えようか？」

　ヨクサルの目は暗く光って、ただオーファスの、その身体からだ、その心、その幻想のあり方を見破らんとしていた。

　その視線を微ほほ笑えみで受けとめて、オーファスは続けた。

「ねぇ、ヨクサル」

　少年が囁ささやく。冥府の向こう側から。

「僕が正義を教えてあげる」

　そして、贖しよく罪ざいのチャンスをやろう。──我が友よ。

　賢い子供は、その賢さから死んだ。強い子供は、その強さから生きた。だとしたら。二つの生命を、生き方を分けたのが一体いつ、どこで、なんであったのかは。

　ヨクサルには何も、わからなかった。










　レディ・デリラは自分を「情報屋」だと言った。

「どの国とも、どの集団とも、仲間でもないし味方でもないわ。ただ、手広く商売をやっているだけ」

　湖からあがると手早く動きやすい旅装を身にまとった。そうして見れば、蠱こ惑わく的な色気は潜んで、快活な印象を与えるから不思議だった。

「特に帝国は金払いもいいのよ。自分の益になる者ならば、蠍サソリにだって金を払う。その高貴な精神には感服してしまうわね。斥候として、ずいぶん稼がせてもらっているものよ」

　大きな耳飾りを耳につけながら、なんでもないことのようにデリラは言う。

「追われていたでしょう？　アナタの連れ。悪魔の島から逃げ出した、孤独の悪魔背負い。悪魔狩りは特に、帝国が最初に着手した『粛清』だものね。悪魔と通じて自在に操ったとされる『悪魔語り』のさとをひとつ滅ぼしたことは、彼らの英雄譚たんのとっておきの序章なのだから、特に悪魔に連なる者を生かしておくのは彼らの沽こ券けんに関わること。しかもそれが、一度は正規の『審問軍』を派遣した相手だとしたら、ねぇ？」

　その快活さをそのままに、彼女は饒じよう舌ぜつだった。色気をふりまく声とは違って、その端々からは聡そう明めいさがうかがえた。彼女は声色を使い分ける女なのだろうと、シュガーリアはぼんやりと感じた。

「……だから、わたし達の居所を、帝国に？」

　シュガーリアはどこか他人ひと事ごとのように聞いていた。

「そうよ。居場所だけじゃなくてよ」

　次いで水からあがったシュガーリアに、上等な布が投げられた。それを肩にかけながら、シュガーリアは尋ねる。

「服を、知らない？　わたしの」

　おさえた声色には、呆あきれのような、かすかな怒りもにじんでいた。その言葉にデリラは意味深に唇を嘗なめる。

　シュガーリアは目を伏せて、髪の水滴を落としながら言った。

「出来れば返して欲しいの。服だけでも」

「あらいやだわ。まだ何も盗とっていないわよ？」

　そうして投げられた服を、シュガーリアはまとった。いつもの黒いドレス。ペチコートをふわりと揺らすとデリラが呆あきれたように問いかける。

「重くないの？　それ」

「さほどでもないわ」

　そして自分のスカートの裾に手をいれ、取り出したのはひとつの赤い宝石だった。猫の目のような虹こう彩さいを持っている。まだ職人の加工の手が入っていないそれは、一目見ただけで貴重で高価なものだとわかる。他にも様々な貴金属がシュガーリアのスカートの中には隠されていた。それらはシュガーリアの非常の際の備えだった。それ自体の価値もそうであったし、そこに秘められた魔力も。

　そしてシュガーリアはそれをデリラに差し出した。

「どうぞ」

「なあに？　プレゼント？」

「ええ。足りなければいくらでも」

　まだ湖の水で濡ぬれた目で、足を曝さらけ出しながらシュガーリアはデリラを射貫き、そして言った。

「いくらでわたしに必要な情報をいただける？」

　ぺろりとデリラが唇を嘗なめる。それが彼女の癖らしかった。

「いいの？　男からもらったんじゃない？　アナタの大事な男から」

　男、とそれだけをデリラは言った。名前も知っていただろうし、性質や、あるいは関係までも知っていたかもしれないのに。重要なのはそれだけとでもいうように。

「そうね」

　とシュガーリアはぽつりと答えた。

　でも、こういう時のためだから、と顔を背けて人形のような横顔で言った。その言葉をうけて、

「大変に魅力的だけど、受け取れないわね」

　両手を広げて肩をすくめて、デリラは困ったように笑いながら言った。そんな仕草さえ十分に魅力的だった。

「心配しなくても聞きたいことならいくらでも教えてあげるわ。そうでなかったら、あんなところから連れ出したりするもんですか！」

　シュガーリアは受け取られることのない宝石をもてあますように手の中で転がしながら、まだ顔を背けたままで小さく尋ねた。

「……どうして、わたしを？」

　あの場から連れ去ったのが、彼女の強い腕だったことは覚えている。すぐに意識を失ってしまったけれど、最後に嗅いだ甘いにおいは確かなものだった。

　単純な人助けではないのだろう、ということはシュガーリアにも容易に想像がついた。その上で、求めるものが金銭であるのならば、自分にも工面が出来ると踏んでのことだった。求めるものが情報ならば、それは情報次第、となるけれど。しかしてデリラが求めたのはそうではなかった。

「アタシの欲しいのはアナタ。お砂糖ちゃん」

　くすくすと笑いながら、デリラは言う。

「ずっとひとりで気ままにやってきたけれど、。そろそろ一緒に組む相棒を探していたところなの。しばらくアナタ達の動きを見せてもらって、連れの彼も素敵だけど、アタシが虜とりこになったのは、お砂糖ちゃん、アナタの魅力よ」

　老ろう若にやく男なん女によ、どんな人間でもたちどころに警戒心を解かせ、「なんとかして力になってやりたい」と思わせる、その魅力が宝石よりも得がたい宝なのだとデリラは説いた。シュガーリアはそう言われても、今ひとつ浮かない顔で、小さく唇を嚙かむだけだった。

　ねぇお砂糖ちゃん、とシュガーリアを不思議な愛称で繰り返し呼んだ。

「アタシと一緒に旅をしましょう？」

　刺激的で、魅力的な生き方を約束するわ、とデリラは言った。その誘いが価値あるものであると疑いもしない自信が、彼女にはあるようだった。

「……残念だけれど」

　浅いため息をつきながらシュガーリアは言った。

「せっかくのお誘い、受けられないわ」

「どうして？」

　返すかたなで問われた拒否の根拠を、なんと説明するかシュガーリアは迷った。デリラの誘いは、馬車に乗りあうことを勧めるような気軽さだった。だからこそ、どんな言葉を尽くせば断れるのか、すぐには彼女にもわからなかったからだ。

　いきたいところがあるというなら、いってくれるのだろう。自分の欲望をしばしねじ曲げてでも、その欲望をシュガーリアの方に添わせてでも。けれど。

「わたしとヨクサルのことを調べていたのなら、知っているのではない？」

　シュガーリアは慎重に聞き返した。

「わたしはあの人と離れては生きていけない」

「あの悪魔の力と離れては、ね？」

　デリラが訂正をいれる。その言い方に、シュガーリアは慎重にならざるを得なかった。彼女はもしかしたら、自分よりも自分達の現況について詳しいのかもしれない。

　事実、デリラは続けたのだ。

「じゃあ、離れても生きていけるとしたらアナタはどうするの？　その方法もあるんじゃない？　たとえばこの場所で、アナタが不自由なく立っていられること、それがその証明なんじゃない？」

「そんな……」

　そんなことはありえない、とシュガーリアは言おうとした。けれど自分の手のひらを見て、自分の身に満ちる清浄な空気を感じて、言葉を続けることが出来なかった。

　人が人の身体からだの仕組みを本当の意味で理解出来ないように、シュガーリアもまた、自身が何をもって動いているのか、すべてを把握することは出来ないのだ。

「呼んでご覧なさい」

　そんなシュガーリアに、デリラがやわらかく誘う。

「この森の主を。アタシが呼んでもだめなのだけど。アナタが呼べば、きっとすぐに飛んでくるでしょう？」

　その言葉に、シュガーリアはほんのしばらく迷い、それから小さくこぼれるように言った。

「ビーノ……？」

　どの方角に呼びかけていいのかもわからなかったから、湖の方を見て。

　小さな呟つぶやきだった。けれど、その呟つぶやきは求める者の耳元まで届いたようだった。その感触を確かめているうちに、清らかな水面に王冠状の水滴が飛びあがり、蹄ひづめを鳴らすこともなくビーノが現れた。彼は跳ねるように水面を渡り、シュガーリアの許に降り立つ頃には、人の姿をとって彼女の胸元に飛びこんできた。

「ビーノ……」

　服も、姿もあの市場で最後に見た時そのまま、一点だけ違うとするならば、額に淡く光る細い角があり、呼吸をするようにその淡い光が強弱を繰り返していること。

　かつてと同じく異端であり、異形であり、そして大きな違いとして……もう、嘆きをこぼすだけの弱者ではないということ。

「シュガーリア、怒っている？」

　ふわふわと髪はそのままに、その琥こ珀はくの瞳をよりあらわにして、シュガーリアを見あげてそんな風に尋ねた。

「どうして……？」

　シュガーリアは尋ねたが、ビーノは返答のかわりに、ただぐりぐりと、今は額ではなく頰をこすりつけてきた。そして、安らいだように目を細めながら彼は言う。

「あのね、僕を、砂漠で見つけてくれてありがとう。あっという間だったんだ。白い壁がいきなり現われて、身動きがとれなくなってしまった……。びっくりしてしまって……砂漠の人間達が森を狩りにきた時、このままじゃいけないと思って、咄とつ嗟さに力と自我をわけたんだ」

　力はすべて、この角に。

　そして、自我は小さな人の形としてつかまった。とるに足らない、精霊の血統がまじった少年として。

「でも、シュガーリアのおかげで、僕は力を取り戻したよ。忌いま々いましいあの門を壊してくれたから」

「門を壊したのはわたしじゃあないわ。わかっているでしょう？」

　優しいシュガーリアの言葉に、ビーノははじめてその顔を曇らせた。

「やぁねえ野暮だこと」

　と、シュガーリアの後頭部に抱きつくように、頭上と背中に重みが乗せられた。黙って話を聞いていたデリラだった。その動きに反応するように、ビーノが大きく数歩後ろに下がる。

「このボウヤはアンタを悪魔から救った王子さまのつもりなのよ、お砂糖ちゃん」

　頭上にあるためデリラの表情はシュガーリアにはわからなかったが、ビーノは警戒するような、抵抗するような、強い視線でデリラを睨にらみつけていた。

　シュガーリアはまだどんな顔をしていいのかわからず困惑を強くした。

「つまりこのボウヤも、アンタを人生の相棒にしたいってわけ。あら、アタシと一緒ね。恋敵かしら？」

　からかうような言葉だったが、ビーノは拒絶の色を強くした。

「……シュガーリアから離れて」

「つれないことを言わないの」

　デリラの声の、その笑みが強くなる。

「アンタの逃げ道を誰が教えてあげていると思っているの？　アタシをここからつまみ出せば、もう一度この森の座標を、アンタを追う者に教えるわ」

「レディ……！」

　その言葉に思わず制止の声をあげたのはシュガーリアだった。「ハイハイ」と猫でもあやすようにその顎をデリラがなであげる。

「お砂糖ちゃんのそばにいられる限り、そんなことはしないから安心して。誰よりも早く、どんな人間にも見つからない安全な道を教えてあげる。アタシの情報は確かよ。しかも今ならな～んと、タダ！」

　なんてお値打ちなのかしら、御お礼れいに一晩このままどう？　と後ろからシュガーリアの頰にキスをしてくるのを、シュガーリアは身を翻ひるがえしてよけた。

　振り払った手の甲は、デリラの頰を叩たたくようなことはなかったけれど。

「この子を売るなら、あなたを倒すわ」

　ビーノを背にして、デリラを睨にらみつけて言う。

「あら、怖い」

　言いながら、デリラの顔に浮かんだのは喜色だった。

「そう、アナタはそういう、怖い顔も出来るのよ。お砂糖ちゃんではあるけれど、お人形さんではないのだものねぇ」

「……あなたは、誰の味方？」

　低く押し殺した声でシュガーリアが問えば。

「言ったでしょう？　誰の味方でもないわ」

　返答は早かった。そしてデリラは燃えるように赤い髪を流す仕草とともに、うたうように言うのだ。

「アタシは死ぬまで、アタシの味方。今も昔も、未来もね」

　その言葉に、すう、とシュガーリアの感情の温度が下がる気がした。少なくとも、シュガーリアの味方と言われるよりは、信頼がおける気がした。

「……でも、相棒は欲しいのね？」

「ええ」

　にっこりと笑みを強くする。

「アタシはアタシの味方であるように、アナタがアタシの一部になってくれるならもちろん味方をするわ。期間だって、応相談。それに、アタシについていれば、アナタにも結局益があると思うのよ、お砂糖ちゃん」

　長い爪の光る指先でシュガーリアの顎を持ちあげデリラは続ける。

「帝国を落としたいんでしょう？」

　赤しやく銅どう色をした瞳だった。シュガーリアはそこに吸いこまれるように、デリラを見あげた。

「アタシの……アナタとアタシで得た情報は、あの張りぼての帝国を栄えさせることも出来れば、誰かに滅ぼさせることも出来るっていうこと。軍もいらない。血も流れない。もしかしたら、悪魔の力に頼ることさえいらないかもしれない。ねぇ、アナタの目的には、もってこいだと思わない？　どうかしら……」

　お砂糖ちゃん、とはデリラはもう呼ばなかった。

　代わりに、こう呼んだ。低い声で。甘い囁ささやきで。

「──この世で最後の、死霊術師ネクロマンサー」

　シュガーリアの瞳が、その奥の光が、きゅう、と大きく揺れたのが自分でわかった。大きな感情の揺れとともに。

　すると今度は、シュガーリアとデリラの間に割って入ったのはビーノだった。デリラを強い目で睨にらみつける。

　ざわりと周囲の森が、肌を粟あわ立だてるように揺れた。

「嫌われちゃったかしら」

　赤い唇を嘗なめながらデリラが笑う。シュガーリアは無意識に己の胸を強くつかみ、呼吸を整えた。

「シュガーリア、聞くことなんてないよ」

　ビーノが囁ささやく。

「僕が君を、守るから」

　だから、とビーノが続ける。小さな人の形をとりながらも、天から降るような、鈴のような声で。

「僕がずっと一緒にいてあげる」

　くるりとビーノが振り返る。軽いステップで。シュガーリアを覗のぞきこむようにして。

「この砂漠を出て、もっと強い力が得られるところに逃げる。あんな奴やつらには二度とつかまらない。ここにいれば絶対に安全だって、安心だって思ってもらえるようにするよ。毎晩シュガーリアは、森で僕に、幻想の話をしてくれたらいい」

　ずっと、一緒にいよう？

　ビーノの言う、「ずっと」は、本当に「ずっと」なのだろうと、シュガーリアにもわかった。彼の生きてきた時間であり、彼の生きる現実だ。人の時間とは違う。そして、シュガーリアは自分の手をゆっくりと握りしめた。

　そして、自分が、どちらの時間で生きているかといえば。

　彼と同じ、幻想にあるのだ。もうずっと。すでに。この冷たい手を、青白い指先を、きっと気持ちがいいとビーノは言ってくれるだろう。

　穏やかで優しかった時間を思う。まどろみのようなあの砂漠の夜を。悲しい話も優しい話も、みんな静かに聞いてくれた。その時間が、尊くなかったかといえば、噓うそになる。それでも、それでも。

　果たして自分が、穏やかさばかりを愛して生きていけるだろうか。

　ビーノが、瞳の力を強めて言った。

「──僕は君を、絶対に、悪魔の許には返さないよ」

　シュガーリアはゆっくりと息を吸い、そして吐き出した。薄い胸が上下した。

「……出来ない」

　水滴のこぼれるような言葉だった。

「出来ないわ」

　しかしその声は強く、また返す視線も強く。一番強い証あかしとして、シュガーリアは笑ってみせた。美しい笑みを浮かべて、ビーノに言った。

「やりたいことをやるって、決めたの。そういう風に生きなさいって、生かされたから。そして今は──」

　わたしを生かしているのは、ヨクサルだから。

　しかし、その言葉をビーノは遮った。「聞きたくない！」地団駄を踏むように膝をあげ、打ち下ろすと、彼の背には翼が、光の結晶のようにきらめいた。

「聞きたくない！　シュガーリアには僕がいる！」

　そして彼は中空に走りあがった。

「僕が君を生かす！　だから、僕だけでいいはずだ！　僕は認めない！　僕は君をここから絶対に逃がさない！」

　身を四つ足の白き姿に変えて。

【──悪魔の許になんて、絶対に！】

　その言葉を最後に、音も立てずに、霧散する。消えてしまったわけではない。この森では、木々が彼であり、水もまた彼である。

「……熱烈ねぇ」

　呆あきれたようにデリラが言った。

「これだから童貞の処女崇拝って、まったく嫌気がさすわ。そんなにも処女がいいなら──」

　続けて何か下品な言葉を並べ立てたが、シュガーリアには半分も意味がわからなかった。ため息で流すと、デリラも気にしてはいないようで、「で、どうするの？」と聞いてきた。

「どう、って？」

「これからどうするのかっていう話。実際この森からは、あのボウヤの許しがなければ出られないわ。まあアタシに関しては、勝手にいつでも出ていけばいいってスタンスみたいだけどね。アナタはそうじゃないでしょう、お砂糖ちゃん」

「……シュガーリアよ」

　ただすことに意味があるのかもわからなかったけれど、シュガーリアは諦めのにじんだ声で告げた。しかし返答は明るく、要領を得ないものだった。

「あら、可愛かわいいじゃない。お砂糖ちゃんって。アタシのことはなんて呼んでくれても構わないわ。まあもちろん、オバサンとか呼んだら沈めちゃうけど」

　拳を振り抜く仕草に、シュガーリアが困ったように淡く笑った。「うん、」とその笑みにデリラが頷うなずいた。

「やっぱり笑っている方がいいわ、アナタ」

　そうして腰に手を置いて、豊満な胸元を見せつけるようにしてシュガーリアに顔を寄せた。

「ボウヤも言ってたけど、ここに連れてこられたことを、怒っていたんでしょう？」

「怒って……」

　シュガーリアは目をそらし、自分の唇に指先をあてて、考え込む仕草をした。自分がこれまでどんな気持ちで、どんな状態だったのかを確かめようとして。

「まぁ、仕方もないでしょうね」

　肩をすくめて自身の髪を流しながらデリラが言う。

「帝国の奴やつらはアナタの仇かたきなわけでしょう。そんなの、顔を見るだけでも腹が立ってあたりまえよ」

「違うわ」

　答えたのは、無意識だった。デリラの眉がぴんと持ちあがった。

「違う。わたしが怒っていたとするなら……」

　それ以上は言葉にならず、シュガーリアは口をつぐんだ。気を取り直すように両腕を広げ、デリラが陽気に言う。

「それで、結局どうする？　アタシとの逃避行はいかが？」

「まだ、わたしの欲しい情報を教えてもらっていないわ」

　もう一度シュガーリアが一度返された宝石をデリラに突き出した。デリラはちょっと困ったように頰の端を引いて笑い、それから無言で、その宝石を受け取った。

「でも、アタシの誘いも終わったわけではなくってよ？」

　シュガーリアを、相棒に。

　その話には触れることなく、シュガーリアは強い視線でデリラを見返し、言い放つ。

「──ヨクサルとマーラーは生きている？」

　それこそ、「情報屋」である彼女に、どんな財宝をつんででもシュガーリアが今聞きたい情報だった。

　デリラは二本の指で自分の頰を押しあげ、笑みを深めるような表情をして、言った。

「かろうじて？」

　シュガーリアが細い眉をきつく寄せる。

「先に言っておくけれど、アタシはそういう、異端の魔術の方はからきしよ。だから、彼が背負うという悪魔が本当に元気でいるのかは知らないわ。けど、彼が生きているなら、彼の悪魔もまだ生きている。そういう認識でいるのだけど、正しくて？」

「──ええ」

　マーラーとヨクサルを切り離して、ヨクサルだけが生き残れる道があるのならば彼はとうの昔にそれをとっていただろう。否、ともに死すのだとしても……。

「もちろん、旗色がいいとは決して言いがたいわ。アナタの相棒は、間違いなく審問軍に捕らえられている。殺されてないのは奇跡といっていいでしょうね。少なくとも、審問軍は間違いなく、精霊の森の力だけではなく逃げ延びた悪魔も狩りに来たのだもの。からくりの騎士だけではなく、指揮官までも出向いてね」

「指揮官……？」

　そうよ、とデリラは頷うなずいた。

「アナタも知っているでしょう？　審問軍の兵士は空虚の騎士。どういった仕組みかはしらないけれど、異端の殲せん滅めつだけに使われる肉も魂もないがらくたよ」

「ええ、それは……」

　シュガーリアは帝国の審問軍に対して、多くのことを知っているわけでもないし、幾度もまみえたわけでもないが……それぐらいは、知っていた。

「けれど特別、特に異国の制圧にあたっては、軍を率いる指揮官が出る場合があるのよ。今回は国の征服戦ではなかったけど……帝国としても、威信をかけたのでしょうね」

「それでもまだ、ヨクサルは殺されていないのね」

　捕らえる意味はなんだろう、とシュガーリアは考える。

（わたしをおびき出そうと？）

　いや、自分の力よりも……ヨクサルの、マーラーの力の方がずっと強い。この森という守護がなければ、すでに自分とて……。だからヨクサルとマーラーが討たれれば、もうこの命運も尽きたと同じだ。

「そうね……。よほど強く抵抗しているのか、あるいは……」

　そこでデリラは少し考える仕草をした。自分の持っている情報が、本当に渡すに見あうものなのか判ずるような。

　その顔色をシュガーリアは即座に感じ取り、スカートの裾を翻ひるがえして純銀で出来た呪具をひとつ、蹴りあげるようにしてデリラに渡した。

　素早い動きでそれを受け取ると、

「別に値をつりあげたわけじゃあなくってよ？」

　とデリラが言うも、差し出されたものを返すことはなく、それが彼女の口をなめらかにしたことは確かだった。

「……見せしめとしての処刑が行われる可能性があるわ」

「見せしめ？」

　何に対して、とシュガーリアが聞く。

　確かにヨクサルは罪人ではあるが、その罪は、この土地で行われたものではない。少なくとも、今はまだ。

「異端と異形、そのすべての信仰に対する見せしめよ」

　シュガーリアの問いかけに、デリラはきゅう、と瞳を三日月のように細め、受け取った呪具を唇にあてながら言う。

「バフハの首長であるクーヤージャは、その力と暴虐により人々を統治してきた。彼はこの間の反乱で、その地位を一度に失った。もう一度この森を狩り取るためにも、戦士達に結束が必要になるでしょう。誇り高き傭よう兵へい達に見せつけるのよ」

　重いまつげを半ば伏せて、流し目でシュガーリアの顔色をうかがいながら、冷たい声でデリラは言った。




「悪魔でさえ、この手で殺してみせるって」




　シュガーリアは、ぐっと拳を強く握りしめた。ヨクサルの心も、その生き方も関係ない。そのことに……確かに意味があると、シュガーリアも容易に想像がついたからだった。

「いかなきゃ。助けに……」

　殺されてしまう、とシュガーリアが呟つぶやく。殺されることはなくとも、それに近い責め苦を負わされるはずだと。

「そうね。そのことに、アタシも異論はない。でも……」

　再びデリラが言いよどみ、しかし今度は、彼女に財をつむ余裕はシュガーリアにはなかった。呆ぼう然ぜんとしたままのシュガーリアに、デリラは告げる。

「アタシにも情報屋としての矜きよう恃じがあるわ。わからないならまだしも、よく知らない、とは絶対に言いたくないのだけれど」

　不確定な情報である、それを断り、デリラは言った。

　そう、ちょうど、シュガーリアが追加で投げた、その呪具の分だけ、上乗せをするように。

「──あの、指揮官。悪魔背負いと同郷であるって情報があるわ」

　シュガーリアの顔に、今度は困惑が広がった。

「同郷って、あの……？」

　ヨクサルが幼少期を過ごした土地は、悲惨な場所であったということを、他ならぬ彼の口から聞いて知っていた。

「おかしな話よね。あの悪辣の都、ツェークェンツクが滅びたのはもう数十年は前のこと。悪魔背負いがその腕に虫を這はわせたという記録もその少しあとよ。彼自身は時間の流れを無視したとしても……故郷を同じくするならずいぶんなおじいちゃんじゃなきゃ、おかしいわ。それなのに……」

　その時、シュガーリアがデリラの胸元に飛びつくよう引き寄せて。青い瞳を見開きながら言った。

「その人について、詳しく教えて」

　泥のような、火炎のような悪い予感がシュガーリアの身のうちを焼いた。そんなわけがないと思うのに、どうしてだか胸が騒いだ。

　デリラはシュガーリアのその、熱烈なアプローチにこたえるように腰に手を回す。けれどその表情は浮かなかった。

「言ったでしょう、よく知らないとは、アタシも言いたくないのよ」

　物もの憂うげに、それでも愛でも囁ささやくように静かな声で教えてくれたのは、ほんのいくつかのこと。

　指揮者は帝国の軍服を着ていること。

　白い鉄仮面でその顔はわからないが、少年のように小さな体格であるということ。

　その名につけて、ツェークェンツクという出自を名乗っていること。

　そして。

「──悪魔背負いのことを、我が友と呼んでいるというの」

　その言葉に、シュガーリアは、ゆっくりと目の前が暗くなるように感じた。










　突如として砂嵐が去ったあと、バフハに残るものはほとんどなかった。がれきと化した門の破片はそのほとんどが砂に埋もれ、それが囲っていたはずの森は、あとかたもなく消え去った。

　バフハは混乱に陥った。けれどそこにある人々は惑うことはなく、ある種整然と、慎みぶかく信仰を取り戻した。

　皆砂漠に膝をつき、祈りを捧ささげた。己らの暴虐が、精霊に許されるようにと。

　しかしその中で、決して膝を折らなかった男がいた。

「どういうことだ……」

　腕を失いながらも、その傷を灼やき、血をとめて。

「どういう、ことだ……！」

　決して幻想と奇跡のせいなどにはしまいと立ちあがった男は、首長であるクーヤージャだった。信仰を殺し、幻想を殺し、多くを奪い、多くを得たはずのクーヤージャは、ただ一度の嵐ですべてを失った。

　部下達は信仰にかえり、征したはずの森はあとかたもなく。

　そして己は、剣を振るうはずの腕を失った。

「…………」

　それでもなお、クーヤージャは戦意を喪失することはなかった。戦うことをやめようとはしなかった。彼は血走らせた目で、あえぐような呼吸で、帝国の使者の許へといった。

　帝国からの審問軍と呼ばれるからくり兵達は、あの混乱のさなかでありながらも、ひとりの異端の力を捕らえたのだという。

　売人として市場に入りこんでいたその男が、人ならぬ何かの力を持っていることは、クーヤージャにも即座にわかった。

　あれほどに太い槍やりで胸を貫ぬかれてなお、獣のように呼吸を続ける、そんなものが人間であるはずがないと。

「あれは……なんだ」

　かすれた声で帝国の使者に尋ねた。子供のように小柄な軍の指揮者は、仮面をつけたままで答えた。

「我々のものである」

「精霊ではないのだろう！」

　クーヤージャが声を荒げる。

「帝国の命である」

　と使者は言った。クーヤージャは舌打ちをする。いつもそうだ。帝国からくる使者は決まり文句しか喋しやべらない。まるで少ない言葉を教えこまれた鸚おう鵡むのように。同じ言葉を繰り返し、金をつむばかりだった。

　けれど、この時、この、小さな身体からだの指揮官だけは違ったのだ。

「バフハの首長、クーヤージャよ」

　名前を、呼んだ。ただそれだけのことさえはじめてのことだった。

「……お前に、名誉を授けよう」

　あれほど忌いみ嫌きらった、天からの啓示のような言葉だった。反へ吐どが出そうだと思いながらクーヤージャはそれを聞いた。

　砂漠の人間を集めよ、と指揮官は指示をした。

　何をするつもりだとクーヤージャは尋ねた。

　祭りを執り行うと帝国の指揮官は言った。

　盛大であれば盛大であるほどいいのだという。

「──もう一度、人の上に立ちたいだろう？」

　その囁ささやきを、甘美だとはクーヤージャは思わなかった。苦渋を味わうように、舌の根元で悪態をついた。

（腑抜けどもめ）

　バフハの人間達は審問軍が作ったその檻おりに、近づくことさえしない。すっかり怯おびえきっているのだ。もう異端に触れることも、呪いを浴びることもまっぴらだと口々に言った。戦士としては死んだも同じだとクーヤージャは思った。

　その死者達を、ひとりの生いけ贄にえによって蘇よみがえらせるのだと指揮官は言った。

　幻想の殺し方を教えてやろう。

　この帝国の、審問軍のやり方を。

　甘さも美しさも、感じなかったけれど。その言葉に……惹ひかれなかったかといえば、噓うそになる。すがりたくなかったかといえば、噓うそになる。

　もう、剣も握れないこの腕で。

　今一度、覇者の杯をあおれるのならば。──魂を売る先は、たとえ悪魔でも構わないと思ったことは、事実だった。

　しかし、その指揮官の言葉に従いながらも、彼は指揮官に対して強い不信感を抱いていた。明確な根拠があってのことではない。あえていうのならば、砂漠において研ぎ澄まされた嗅覚が──嵐も水場も、ゆく道さえも嗅ぎつけるその感性が、クーヤージャに告げていたのだ。

　この男もまた、狩られる幻想の方ではないのか？

　だから、夜よ更ふけのその語らいを聞いたのは、クーヤージャだけだった。

　クーヤージャは、指揮官の男の行動を探っていた。闇に身を隠す服装で、檻おりのそばまで忍び寄ったクーヤージャの聡さとい耳が、小さな声をとらえた。

（誰だ？）

　聞き覚えは確かにあったのに、心中そう問うたのは、その声は聞いたことがあっても、その口調、その声色は、あまりに彼の知るものとは違うせいだった。

（指揮官……？）

　月夜に浮かぶ影は、確かに小さな、彼のものだった。軍服はそのまま、けれど鎧よろいは脱ぎ、仮面を脱いで。

　少年のような美しい横顔の帝国の指揮官は、檻おりの中に語りかけていた。

　──ねぇ、僕らは結局、友達だったと思うかい？

　それはまるで、愛を囁ささやくような、甘い声だった。

　──僕はどうだろう。確かにお前のことを一番覚えてはいるけれど、それが友情であったのかどうかは、判断に苦しむ。

　檻おりの男は何も答えない。ただ、哀れにもまだ息があることを示すように、肩だけが不自由な呼吸に震えている。

　返答のない男に、少年は答えも待たず、ただ語りかける。

　──けれど互いが互いの欠片かけらだった。そういう風には思っているよ。

　──ひとつのパンをわけあって食べ、ひとさじの水をわけあって飲んだじゃないか。お前のかわりに僕が殴られることも、僕のかわりにお前が殴られることもあった。

　その時、男が大きく咳せきこみ、血らしき黒い塊を吐いた。そして、瞬間、なんらかの言葉を吐いたのだろうとクーヤージャは推測する。

　呪いなど信じない男ではあったが。呪いというならこんな言葉だろうと思った。正しく意味が聞こえなくともわかる、拒絶の意思の発露だった。

　けれど少年指揮官は笑うのだ。答えが返ることが嬉うれしいとでもいうように。

　──そうだ。もう、僕達は別のものになってしまった。

　指揮官が手を伸ばす。決して触れることはないけれど。

　──だからこそ、あの時の夢を、果たせるとは思わないか……？

　その時だった。クーヤージャの黒い瞳が、闇の中にあってかすかに動く影をとらえた。ちょうど、檻おりのすぐそば、指揮官からは死角になるような場所で。

　踊り出したクーヤージャは、音もなく、そこにいた相手の腕をわしづかみ、砂の地に引きずり落とした。

　片腕だけになってもなお、それくらいの力は彼には十分あった。

　雲が流れ、月が現れ、光が侵入者の影を照らす。

「貴様は──？」

　引き倒したはずの腕を引き、「影」がクーヤージャの唇を奪った。瞬間、毒でも盛られては敵かなわないと、クーヤージャの拳が相手をはじき倒す。

「こんばんは」

　首長さま、と相手は言った。甘い声で。やわらかな笑みさえ浮かべて。

「──……」

　クーヤージャがその名を呼ぶ。月明かりがうつしたのは、しばらく寝所に従えていた踊り子だった。踊りよりも身体からだよりも、その聡そう明めいさでクーヤージャを楽しませた。あの混乱の中、どこかに逃げたかとばかり思っていたが。

　数多あまたの名を使い分ける──その時は、別の名でもって呼ばれていた踊り子の女、デリラは月夜の光の下で、笑みを深めた。

　それは、クーヤージャがすべてを手にしていた時と、何ひとつかわらぬ笑みだった。










　かつて、あの孤独の島において、ヨクサルは自身の過去をシュガーリアに語った。痛みからはじまる幼少の記憶は、悪辣の都においての地獄そのもの。

　彼はそこでひとりの友を亡なくしたのだという。友と、直接的にそんな表現はしなかったが、他にどのようにも言い表さなかった。

　その名も、姿も言わなかったが。「正しいことをなすために国を出て、そして死んだ」友は、ヨクサルの中で自身にもはかりしれない傷跡となっているのだろうとシュガーリアは思っている。

　大切なものを失えば、その穴は生涯、暗い穴のままだ。

　それを、シュガーリアも当然のごとく知っている。穴は別物で埋められることはない。自分のそれもそうだ。──けれど、失った、そのものであったらどうする？

　シュガーリアは湖のそばで月を見ていた。少しずつ、この森は移動しているのだという。彼女自身にはそんな気配を感じられなかったが、月を見ていればなるほど、少しばかり奇妙な動きをしていた。

　レディ・デリラはもうそばにはいない。彼女はバフハの門の跡地にある逗とう留りゆう地と行き交い、追っ手を逃れるための情報を仕入れ、時には別の情報を彼らに流すことをしているらしい。

　そしてそれに加えて今は、シュガーリアからの頼みも聞いている。

　そのこと自体は、彼女に利益のあることではない。見返りとして……シュガーリアを手に入れたいからのこと。

　──金でなびかない人間には、行動を見せるしかないじゃない？　そういうのに案外弱いタイプでしょうアナタ。与えられた愛情を、受けとめなければ、愛には愛で、返さなければ、生きている甲か斐いがないって。

　ねぇ？　とくすくす笑った。シュガーリアはデリラの言葉を咄とつ嗟さに否定することができなかった。ずかずかと、内面まで踏みこまれて語られる、そのことに戸惑ったのもある。慣れていないのだ、そういうことに。

　月を見ながら、シュガーリアはずっと考えていた。砂漠のこと。帝国のこと。故郷のこと。デリラのこと。ビーノのこと。そして、ヨクサルのこと。

（生き方は、ずっと、自分で選んできた）

　愛する相手でも、否、愛する相手だからこそ、こうしなさいと、言われるのはあまり好きではない。悲しいことばかり思い浮かぶから。

（いつだって、そう）

　乾いたまつげをゆっくりとおろす。眠りたいわけじゃない、けれど安らぎたかった。ひとりで不安だった。ひとりで旅をしていたこともあるけれど、そのあとで、二人で旅をすることを知ってしまったから。

（ああ、これが……）

　これは、かつて、自分が遠い孤島の悪魔にくべようとしていた、『孤独』そのものではなかったか──。

　背中を丸めて座りこむシュガーリアの頰に、触れる小さな欠片かけらの気配があった。

「……？」

　ぽつり、ぽつりと、シュガーリアの肩に、頰に、髪に、足先に、そして大地に、湖に降り積もるのは、雪のような──小さな花びらだった。

　白いそれに、シュガーリアには見覚えがあった。あのバフハで、ビーノがシュガーリアのために摘んできてくれた、ささやかなそれ。

　月夜の光を反射しながら、その花が数多あまた、シュガーリアに降り注ぐ。甘いにおいは、優しささえもにじませる感傷で。

　目を細めて瞳を揺らすシュガーリアに、背後から声がかかった。

「──歌を、おしえてくれない？」

　その言葉に、そうだ、ひとりではなかったとシュガーリアは思う。

　この森にいる限り、自分はひとりではないのだ。

「なんの歌？」

　振り返ることもせず、シュガーリアもまた甘い声で聞き返せば。

「眠る時の歌だよ」

　背中にこつりと、ビーノの……真白い角と、頰が触れる気配がした。

　花はまだ、降ふりやまない。

　雨も少ないこの砂漠で、淡雪のように、無限に。

「君に歌ってあげたいんだ。シュガーリア」

　癇かん癪しやくをおこして消えてしまったように見えた彼であったけれど、今はここに二人だけだからか、その声は落ち着いて、綿毛のようにやわらかだった。

「──ありがとう」

　シュガーリアはゆっくりと身体からだをねじって、彼の頭を引き寄せる。いつも幌ほろでそうしていたように、膝に乗せて、髪をすく。

「優しい子ね、ビーノ」

　ビーノは眠ってしまいそうになるほど、穏やかに目を細めながら言った。

「──僕じゃいけない？」

　シュガーリアはすぐには答えず、ただ髪をすいた。その手を愛おしむように、ビーノは言葉をつなげた。

「君が一番綺き麗れいだと思う。君が一番清らかだと思う。僕なら君を生かすことが出来る。君のために強くなるよ、僕。君となら、どこにだっていける」

　熱烈な囁ささやきだった。

　その言葉に、言いたいことは、たくさんあった。

　けれど何を言うべきなのか、シュガーリアにはわからなかったのだ。シュガーリアは、愛されることには慣れていた。愛されることしか知らなかったといってもいい。それは、無償の愛だった。

　彼女のためならば、すべてを差し出せるという愛だ。

　けれどビーノのそれは違う。違うとシュガーリアが思ったのではなく、そう指摘したのはデリラだった。

　──ボウヤはアナタに恋をしているの。

　女という女を満喫しているような「情報屋」は、訳知り顔で。からかうように、小馬鹿にしたように言ったのだ。

　──恋とは奪うことよ。ねぇ、お砂糖ちゃん、アナタ、そんな恋をしたことがないのではない？

　そうかもしれない。愛することには慣れていたけど。愛されることには慣れていたけれど。

　恋とはどんな、ものかしら。

　それはおとぎ話のようなもの。それは甘いケーキのようなもの。それはきらびやかな宝石のようなもの。

　どれだけ欲しがっても。手に入れても。そのものには──きっと、なれない。

　自分には、どこまでもふさわしくないものだとシュガーリアは思う。

　だって、こんな身体からだで。

　だって、こんな歪いびつな魂で。異端で。幻想で。否、そんなことで否定をしてはいけないはずだった。自分の気持ちも、ビーノの気持ちも。

　わかってはいるけれど。言葉は続かなかった。自分の不自由さに呆あきれながら、シュガーリアはゆっくりと、彼に語りかけるべき言葉を探した。

　なんでもする、どこにだっていくという、優しい幻獣に。

「──噓うそは、いけないわ」

　そう囁ささやいたら、ぱっとビーノは目をまるく開いた。それは、言葉を疑われたことに傷ついた顔だった。

　そうじゃない、と首を振って、シュガーリアは言う。

「ここを出ても生きていけるとあなたは言った。でも、そうじゃないことぐらい、あなたにもわかっているんでしょう？　あなたの力が強まったのは、あなたへの信仰が強まったから。あなたを想おもう幻想が、強固なものとなったからよ」

　シュガーリアは知っている。砂漠の人々の言葉に触れたから。彼らがどのように、嬰えい獣じゆうと呼ぶ存在を尊んでいるのか。精霊の森を、宝と思っているのか。

　森が門によって捕らえられた、それは、帝国の力もあるのだろう。けれど、もっと──バフハの一族によって、幻想への信仰心が、弱まっていたからではないのか。

　それこそが、帝国が行う、幻想を狩る行いだったのではないか。

「あなたはこの砂漠を出て生きてはいけない」

　太古の昔、この土地が、緑をなくしたその時に、見捨てることも出来たはずだった。けれどそれをしなかった。出来なかったのだろう。

　ビーノはそう説かれても、決して引き下がることはなかった。

「じゃあ、ずっとここにいよう」

　冷たいシュガーリアの手を握って。

　その手をあたためるようにして。

「君に穏やかな生活をあげるよ。花もあげる、水もあげる、それじゃあいけないの。どうしてそれじゃあ、いけないの」

　どうして。どうしてと、聞かれたら。

「……どうして、かしらね」

　ぽつりと、こぼれるようにシュガーリアは言った。

　かつて自分には、胸を焦がすような憎しみがあった。そのためならば命を投げ出してもいいと、そんな復ふく讐しゆうを望んでいた。

　けれど、一度それを、わずかながらも果たし。

　それから、生まれ直したのだ。まだ許せない気持ちはある。怒りもあるし、審問軍を見れば激情に身体からだが染まる。

　それでも、それは、穏やかな生活よりも大切なものかと聞かれたならば。そうではないのだと、彼女でさえ思うのだ。

　まどろむように、穏やかに、生きていたい。その願いも、本物だ。

「戦うことが、すべてじゃない」

　素直に、噓うそのない言葉で、シュガーリアは告げた。

「でも、そういう風に、あの人ヨクサルと生きたいって、そう思ったの」

　幻想を守りながら生きていく旅は……どこかものがなしく、孤独を抱えて、切なくはあったけれども、幸福だった。

　それは、間違いなく、彼がいたからだ。

　隣に、あの、無愛想で思いやりもない、ただただ不器用で損をする悪魔背負いが、いたから。

　その言葉を、けれどやはりビーノは受け入れなかった。

　でも！　と身を乗り出していう。

「でも、ヨクサルは最後に言ったよ！　僕に、シュガーリアを頼むって！　僕はわかった、僕には聞こえたんだ！　シュガーリアにはわからなかったの!?」

「わからなかったはずがないでしょう！」

　思わずあげた、シュガーリアの声は、震えていた。その大きさに驚き、ビーノが一瞬、身を反らす。

　シュガーリアの声の震えは、怒りだった。怒っているのかと、昼間にビーノはシュガーリアに問いかけた。

　怒っているか、いないのか。そのどちからだとしたら……間違いなく、シュガーリアは怒っていた。

　怒り、悲しみ──嘆きたかった。

「わからなかった、わけがないわ……」

　拳を握り、唇を嚙かんで、シュガーリアが絞り出すように言う。

「──あの人はまた、わたしをひとりで、逃がそうとしたのよ」

　逃げるだけでなく。

　自分を置いて、逃げろと。

　こんな悲しいことはなかった。

　こんなさみしいことはなかった。

　出来ることならば、こんな屈辱は、もう二度と受けたくはなかった。

「シュガー、リア……」

　ビーノはおそるおそるというように、シュガーリアに手を伸ばし、けれどその指先が頰に触れる前に、思いきり強く、シュガーリアに抱きついた。

　折れそうに細いシュガーリアの身体からだを、それよりももっと華きや奢しやな子供のような腕で。

　そして、言葉はどんな大人よりも力強く、言うのだ。

「僕は絶対にシュガーリアにそんな悲しい顔をさせないよ。ひとりになんて絶対しない。ずっと一緒に来てって言うよ。ずっと一緒にいてって言うよ。シュガーリアだってそう言われたいでしょう、それがいいはずだ」

　欲しいものを、あげるから。

　僕のものになってとビーノは乞う。

　シュガーリアは泣きそうに切ない顔で、まなじりを下げて言うのだ。

「でも、わたし、あのひとを放ってはおけない」

「……捨てられても？」

　ビーノの純粋な言葉が、シュガーリアの心をえぐるように響いた。けれど、シュガーリアは傷つかなかった。

「うん」

　やさしく、やわらかく、はっきりと頷うなずいた。

「うん……でも、もちろん。大丈夫なわけじゃあないわ」

　それから小さな拳をきゅっと握って振りあげ、笑う。

「わたしを捨てるなんて、許さない。殴ってやらなきゃ、気が済まないんだから」

　ただで捨てられてなんか、やらない。

　愛玩のつもりだった。ずっと。愛されるだけの、お人形でいたかった。でも。

　愛してくれる相手は、自分で選ぶ。それも……それが、シュガーリアにとって、愛していると、いうことだ。

　恋がどんなものか、まだ、わからないけれど。

「……ごめんね」

　悲しげに瞳を揺らす、ビーノの頰を、両手で包んで、ごめんね、と繰り返して角を額で小突いた。

　デリラが発たつ前に、シュガーリアはデリラに尋ねたのだった。

　──ねぇレディ、想おもいを返せない相手から想おもわれたら……あなたならどうする？

　デリラは笑った。快活に。「もちろんそんなことばっかりよ」と自慢げに胸を反らせて。

　──想おもうこともあれば、想おもわれることだってある。アタシだったら一夜の相手くらい、いればいるだけいいと思うけれどね。本当に、本気で……アタシをモノにしたいと言われたら、こたえられないことだってある。

　その気持ちが、本当であれば本当であるほど。

　返せない気持ちもあるのだろう。だからそんな時は、とデリラはそっと、シュガーリアに耳に唇を寄せて、囁ささやいた。

　──そんな時はね、こんな風に言うの。

　彼女に習った、悪い女のやり方で、シュガーリアはビーノに囁ささやいた。

「これが、あなたが好きになった女よ」

　ビーノはその言葉に、甘さを熱して煮詰めて苦みを感じたような、なんとも言えない顔をした。数多あまたの姿、長大な寿命を持つ純真な幻獣は、今、人の心に触れようとしているのだと思った。彼を生かす、信仰とはまったく異質のもの。これまで決してかえりみることのなかったであろうもの。

　醜く、どうしようもない、人の心を。

　そしてそれは……シュガーリアも同じことだった。

（こんな心が、なんになるっていうんだろう）

　人形には過ぎた心だ。

　……人形には、過ぎた恋だ。

　でも。

（生きろと、言った人がいたんだもの）

　これが自分だ。これが自分の生き方だ。間違いなく。

　シュガーリアは、なりたいものになる生き物だ。だからそのあり方に……いくらでも、納得が出来るけれど。

「いやだ」

　ビーノの純粋な性質は、そのあり方を、拒絶する。

「いやだ……」

　シュガーリアの手を振り払い、自分の頭をつかんで、獅し子しのように振った。自分の心を振り切るように。それが出来ないことを、苦く悶もんするかのように。

　ざわりとシュガーリアの足下の草花がうごめいた。白い花の降り積もったその草地が、どくどくと震える。

　はっと、シュガーリアが顔色を変える。

「ビーノ！」

　名前を呼ぶ。

「ビーノ、やめて！」

　突如として成長をはじめた草花が、シュガーリアの手足に絡からみつき、その身体からだを地面に沈めようとしてくる。どれほど草木が生えてもその下は砂だ。シュガーリアの身体からだが蟻あり地じ獄ごくのように沈みはじめる。

　シュガーリアの呼び声は、もうビーノには聞こえていないようだった。

「いやだ！　いやだ!!　いやだ!!」

　心と感情が幻の身をこえる、炎のような揺らぎをシュガーリアは見た。

「君は僕のものだ！」

　その揺らぎは人の性さがをこえ、獣の性さがをこえ、木々の性さがをこえて、彼のありようを変えるのかもしれない。

「やめて……！」

　あなたが、あなたを、保てなくなる。

　シュガーリアの制止は届かず、彼女は木々で編まれた繭の中にすっぽりと覆われてしまう。その繭に、ビーノはすがりつく。シュガーリアの膝にそうしていたように。また人の形を取り戻しながら、その瞳に涙を浮かべて。大切な宝物を抱きしめるようにして、彼は囁ささやくのだ。

　シュガーリア。

　君は僕が守るから。

　君は、ずっとここにいればいい。
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　シュガーリアには、幼少期の記憶がない。本当は、「シュガーリア」として生まれ直してからの記憶さえ、ゆっくりと曖昧になっていくのを感じる。それが、人とは違う身を持つこの身体からだの性質なのか、それとも人としての宿命なのかは……シュガーリアにもわからないのだ。

（だって、普通の人であったことなんて）

　きっと片手ほどの年もないんだもの。

　だから、今この闇が、優しいあたたかな闇が、人でいう母親の胎内に似たものであるのかは、シュガーリアにもわからなかった。寝床よりもしっとりとして、絡からみつくような闇だった。息苦しさはない。けれどそれが──呼吸を必要としない身体からだだからなのか。それともビーノの優しさのひとつなのか。

　ビーノはシュガーリアを、その手のひらの中に包みこむようにして木々の檻おりに閉じこめることに成功した。

　繭をつくり、大切に、シュガーリアと自分が一体化するまで抱き続けるのだろう。

（それは……恋とはやはり、違うような気もする）

　まだ、わからない。何が恋かなんて。生きていくのに必要であるのか、人であるのに必要であるのか。どうするべきなのか。どうなるべきなのか。

（ヨクサル……）

　心の中で、名を呼んでみる。思い出すのはビーノの言葉だ。彼は正しいことを言ったのだ。確かに彼は、シュガーリアの手を離した。ためらうこともせずに、咄とつ嗟さに。咄とつ嗟さであったからこそ、本心であったのだろう。

　頼むと。

　自分を置いていけと。

（ひどいひと……）

　彼の望みを叶かなえるならば。このまままどろんでいればいいのだろうか。溶けてしまえばいいのだろうか。自分はビーノを助けることが出来るだろうか。何もかもの性質が違うこの土地で。ビーノをせめて生かし続けることが出来るだろうか。

　それもひとつの望みだ。けれど。けれど──。

　その時だった。シュガーリアの胸元で、何かがひとつ、熱を発した。やわらかな闇の中にあって、炎のようなひらめきであり熱であった。

「──っ」

　シュガーリアが慌てて胸元から取り出したのは。赤い宝石。それを……ちょうど半分に砕いたものだった。

　強い魔力を持つ宝石を二つに割り、片割れをこの森の外、あのバフハの市場のあった場所、今はヨクサルがとらわれているであろう場所に、デリラの手により埋めてもらったのだ。

　あの土地の砂には、マーラーの魔力がまだ色濃く残っているはずだ。魔力は振動をおこし、そして魔力を帯びた石は、片割れを求めて共振する。

　その振動が熱となり、光となってシュガーリアの手の中に届いたのだ。シュガーリアは半分の石に唇を寄せる。すると、そこから直接、響きが体内へ流れこんできた。

　──シュガーリア。愛玩の娘よ。

　聞き覚えのある、マーラーの耳みみ障ざわりな声。けれど、常のような覇気は感じられず、雑音まじりに、途切れ途切れにその声はシュガーリアに届いた。

　──あれは、もう、だめだ。

　その言葉に、シュガーリアが目を見開いた。短い言葉で、何を告げたのか、シュガーリアにはわかったのだ。

　聞き返す言葉を選べずにいるシュガーリアに、追い打ちをかけるようにマーラーは続けた。

　──ヨクサルの孤独は消えかけている。

「噓うそよ」

　小さくシュガーリアは呟つぶやいた。思わず出た言葉だった。

　信じられなかった。たとえ死んだと言われても、灰になったと言われてもシュガーリアはそれを噓うそとは言わなかっただろう。

　ただ、ヨクサルの孤独が消えたということは。

　マーラーが魔力の源とする、彼の底なしの孤独が消きえ失うせたとは、シュガーリアには到底思えなかったのだ。

　悪魔は囁ささやく。

　──このままでは、遠からず、あれの自我は崩壊する。

　けれど、シュガーリアはそれを認めない。

「ヨクサルは狂わないわ」

　どのような責め苦を得たとしても、どのような──孤独に沈んだとしても、彼は正気のままだ。それが彼の最大の不幸であったとしても、それが彼なのだ。

　しかしマーラーはシュガーリアの言葉を聞こえないかのように続けた。

　──あれが壊れれば、次の人間が必要だ。

　自由のきかぬ今の身体からだでは、それよりも、魔力の源を失ってしまった今の状態では、出来るかはわからないがと彼は言う。

　そして、シュガーリアに囁ささやいたのだ。

　──貴様はここにいるべきだ、愛玩の娘。

　その言葉は、シュガーリアに驚きをもたらした。その驚きが、どういう質のものであったのかは、すぐにはわからなかったけれど。

　ここにいるべきだ。ヨクサルとの接続が断たれれば、貴様にほどこされた魔術もほどけるだろう。精霊がどれほどのものかはわからないが、そこにいる限りは、貴様も保たれる形があることだろう。

　いいか、ゆめゆめ。

　──あれを、助けようなどとは、思わないことだ。

　そう、悪魔は続けた。

（ああ）

　シュガーリアは、どこか呆ぼう然ぜんとした思いでその言葉を聞いた。

（マーラー。あなたもまた、わたしを助けようとしてくれているのね）

　人を殺すことをためらうことなく、死よりも強い絶望を人間に与えることを好んできたこの悪魔が、それでも、シュガーリアに、この歪いびつな死人形に、優しさともとれる言葉をかけてくれたのだと思った。

　生まれ持った性質は、変わることがないだろう。

　けれど、生き方は、時に、揺らぐことがある。人も。人でなくても。どうあることが、いいことなのかはわからない。シュガーリアにも。

　ただ、そのことを、その揺らぎを、純粋に、嬉うれしいと彼女は思った。

　ここにいろ。

　むざむざと自ら死すことなどはない。そのように言われて。

「ありがとう」

　そう、心からシュガーリアは呟つぶやいた。そして同時に重ねて思うのだ。

　多分、ヨクサルが同じことを言ったならば、自分はありがとうとは言えなかっただろう。そういうことだ。

　そういうことなのだとシュガーリアは確信した。

　時に不自由で、時に醜い。揺らぎ、ままならず、もの悲しささえある。それでも……心からは消せない。

　そして今、どこの誰がシュガーリアに、ここにいろと言ったところで、そうしなければ、どんな悲しい終わりが自分に訪れるとしても、シュガーリアは首を縦に振る気はなかった。

　たとえそれが、愛する人が、自分を愛するがゆえの言葉だったとしても。

「ねぇ」

　マーラー、と呼ばなかったのは、その声がビーノに届くことをおそれてのこと。遠くから響いているこの寝息が、この子のものならばいいのだけれど、と祈るように思いながら、シュガーリアは尋ねた。

「そこに、ヨクサルといるのは、一体誰なの」

　何者ならば、ヨクサルの心を壊せるというの。

　あの……悲しいほどに、孤独を嚙みしめる自我を。

　その問いかけに、しばらく沈黙が下りた。そして。より弱々しい雑音になりながらも、マーラーは語ったのだ。

　今、ヨクサルのことを「友」と呼ぶ、帝国の男について。

　──あれは、枝だ。

「枝……？」

　──枝と、同じだ。ツェークェンツクで……寄せられた魂だ。

　その言葉の届いた瞬間だった。ごう、とシュガーリアの瞳が、音を立てて燃えるように、強い光を発した。そのようにしか表現出来ないほど、強く収縮したのだ。瞳の中の光が。

　彼女は瞬時に、すべてを理解した。

　枝とは、かつてシュガーリアが作り出した魂のことだった。

（「新しい土地に着いたならば、その土地で一番聡さとい人に教えを請こいなさい。それが叶かなわないのならば」）

　あの、孤独の島で。そう囁ささやいたのは自分だ。

（「ゆかりの深き魂に尋ねなさい」）

　魂を、寄せる。そこで合わされた魂は、不完全な残ざん滓しの集合体だが、一番強い意思を、形どる。

　そう説明したのは、自分だ。その術を使ったのは、自分だ。

　それと同じものを、使う人間がいるというのならば。

「誰？」

　問いかけではない。マーラーに答えを求めているわけでもない。シュガーリアの唇は青く、わななき、こぼれるような言葉を発した。声が震え、視界が揺れる。

　恐怖でも、戸惑いでもない。

　それは──怒りだった。

「誰の許可を得て？」

　その叡えい智ちを。

　その魔術を。

「何者がそれを行ったというの」

　自分の思考さえ遮る勢いで、シュガーリアが身体からだを持ちあげようとした。すぐには叶かなわなかったけれど、それでも心は、強い気持ちでもって立ちあがっていた。

　彼女はもう、ためらわなかった。

「マーラー」

　その名を呼び、どのような生き物を目覚めさせることも厭いとわずに、空間を震わせる強い声で言った。

「道をつくれるでしょう？」

　問いかけではなかった。懇願でもない。

　それは、命令だった。

「わたしを運んで」

　遠く、かすれた声が戸惑いをにじませている。

　──しかし、それを、すれば。お前は……あの男は。

　極悪非道の悪魔が、ずいぶん人間らしくなったものだった。いっそその悪魔よりも悪魔らしく、シュガーリアは言い捨てた。

「それでもよ。何を代償としても！　この森を出ることでたとえわたしが滅びたとしても、ヨクサルの力が尽きたとしても！」

　彼を救うためでも助けるためでもなかった。

　決して他者のためではない。己のために、シュガーリアは決然と言った。

「わたしはいかなくちゃいけない。他でもないわたしが。このわたしが！　その意味が……わかっているでしょう？」

　もはや、愛でもない。恋でもない。

　それは……彼女の矜きよう恃じだった。持つものの多くはない彼女が、それでも決して捨てないもの。宝石よりも重く、黄金よりも輝く。

　彼女を彼女たらしめる要素だった。

　最後にマーラーはもう一度、シュガーリアに確かめた。

　──それが、本当に最後の力になるかもしれんぞ。あの、底なしの孤独ヨクサルをもってしても。

　シュガーリアは、一切のためらいを見せなかった。

「それでもよ」

　ただのひとかけらも、迷わずに。

「たとえそれがあの人を殺しても、わたし自身を殺したとしても」

　今を逃すこと以上の、後悔なんてない、とシュガーリアは宣言した。

　己が己である限り。

　生きている限り！

　その宣言に、マーラーの声がほんの一時、禍まが々まがしさと豪胆さを取り戻し、吐き捨てるように言った。

　──人の、望みなどを、聞く気はない。

　ひどく悪魔らしい言葉だった。その上で。

　──だが、貴様らは……なんなのだろうな……。

　人ではない、という意味だけではなく。マーラーもまた今の自分の気持ちを、行動を表す的確な言葉が見つけられないようだった。

　彼は決して人に屈することのない悪魔でありながら、かつてヨクサルの命を受けたように、今、シュガーリアの命に従おうとしている。

　その理由について。

「わたしがなんだっていい。あなたがなんだっていいのよ。そんなのは今、関係がないわ」

　強い言葉でそう告げて、それからふっと、シュガーリアはすべての強情さをゆるめるように笑って言った。

「ねぇだって、わたし達、ここまで旅をしてきたんだもの。明日も一緒に旅をする。それだけのことでしょう」

　そして彼女は、それ以上はもう、乞うことをしなかった。

　自分を包む、すべてが変わりはじめたことを感じたからだ。

　その身を縛っていた草木が黒く変色し、朽ちはじめる。悪魔の魔力を受けて。外側の繭はそのままに、砂の底に吞のみこまれるように──シュガーリアは、落ちた。










　空気に不可思議なにがみが走ったような気がして、ビーノが森の中、ふと目をさます。

「シュガーリア……？」

　草木で編みあげた繭の中に閉じこめた、彼の知る中で一番美しい少女の名前を呼ぶ。清らかで、優しく、幻想と現実のあわいにある少女を。

　しかし声は返らない。嫌な予感がした。

「シュガーリア……!?」

　かき分けるように、緑の繭を開けばそこは……灰色に腐り落ち、空虚だけがあった。ビーノの目が見開かれ、唇が震える。

「どうし、て……」

　どうしていってしまうの。

　どうして僕を置いていくの。

　どうして──僕じゃいけないの。

「……らない、いやだ」

　その時彼は決して気づいてはいなかったが、草木と同じように、その土地も水も、彼自身も浸食を受けていたのだった。

　孤独の毒が、回りはじめる。

　揺れ惑う心を崩壊させ、理性を溶かす。言葉を奪い、思考を取りあげ、獣よりも単純な、衝動だけに成り下がる。

　孤独の毒は人にも異端にも、劇薬である。

　ビーノはすべてを見失い、想おもいのすべてを煉れん獄ごくのような炎にくべて、姿を変える。

　はじめて知った心だった。はじめて知った欲望だった。それは……永遠の命を持ちながら、まだ幼き身には、あまりにもてあまされるものだった。

　君のいない──世界なんていらない。










　砂漠に祭りの時が近づいていた。

　それは、バフハだけではない、ユゥラ砂漠で一番大きな祭りだった。かつて、この砂漠が緑の土地であった、その時の美しさを称たたえ、精霊を称たたえる祭りだ。男達は剣を鳴らし、女達は歌をうたい、すべての民が舞い踊る。

　そんな中で、クーヤージャはひとつの触れを出した。

　砂漠に竜がごとき嵐を呼んだ、悪魔背負いの男を処刑する。

　噂うわさは瞬またたく間まに広がった。砂漠の民の心に響いたのは、好奇心からだけではなかった。

　不敬であり、精霊への冒ぼう瀆とくだと声高に叫んだ者達がいた。

　悪魔と精霊が対立するものであれ、だからこそ、精霊を称たたえる祭りで、悪魔の血を流すとはあるまじきことではないかと。

　そしてその反感は、確かに人を集めたのだ。時に、好奇心よりも強く、排他の感情は人間を動かす。

　かつてのバフハの市場があった場所に組まれた処刑場には、大勢の民が集まっていた。他でもない、処刑人である帝国の審問軍と、処刑を下すというバフハの首長、クーヤージャに石を投げるために。

　精霊の森を閉じこめる門をつくっていた白い残骸は、今は旧ふるき闘技場のように、処刑台を取り囲む観客席の足場の役割を果たしていた。

　人々は声高に、帝国を責め、クーヤージャを責めていた。もちろん、悪魔を擁護する者はひとりとしていなかったが、手を引くべきだと誰もが言った。

　人には人の領分があるだろう。

　その領分をこえれば、きっと報いを受けるだろう。

　きっと呪いを受けるだろう。

　しかし、その声が大きければ大きいほど、この処刑には意味があるはずだとクーヤージャは感じていた。

　それこそ、片腕を落としたことよりも多くのものを得なくてはならない。そしてそれをやりとげるつもりだった。

「──静まれ！」

　クーヤージャが、人々の中心で声を張る。彼はなくした腕をむき出しにしていた。そうあるべきだと言った女がいた。

　今は縄を持って審問軍の間に捕らえられている女だ。昨夜、悪魔背負いのそばまでしのびこんだ女。縛りあげて理由を問うも、決して明確な答えは得られなかった。ただ、クーヤージャのそばにあった時と同じように、甘いながらも聡そう明めいな声で、整然ながらも妖よう艶えんな口調で言ったのだ。

（「どうすれば、アナタの願いは叶かなうと思う？」）

　すべてをなくした首長さま。

　人の心をつかむときは、こうするのよ──。

　魔女のごとき囁ささやきだった。女が魔法を使うのに、魔力などは必要としないというような。今となっては怪しいばかりのあの女の、言葉のすべてを信じたわけでは決してなかったが、結果として、彼女の進言に近しい形で、クーヤージャは砂漠の民に言い放った。

「これより行われるは、悪魔の討伐であり、この砂漠に悪辣をまき散らした、虫這はいへの処刑である！」

　集まりし民は耳を傾けるだろう。激情がありながらも、保身を求めるゆえに。

　気炎を吐きながらクーヤージャは女の言葉を思い出す。

（「一度は異形を認めてやるのよ。切り捨てるとしたら──それからでないと意味がない」）

　女は赤い唇でそんなことを囁ささやいた。お前は誰の味方かと問えば、己のみと答えた女だ。そうして同時に、この男を、悪魔を宿す男を殺してくれるならば、自分にとっても都合のいいことなのだと女は語った。

（「アタシはアタシで、欲しいものがあるのだから」）

　どこまで真実かは、わからなかったが。

「見よ！」

　白い布で隠されていた、悪魔背負いの男が太陽の下にさらされる。打ち鳴らされる刀の音が、音楽でも奏かなでているかのように強く響いた。

「この者、聖なる槍やりに貫かれてもなお、息を持ち、この地に呪じゆ詛そを撒きちらさんとしている！　この者の流した血の痕、この者の吐いた息の先を見よ、黒く染まっていく砂を！　かつて緑を奪われた我らは、この異形の男に、砂漠さえも奪われようとしているのがわからぬか！」

　人々のざわめきが、色を変えるのがわかった。大きな槍やりで貫かれたその男の姿は、目を背けることもままならないほど禍まが々まがしく、凄惨だった。目にした人々はある種の高揚さえ感じたことだろう。人が尊厳をなくす時、命を落とす時、他に比べようもないほどの、熱狂を巻き起こす。

　それは、原始の力そのものだ。

（信じるならば、信じればいい）

　信じてなお、勇気を持つものだけが、それを狩ればいいだけのこと。屈服させればいいことだ。

「今、この砂漠の覇者は、精霊などではない、人間である！　精霊には出来なかった──悪魔の断罪を、今果たさん！」

　いつしか石を投げる力が弱まり、数が減り、それに代わって糾弾の声が色を変えていく。獣のように雄お叫たけびをあげて、人々は排斥をしようとする。クーヤージャと、審問軍から、悪あしき罪人へ。

　対象はすげかわり、狂乱は熱を増すだろう。

　──そしてもう一度、この砂漠の覇権を、人の手に取り戻す。

　悪魔背負いを殺すにあたって、その頭を完全に潰すことが必要だと審問軍の指揮官が言ってのけた。そのために──彼は、特別な火器を持っていた。

　小柄な指揮官の背丈の半分以上はあるその火器は、至近距離から撃ちこめば椰や子しの実よりも鮮やかに男の頭を割るという。

　そうでなければこの男は殺せないと指揮官は言った。

　絶対に蘇よみがえらないよう、完全に殺さなければ意味がないと。

　そう言う指揮官に……クーヤージャが尋ねたのはもう、無意識に近かったのだろう。

（「友では、なかったのか」）

　処刑をすると言いながらも、彼はこの悪魔背負いの男を帝国に連れて帰るのではないかとクーヤージャは疑っていた。

　連れて帰り、仲間に引きこみ。

　一緒に生きようとしているのではないかと。

（「──無二の友だ」）

　なんでもないことのように、当然のように、そう告げた指揮官は、「だからこそだ」とつなげた。

「お前を殺すのは──僕の役目だよ、ヨクサル」

　それは、相も変わらず、愛を囁ささやくような言葉で。

　指輪に指でもはめるように、その指が、処刑の引き金に伸びた。










　悪魔であるマーラーの身体からだを貫き、ヨクサルの身体からだを貫いた槍やりは、刻一刻とヨクサルから力を奪っていった。

　それは同時に思考を泥のように変えて、視界を狭くし、夜よりも暗くしていくようだった。

　その中で、ヨクサルはただ、オーファスの冷たいような、甘いような囁ささやきだけを聞いていた。

　彼が自分の悪事を読みあげる声は、まるで聖なる書でも朗読しているかのように、敬けい虔けんな響きを有していた。

　途切れ途切れの意識の中で、ヨクサルは自分の罪と向きあうこととなった。それらは、腕に虫が這はった時よりも、強くヨクサルの脳を揺さぶり、その上でどんな感慨も彼に与えることは出来なかった。

　裁きと刑罰さえも、お前に更生という奇跡を与えることが出来なかった。そう言ったのはオーファスだった。

　きっと、それに間違いはないのだろう。自分の犯した罪は、もう二度と、償いきることなどないのだろう。

　──絶望に落ちるのか。

　嘆きが聞こえる。人の声ではなく、過去の声でもない。硝子ガラスのこすりあわされるような耳みみ障ざわりで強い、声。

　──今更、そのような、平凡が、貴様に許されていたと思うとは──。

　つまらない、あまりにつまらない！

　自分にもっと何かを感じる心があったなら、残された力があったなら、笑っていたかもしれない。

　今更と言う、貴様も、あまりに今更すぎると……。

　強い痛み、踏みにじられる心は、諦めを覚えて安らぎさえ感じはじめている。あれほど決して、狂うことなどないと歯を食いしばり続けていた日々に反して。なるほどようやくヨクサルは知るのだ。

　狂うことは、こんなにも楽なことだったかと。

　どこか遠く、人の叫ぶ声がしている。あれは自分の罪を、暴き立てる声だろうか。槍やりのように降ったところで、まだ生ぬるい。

　生きているだけで、多くを奪い。

　多くを殺しすぎた。

　そしてその最後に、ようやく待ち望んでいた相手がやってきたのかもしれないとヨクサルは思う。

「──もういいんだよ、ヨクサル」

　声が聞こえる。

　泥の闇の中で、優しい声が。やわらかな声が。聡そう明めいな声が。正義の声が。いつか死の間際に迎えが来るとしたらこの声だろうと思ったこともあった。

　あの、地獄よりも腐った悪辣の都で。

　美しかったのはあんただけだった。

「僕達の、別れの言葉を覚えているかい」

　ああ、覚えている。

　どれほどの年月が経たとうと、どれほどの遠くへいこうと、それだけは、忘れたことがない。

　そしてオーファスもまた、かつてと息継ぎひとつ違えず言うのだ。

「もしも僕が道半ばに死んだなら──お前はどうか、僕の分まで生きてくれ。正しくなんてなくてもいい。お前はお前のその力で、生きて、この土地のありかたは間違いであったと、証明して欲しい」

　小さな手。

　細い指が、手のひらを強く握ってくれた。あの、最後。

　骸と生者として別れる前の。

「悪として生きろと僕は言った。生きて証明して欲しいと。お前が生きることで、あの都が──まさに悪であったのだと」

　僕はお前を迎えに来たんだ。

　僕はお前を救いに来たんだ。

　火薬のにおい。銃口が黒い瞳のようにこちらを向いた。それを、どこか他人ひと事ごとのようにヨクサルは朦もう朧ろうとする意識の中で思う。

　観衆の熱狂が嵐のように降る。

「約束を守ってくれてありがとう。ヨクサル」

　その中でも、オーファスの声が、やわらかな絹のようにヨクサルの心をなでる。孤独を包む。

　笑みさえも浮かべて。

　かつての片割れは言ったのだ。

「お前──僕のために悪になってくれたんだろう？」

　だとしたら、僕のために死んでくれ。

　僕の正義を証明するために。

　引き金が引かれる。ヨクサルの頭を砕き、心を殺し。そして──弱体化した悪魔をこの世界から追放するために。

　最後に、ヨクサルに向けて引導を渡す、オーファスは──笑っていた。その笑みに、誘われるように……。

　ヨクサルは、手を伸ばした。

　乾いた音が鳴り、血が飛びちる。けれど、彼の頭頂部を射貫くはずの銃弾は、彼のこめかみをかすめ、肩をかすめ、黒くくすんだ砂漠の砂をえぐった。

「何をしている！」

　矢のようにするどい声をあげたのはクーヤージャだ。しかし、彼と同じくらい、オーファスの顔は驚きよう愕がくに凍っていた。

　銃口を反らしたのは、銃身をつかんだ、ヨクサルの手のひらだった。虫の這はった腕だった。狂い自我をなくしたとは思えないほど……強い力だった。

　オーファスの目は限界まで開かれている。こんな力が。こんな自我が、この男に残っているとは思わなかったのだ。

　否、信じていたのだ。

　ヨクサルは自分に殺されるためにここに来た。自分に殺されることを本望としていた。そのために重ねた悪だったのだろうと。

　彼は、自分の正義を本物にするために悪になってくれたのだから。

　ここで、自分に殺されることが、互いにとって正しいことだった。そのはずだろう、と。

　それを疑わなかったのは──ヨクサルもまた、同じだった。
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「──そう、だったとしても」

　ヨクサルは槍やりに貫かれたままの、血を流すままの身体からだを持ちあげる。銃身をまだ、つかんだままで。

　彼は、荒い息、崩れそうな声で、彼の背負う悪魔のように荒れた声で言うのだ。

　どれだけの過去があり。

　どれほどの因縁があったとしても。

「俺にとって、あんたはもう、正義じゃない」

　魂が触れたから、わかる。

　お前はそう、きっとあの日に別れた自分の片割れの星、そのものなのだろう。幻でもなく、偽りでもない。

　それが、一体どんな魔術、一体どんなからくりなのかはわからないとしても。

　お前が何かと、聞かれたら。




「ただの、昔の友達だ。……オーファス」




　そこではじめて、ヨクサルはオーファスの名前を呼んだ。そして崩れかけていた、失いかけていた自我を、取り戻した。

　確かにかつて、信じたかった正義があった。

　示したかった悪があった。生と死をわけた、悲しみがあった。それでも生きていくために、ほんのかすかな目標の光として、ヨクサルはオーファスの言葉を心に残した。悪として生きていく。

　正義のために死んだお前のために。

　生きることで悪であろうと。

　けれど、とヨクサルは今思うのだ。

（俺も、生きたいように生きる）

　そういう生き方を……教えてくれた美しい少女がいた。

　昔の自分であったならば、あんたに殺されるなら本望だっただろう。それが正しさだと感じただろう。

　けれど、自分の身のうちにある光はもう……正義のために死んだ友ではなく。

　己のために生きる、わがままな少女だ。

「だから、あんたに殺されてやる理由もないし」

　これからオーファスあんたの手が、彼女の許まで届くというなら。

「──俺があんたを殺す」

　ぎり、とオーファスの美しい顔が、強い感情で歪ゆがんだ。従順だからこそ愛し、同時に虐しいたげていたはずの飼い犬に、腕ごと引きちぎられたかのように。

　けれどその時だった、強い衝撃とともに、串のように刺さった、白き槍やりが、震え、うずき、そして──彼を、突き抜けた。

「っ!!」

　血を吹き、肉を引きちぎり、気が遠くなるほどの痛みを与えて、それでも槍やりを引き抜いた、強い力は、ヨクサルを解放したのだ。

　そして、槍やりを足がかりに、黒く染まった砂の下から地上に現れた影が、ゆらりと立ちあがる。ぱらぱらと砂を落とし、青い瞳を、爛らん々らんと光らせて。

　呆ぼう然ぜんとその情景を眺めていた人々が、口々にざわめきを囁ささやきあう。

　精霊だ。

　魔女だ。

　あれは……砂漠の呪い、そのものではないか。

　身にまとうは、黒いドレス。

　金の髪を振り乱して、そこに立っていた。

　その苛烈な姿に、強い瞳に、クーヤージャさえも金縛りにあったかのように動きをとめていた。数拍ののち、気がついたのは……その女が、ヨクサルの連れてきた、美しい死人形、そのものであったということ。

　そして彼女は、亡霊のように、オーファスを睨にらみつけたままで、言うのだ。

「下がりなさい」

　言葉を放つ相手は、睨にらみつけたオーファスではなく自らの足下、まだ起きあがることも出来ない悪魔背負いの男。

「下がりなさい。ヨクサル」

　言われたヨクサルは、少女の姿に目のつぶれるようなまぶしさを感じながら、気配を探した。槍やりを抜かれた今、その意識があるのかどうかもわからない、それでも、自分のかたわらに、息づかいがあった。少女のではない──悪魔のそれ。

　そう、まだ、あの孤独の悪魔は、自分とともにあり。

　自分の孤独は、癒えることもない、消えることもない、手放すことも出来ず、狂うことさえ許されない。

　解放される日は、きっと永遠に来ない。

　それでいいとヨクサルは思う。

　俺は、きっと、それでいい。

　そして。

「シュガー……リア」

　砂を握り、呆ぼう然ぜんと名前を呼ぶ。

　彼女が、ここへ来たことに、驚きはしなかった。彼女は来るのだろうと思っていた。何を捨てても、自分の命を捨てても。

　そういう女だ。

　けれど、彼女は今、ヨクサルを見下ろすことさえせず、彼が知るよりもずっと苛烈な声で告げたのだ。

「あなたの手出しは許しません。これはあなたの領分ではありません。たとえあなたがどんな過去を持ち、どんな力を持ち、あの相手にどんな想おもいがあっても！」

　下がりなさい、と繰り返す。

　そうして彼女は、たったひとりを睨にらみつけながら、名乗りをあげた。

「わたしは死霊術師ネクロマンサーの孫娘、シュガーリア」

　すべての感情という感情を凍り漬けにしたような声で。

「迷い蘇よみがえる死者の魂に──引導を渡す者よ」










　──ねぇ、マーラー。

　黒い砂、そこに包まれ運ばれる中で、シュガーリアは誰とはなしに語りかけた。

　答えはなくとも、この身を運ぶ魔力は、その悪魔のものであったから。声は届いているだろうとわかったから。

　──かつてあなたは、なぜそんなにも従順なのかとわたしに聞いたわね。この旅で、お前は操り人形のようだって。その時ははっきり返事が出来なかったけれど、多分、わたし、そうありたいと思っていたのよ。わたしはかつて、死霊術師ネクロマンサーの孫娘だった。じじさまとばばさまの愛の形だった。だから、愛されるままに、愛されるように愛されて生きてきた。それが、今度は、あの静かで暗い、向こう側からわたしのことを呼び戻してくれたのが、ヨクサルだったのだもの。彼の言うがまま、彼ののぞむがままに、愛玩であること。美しい少女であること。欲しがるばかりのわがままな少女であること。それが、喜びだったわ。

　でもね、と淡く、笑って。

　それじゃあいけないのね、きっと。それだけじゃあいけないのよ、きっと。

　多分、ヨクサルは。彼が思うよりも、欲深い人なのだ。

　すべてを手に入れたから。すべてに飽きたから。もう何もいらないと言いながら。

　このままでは、満足が出来ない人。

　──馬鹿な人よね。

　聖人じゃなかった。

　けれど、悪人というには……愚かが、すぎる。

　──二人でどこまでも、なんにも知らなかった顔で、逃げ続けられればよかった。

　そこにこそ、喜びと幸福があるだろうとシュガーリアにもわかるのに。

　お前はどうするつもりだと、暗闇の中から声がする。

　──さぁ、どうしようかしら。

　心の中で、声ががする。夜の海を照らす、灯台の光のように。

（やりたいことをやることが、生きるということではない？）

　そして、あの悪魔背負いの男は言うのだ。もはや人形でしかないシュガーリアにさえ。

　──生きろ、と。

（それが、あなたの望みなら）

　戦ってみせるわ、とシュガーリアは瞳を燃やす。

　たとえこの身が果てども。

　あなたの身が朽ちようとも。

　この身の欲望に戦うと──決めた。

　そのはじまりとして。




「あなたは喰くわせていただくわ」




　シュガーリアはそう宣言した。それは、特別な生まれ、特別な育ち、特別な存在である、彼女だけが持ちうる能力だった。

　彼女の師である死霊術師ネクロマンサー達も驚きよう愕がくし、制止した。

　彷徨さまよえる魂を、喰くらい、その記憶と存在を、同化させ、自分のものとする。

　それは人の所業ではないと言ったのは、会ったばかりのヨクサルだった。

　それでも人のつもりだと言ったのは、彼と出会ったばかりのシュガーリアだった。

　そして今、オーファスといういびつな魂を前にして、あなたが何者でも構わないとシュガーリアは言う。そう、ヨクサルにとってどんな存在で、彼の生き方にどんな影響を与えているのか。そんなことはどうでもいいと。

　否、それらはすべて、これから自分が理解することなのだと。

　クーヤージャが叫ぶ。悪魔を討ちとれ。その使いである、死人形を狩れと。控えていた帝国の審問軍が動き出す。

　その剣から彼女を守るために、ヨクサルが陽炎かげろうのように立ちあがる。

　悪魔を背負って。

　胸にあいた大きな穴ごと、孤独をくべて。すべての孤独を力にかえて。魂を喰くらうと宣言した、シュガーリアをもう、とめられないとわかっていたから。

　そして死霊術師ネクロマンサーの孫娘は、怒りに頰を青白くして、細い指先を伸ばす。

　その目に、オーファスだけをうつして。

「あなた方帝国は、決して許されないことをした。土地の魂を寄せ、空虚なる戦士の鎧よろいにつめた。その技術はわたし達のもの。すべての生き方をかけて、すべての命をかけてつくりあげた、死霊術師ネクロマンサーの叡えい智ちを、己が国の力とする暴虐を、わたしは絶対に許さないでしょう」

　そしてシュガーリアは、小さく自分の、砂にまみれた唇を嘗なめた。赤く小さな舌が唇を甘く濡ぬらす。

「それから個人的に、あなたに伝えておきたいわ」

　笑みさえ浮かべて、シュガーリアは宣告する。

「汚い手でさわらないでくれる？　この男は、わたしのものよ」

　その言葉に、ぷつりと緊張の糸が切れたように、オーファスが絶叫する。シュガーリアが死霊術師ネクロマンサーの才を持ち、引き出した、死し霊りようのむき出しの感情だ。

　その怒りは何か。

　幻想の討伐か。否。

　執着の炎だ。己のものと信じて疑わなかった──ヨクサルが、彼を否定したこと。そして、シュガーリアが、ヨクサルを自分のものと言ったこと。

　そうなってしまえば、もはや、彼女の俎そ上じようだ。スカートをひらめかせ、宝石の光をはじいて、シュガーリアがその魂を受けとめた。かためた拳を抱きこむようにして。

　オーファスの薄い色の目は赤く血走り、薄い色の肌には黒い血管が浮き出している。

　シュガーリアは思う。

　つくりものの臓ぞう腑ふだ。

　かりそめの命だ。

　けれど……言葉に、心は、確かにある。

「──亡もう者じやめ。殺してやる」

　そう吐き捨てる、オーファスに。

「おあいにくさま」

　シュガーリアは、やわらかく囁ささやく。それは救済ではない。導きではない。抱擁であり、嚥えん下かである。

「わたしは生かしてあげる。あなたも──わたしの中に」

　この身に溶かし、血肉へ変える。

　あなたが本当に、わたしと戦いたいと思うのなら。

（わたしを、喰くらい返して、ごらんなさい──）

　オーファスの身体からだが黒い油のように溶けて、落ちる。魂を失って。取りこまれて。まさに、その時。




「嵐よ！」




　ざわめきうろたえる人々の一角から、大きな声があがった。

「嵐が来るわ！」

　続いて、地響き。地獄の底から湧きあがる、吐息のようなその音が、砂漠の民に不安を吹き出させた。

「魔女が呼んだ、嵐に吞のまれる！」

　叫んでいたのは、捕らえていたはずの……踊り子の女。「首長さま！」腕を振りながら、デリラが言う。

「男をあげるなら今よ。あの嵐は……」

　あなたが狩りたかった神秘なのだから。

　嵐がやってくる。砂の嵐。すべてをつき抜け、暴れ狂って。

　人々を吞のみこむのは、砂をまとう、大蛇の姿。その身に現れた文様は翼。そして額には……白き角が、淡く、本当に淡く、輝いている。










　バフハの悪門。その跡地は、混乱を極めていた。集まっていた人々はおののき、逃げ惑う。対する砂の蛇は、かつての砂の竜と同じものであると、人々の目にはうつった。けれどそれはまったく違う、嬰えい獣じゆうと呼ばれた砂漠の精霊、その狂乱そのものだった。

　白はく聖せいの司つかさが武器を掲げる。しかしその力は圧倒的だった。かの精霊の力の源は、人々の信仰であり、畏怖である。

　人が恐怖すれば恐怖するほど、彼の力は強くなっていた。砂漠の嬰みどり児ご。それは今、砂漠そのものとして、人々に襲いかかる。

　その姿を、少し離れて──シュガーリアと、ヨクサルは見ていた。

　シュガーリアはほんの数分、意識を失っていた。自分のものではない、魂を『喰くった』代償だった。それは壮絶なる、身のうちの戦いでもあった。

　意志が勝たねば、喰くわれるのは彼女の方だった。

　けれど、彼女は目を覚ました。シュガーリア、彼女自身として。そうなることをヨクサルは、疑いもしなかった。

　その細く小さな肩を抱きながら、ヨクサルは、暴れ狂う砂の蛇を眺めていた。そして、言った。

「──あいつの手をとらなかったのか」

　目が覚めて最初に見る、ヨクサルの横顔をシュガーリアは確かめた。

　なんとさみしい横顔だろうと思った。

　その一方で……彼女はとても、傲慢で利己的な心を持っていたから、安あん堵どもしたのだ。

　彼はまだ、狂うことが出来ずに。彼はまだ、こんなにも孤独で、こんなにもさみしくて──強いのだろう。彼の背負う悪魔も、彼を放したりすることはないだろう。

　過去からの手も、未来への希望も、受け取らないような男であったから。

　シュガーリアにとってはそれはひとつの、安あん堵どであったことは、確かであったけれど。だからといって、さみしさを感じないわけではないのだ。

　腹の底から嘆きを吐くように、ヨクサルは繰り返す。

「あいつと、生きなかったのか」

　そうすればあんたはもっと、美しい生き方が出来たはずだと。

　その言葉には、さすがのシュガーリアも、目の前が真っ暗になるような気がした。

　自分達はともにはいけないのかもしれないとさえ思った。ともにいたいと思ったのは、自分だけだったのか。

　シュガーリアはゆっくりと、重い身体からだを起こし、両足で立って。

「──」

　何をか言おうとして、……言葉が、出なかった。砂と乾きで、喉がはりつくようだ。何かを言ってやりたかった。

　けれどその身体からだ、細い肩をつかむ腕に、力がこめられた。

　そして──恨み言を言ったのは、シュガーリアではなく、ヨクサルの方だった。

「……あんたは、一度、俺を置いて、いったくせに」

　遠くを見ながら、暗い瞳を揺らめかせて。

　俺には、あんたを置いていかせてはくれないのか。

　大きな男が、小さな少女を、なじった。

（そう）

　シュガーリアは思う。そうか。そうだ。自分だってそうだ。自分の方が、先に──。この孤独に身をひたす男の、孤独が当然だと思って、そして。せっかくの愛情を……彼の孤独のためにくべたのだ。

　深く深く、傷つけた。きっと。

　どれほど強大な孤独を抱き、そのままに生きる男であったとして。力に変える悪魔を背負っていたとしても。

　──傷つかぬ魂などは、ないのだ。

　今度こそ、シュガーリアは自分の拳を強く握り、震える唇で言った。

「そうよ」

　一度は捨てた。自分のために。

　一度は別れた。自分のために！

「そうよ!!」

　それでも。

「それでも、あなたの呼んだ命よ。あなたの手をとった魂よ！」

　ヨクサルの胸ぐらをつかんで、すがりつくようにしてシュガーリアは言った。

「二度とあなたを手放さないわ」

　だから自分を放さないでくれというのは、あまりに、自分勝手が過ぎるだろうとわかっていたから。シュガーリアに約束出来るのは、それだけだった。

　二度と、二度とあなたを放さない。

　自分の魂を、あなたとは離さないから。

「──な、んで」

　ヨクサルは胸ぐらをつかまれながら、呆ぼう然ぜんとシュガーリアを見下ろした。血ではりついた前髪の奥で、瞳が困惑に揺れた。

　彼は動揺していた。途方にくれて、言った。

「なんで、泣くんだ」

　皮のはがれた、ぼろぼろの指先で、シュガーリアの頰をぬぐって、それから黒い血がついたことに、重ねて大いに戸惑った。

　この強く美しい少女が……自身の死しに際ぎわにさえ涙なんて落とさなかった少女が、泣くところを、ヨクサルは見たことがなかった。

「なんで、シュガーリア、あんたが、こんなところで、泣くんだ」

　自分の方が、迷子の子供のようにうろたえてヨクサルが問うので。シュガーリアは赤くなった鼻をすすって、みっともなく涙をぬぐいながら、唇をとがらせた。

「とても悔しくなったの」

　別に、あなたに捨てられたって泣きはしない。

　あなたへの気持ちが、叶かなわなくたって泣いたりはしない。ただ……あの美しい湖で、恋というものを教えてもらったから。

　愛情とはまた違う。どうしようもない気持ちを、教えてもらったから。

「わたしは多分、このまま、この姿のまま大人にはなれない」

　泣いたって仕方がないのに。嘆いたって変わらないのに、言ってしまう。

「そのことがすごく悲しい」

　言葉と一緒に、涙がぽろぽろと落ちた。

　向かいあったヨクサルが、より困惑を極めた、それが、顔をあげなくてもシュガーリアにはわかった。

「シュガーリア」

　ヨクサルが名前を呼んだ。その言葉の響きだけで、心を伝えようとした。

　今更、今更何を言ってるんだ。

　そんなことが、生きていく以上に大切なことか。今ここにいられること。これからまだ生きていられること以上に必要なことなんてあるのかと。

　人とは違う寿命を持つこと。

　人とは違うねじれた時間を持つこと。

　そんなことに、絶望するか弱さなんて、今更自分にも、あんたにもないだろうと、言葉にしないでもそう思っていることが、シュガーリアには容易にわかった。

「だって」

　でも、だって。

　子供みたいに泣きながら、シュガーリアが言う。

「だって、あなたが言ったの。あなたが言ったのよ、ヨクサル。〝あんた、いい女になる〟って」

　あの、黒い海に浮かぶ孤独の島で。

　やっぱり今みたいに、シュガーリアだけを、美しい世界に逃がそうとして、ヨクサルは言ったのだ。

　その時は──まだ、彼女自身がこんなにも、歪ゆがんだ生き物だということは知らなかったけれど。

「わたしだって、いい女に、なりたかったわ」

　そう、たとえば、こんなに傷だらけな身体からだでも。

　あの湖で見た、美しいレディのように。

　わたし、あなたを夢中にさせるような、いい女になりたかった。

　その、シュガーリアの言葉に、ヨクサルはいよいよ絶望的なくらいうろたえて、小猿でも抱えるように、行き場のない腕を広げた。

　見たこともないような唇の曲げ方をして、顔の歪ゆがませ方をして。

　どうにか、言う。

「……やりたいことをやるって、言ったのは、あんただ」

　自分の中にない言葉を探すように、必死に。

「同じように、なりたい、ものに……」

　そこまで言って、大きくため息をひとつ。迷いを振り切るように、首を振って。

　もう一度、シュガーリアの方を見て言った。

「俺が間違っていた。言い直す」

　出来うる限りの真摯さで、彼は己の間違いを認め、言い直した。たとえば、そう、シュガーリアがかつてヨクサルの心を踏みにじり置いていったことに、彼がずっと傷ついていたように。

　シュガーリアが、かつての自分の言葉に、ずっと傷つくことがないように。

　離さないと誓った、シュガーリアの誓いに答えるようにして。

　改めて、嚙かみしめるように、言った。

「──あんた、は、俺にとって、もう、十分に、いい女、だ」

　言葉の割には……苦虫を嚙かみつぶしたような、苦い顔をしていた。そのことに……小さくシュガーリアは、笑ってしまった。笑って、自分の手で、涙をぬぐって。

「……光栄ね」

　いつだったか、月の大きな岬でも、そんな風に言った気がする。ただ、寄り添いあうだけでよかった、そんな安らぎはもうない。

　いい女になりたいと思ってしまった。

　あなたにとって、いい女に。

　それから二人、手を握りあいながら、砂漠に向き直った。まだ、砂の大蛇は消え去ることがない。シュガーリアは思う。あの幻獣はもしかしたら、自分のためにそうして力を振るってくれているのかもしれないと。

　白はく聖せいの司つかさを瓦が礫れきとして吞のみこみ。そして、多くの人々の命を生いけ贄にえのごとく砂に沈めて、おそれと信仰を自分の力に変えて、また恒久の時を生き続けるのかもしれない。

　それが、幻想の生き方なのかもしれない。

「シュガーリア」

　名を呼ばれて、シュガーリアは自分の思考を中断させた。隣を振り返り、まだ遠くを見るままの、ヨクサルに返す。

「なあに」

「頼みがある」

　彼らしくない、改まった言い方で、ヨクサルは言った。

「あいつをとめたい」

　眉を寄せて、唇を曲げて、また……痛みをこらえるような顔で、それでも。

「あれが、あの……幻獣の本性だとしても。砂漠に生きる……人間を、救ってやりたい」

　それは、ヨクサルがシュガーリアと二人、旅をしてきて、はじめて明確に示した、彼の意志だった。

　シュガーリアの復ふく讐しゆうのために帝国を倒すだけでなく。

　異端である自分達を生き長らえるために幻想を生かすだけではなく。

　今ここに……生きる、人を、救いたいと。

　シュガーリアは青い瞳で、ヨクサルの横顔を見あげた。その目はシュガーリアの目であり、同時にオーファスの目であった。

　オーファスの心にどんな正義があったのか、シュガーリアはもう知っている。ヨクサルと出会い、心をつなぎ、そして離れる時にどのように言葉が交わされたのか。記憶として。……オーファスを、喰くったから。

　──僕が、死んだら。

　強いお前は、生きることで、悪を証明してくれ。

　きっとその言葉どおりに、ヨクサルは悪人として生きたのだ。

　死した、オーファスを正義として。

　生きる自分を、悪として。

　シュガーリアは、自分の胸をおさえる。ここにおさめられた、魂のことを思う。

（「俺にとって、あんたはもう、正義じゃない」）

　だから。

　ヨクサルももう……悪人でいる必要がないのだと思った。もちろん、それで消える罪などない。贖しよく罪ざいもまた、果たされることはないだろう。

　身体からだに這はう虫はそのまま。

　彼は、悪人だ。けれど……悪だけで、なくてもいい。揺らいでもいいのだ。

　シュガーリアは、嚙かみしめる。喜びと、痛みと、情熱と、執着と、それから……ほんの少しの嫉妬とともに。

（「ただの、昔の友達だ」）

　その言葉の、得がたき響きを。

　そして、シュガーリアは美しく微ほほ笑えみ、頷うなずいた。

「……わたしもそうよ。救える人は、救いたいわ。正義なんて知らない。悪かどうかなんて、どうでもいい。でもね」

　小さく細い、指先の力を強めて。

　シュガーリアなりの、ひとつの答えをヨクサルに囁ささやく。

「人間も幻想なのよ、きっと」

　人々の信仰がビーノの力を強めたように。

　人の心のうちにも……否、人もまた、幻想であるのだろう。

「幻想を生かすように……人も生かす。そういう選択をとったって、きっといいんだわ」

　そしてシュガーリアは、思うのだ。

　幻想を生かし、人を生かす。その上で……あの帝国だけは、絶対に滅ぼしてみせると。穏やかに逃げるだけの生き方を、もう捨てるのだと、彼女は心に決めた。

　そしていかなる苦しみ、いかなる最後を迎えようとも。

　この手をきっと、離すことはしまいと。










　クーヤージャは、嵐の中でひとり、剣を構えていた。背後には崩れかけた瓦が礫れきの小山があり、その陰には逃げ遅れた砂漠の民が逃げこんでいた。幼い子供もいれば、老人もいた。

「化け物め──！　ここは通さぬ！　腹の中からお前を叩たたき斬る！」

　大蛇はまず帝国の兵を吞のみこんだ。その前に、すでに指揮官は陽炎かげろうのように姿を消してしまった。

　どこからともなく現れた──あの、死人形のような少女によって。

　クーヤージャには、誰が敵なのか味方なのかもわからなかった。砂漠の民でさえ、彼の味方であるものはいないと思った。それでもここは、守らねばならないと思った。命が果てても。一度は人の上に立つと誓ったものとして。

　咆ほう哮こうをあげる大蛇は、砂漠を襲った砂の竜とは、全く異質なもののように思われた。より強く、より確かな力だ。

　自分の剣では、傷をつけることさえ叶かなわないかもしれない。けれど、彼は逃げず、立ち向かった。大蛇が大きな口をあけ、真白い牙をもってクーヤージャを嚙かみ千切ろうとした……その時だった。

「そのまま」

　クーヤージャの、脇の下。もはやなくした、腕の下から声がした。

「そのままでいて、あなた」

　はためく外がい套とうの下に、姿を隠すようにして。小さな少女が、その小さな腕を伸ばしていた。指は細く、手は小さく、なんの力もないように思えた。けれど──。

【────っ！】

　大蛇は大きく口を開いたまま、凍りついたように、動きを、とめた。

「ビーノ。聞いて」

　少女は小さな声で、けれど清廉で優しい声で、大蛇に語りかける。

「ビーノ。わたしを守ろうとしてくれて、ありがとう」

　青い瞳が、砂の蛇を見あげている。

　翼の文様がざわざわと動き、白い角が、呼吸のように光る。

「わたしのことを好きだと言ってくれて」

　少女は怯おびえることなく語りかける。幻想から、幻想へ。

「綺き麗れいだと言ってくれて、ありがとう」

　少女の瞳は悲しい色をしていたけれど……その目にもう、涙が流れることはなかった。

「花をくれたわね」

　やわらかく、甘い声で。

「あなたみたいに、真っ白で小さな花。そのひとつひとつが、嬉うれしかったわ」

　言葉もまた、花びらのように光っていた。

「それなのに……応えられなくてごめんなさい」

　瞼まぶたのない大蛇の目に、金剛石の削ったかけらのような涙が、落ちた。

（泣いている）

　クーヤージャは思う。

　幻想も、涙を落とすのか──。

「あなたとずっと、一緒にはいられないわ」

　小さな少女、その少女に、こんなにも優しく拒絶をされて。

「わたし、あなたのものにはなれない」

　この言葉が、大蛇に……届いているのだと思った。ぞわりと蛇の身体からだ、その文様が羽ばたくように動いた。

　力のために放棄した、自我を、意志を、彼は取り戻しかけていた。

　ねぇ、ビーノ。

　そう、少女は諦めることなく語りかける。

「でも、わたしを。覚えていてくれる？」

　優しい声で。

　母のように。

　子供のように。すべてをもって、聖なる獣に届くように。

「あなたの、その、強い力で。深い叡えい智ちで。長く生きる命で。わたしのことを、覚えていて欲しいの。わたしが、生きていたことを」

　これから先、何が起こったとしても。

　次の瞬間だった。大きな風が巻き起こった。大蛇が蛇から嵐へ姿を変え、その身体からだは崩壊し、竜巻のように二人を……クーヤージャと、シュガーリアを包みこんだ。

　そして、上空には、翼をはためかせるビーノが、幼き子供の形で、シュガーリアを見下ろして、言うのだ。

「シュガーリア、も、ぼくを……覚えていて、くれる……？」

　あの夜、僕に、幻想の話をしてくれたように。

　君の美しい声で。

　君の美しい言葉で。

　ぼくを語ってくれるかしらとビーノは問うた。

「忘れないわ」

　シュガーリアは祈るように手を組み、誓う。

「あなたを絶対に、忘れない」

　あなたの望むようには、愛を返せない。

　あなたと生きていくことは出来ない。それでも。

　あなたを決して、忘れないと。どれほど遠くへいっても。どれほど時間がたったとしても。

　ビーノは瞼まぶたを伏せて、最後の涙を落とした。その涙は、砂漠の乾きを癒やすことは決してなかったけれど。

「ぼくも……きみを、わすれない」

　最後に、宝石となって、シュガーリアの手の中に落ちた。
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「花のかわりに、僕のかわりに、それをあげる」

　宝石は魔法の力。彼の力のかけらだ。シュガーリアはその宝石を胸に握って、まだ嵐のやまぬ中、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす男を見あげた。

「バフハの首長、クーヤージャ」

　名を呼ばれ、はっと驚きに見下ろす。

　そしてシュガーリアは、名乗りもせず、立場もあらわさず、一切いかなる説明もせずに、クーヤージャに一方的に告げた。

「これよりあなたを、神域の守護者として任じます」

　クーヤージャはまだ、状況をつかめず、ひきつるように唇をわななかせた。

「何……を……」

　黒い眼球が、惑うように動く。

「俺は、あの……森を、精霊を……」

　その言葉に、凛りんとした声でシュガーリアは返した。

「嬰えい獣じゆうはあなたを見逃しました。一度は己のすべてである森を灼やかれててもなお、この砂漠の人々を赦ゆるしたのです」

　彼女の言葉は、決して正しいとは言えなかった。詭き弁べんでもあった。それでも。ひとつの真実でもあった。

「人を守るように、この砂漠の神秘を守りなさい」

　腕をなくしても、それは出来ると、叱しつ咤たするようでさえあった。

「それが、この砂漠において、人の上に立つということです」

　その言葉に、クーヤージャは、未だ呆ぼう然ぜんと、夢でも見るような、うわごとめいた弱々しい言葉を、呟つぶやいた。

「子供、は……」

　片方だけ残った手で、自分の顔を覆うようにして。

「子供を切るのは……性に、合わない」

　それは、嘆きのような呟つぶやきだった。

　片目を失った男は。

　片腕をも失い。

　その代償のように……守るべきものを手に入れた。幼い子供の形の、幻を。それはかつて決して守られることのなかった、己自身だったのかもしれない。

　幻想の生きるこの大地で、その幻想を背負うことこそ、人の上に立つということとなるのかもしれない。

　シュガーリアは笑い、次に吹き抜けた風とともに、その場から去った。最後に、クーヤージャに残した呟つぶやきは、もう彼に聞こえることはなかったけれど。

「あなたは、そういう人だと、聞いているから……頼んだの」

　そうして宝石を抱きながら。

　自らの戦いとはまったく関係なく、自分の生存さえも、また別に。

　人よ、幻想よ、生きよと、ただ、シュガーリアは祈った。







エピローグ　花よりも香り甘く







　二人は、すみやかにユゥラ砂漠をあとにした。これ以上あの土地にとどまれば、マーラーの毒が砂さえも狂わせかねなかった。

　駱らく駝だを買い、砂漠を抜け、次の街に向かう汽車に乗りこんだ。どんどんと遠ざかる砂漠を、万感をこめて見つめていると。

「ご一緒しても、よろしくて？」

　突然、ひとりの女から声がかかった。

「レディ……」

　シュガーリアが驚きに目を見開く。そこにいたのは、混乱の中で別れたはずの、デリラだった。今度は高貴な淑女のようなドレスに身を包んだ彼女は、にっこりと笑って言った。

「デリラと呼んでと言ったでしょう？　お砂糖ちゃん」

　その言葉にシュガーリアは苦笑をする。

「シュガーリアよ」

　座席にもたれて目を閉じる、ヨクサルは目をあけることさえしなかった。シュガーリアは早口で言う。

「どこかであなたに御お礼れいをしなくちゃいけないと思っていたの。あなたがあの混乱の中で、逃げ出せたのかもわからなかった……ただ、声がしたから。あなたなら、と思っていたのだけれど」

「御お礼れいなんていいのよ」

　大仰な仕草で、シュガーリアの頰をはさんで、デリラは変わらぬ茶目っ気で言った。

「身体からだで払ってもらったら、それで。ね？」

　その言葉にシュガーリアは驚きに眉を大きくはねあげた。けれども、また苦笑のような笑みを浮かべて。

「ごめんなさい。あなたとはいけないわ」

　そう、繰り返した。

「わたし達……これから、いかなくちゃいけないところが、出来たから」

　その瞳にうつる、強い色をした炎を、デリラがどのように受け取ったのかはわからないが。

「アラ、フラれちゃった」

　あっけらかんと言うと、「じゃあ、次に会う時は、敵か味方か、わからないわね」と笑みを深めて物騒なことを言った。

「そうね」

　とシュガーリアも頷うなずきを返す。その返答が意外だったのか、「もう！」とデリラが怒ったようにシュガーリアの肩を揺らした。

「そんな水くさいこと言わないで！　……いい情報があったら、持ってきてあげる、お代だけはたっぷりと、用意しておいてちょうだい」

　そして、耳元に赤い唇を寄せて、甘い香りをさせながら囁ささやいた。

「アナタの用事が全部終わったら、もう一度、誘わせてちょうだいね」

　ぱちりと片目をつむってみせて。

「どうしてもっていうなら、そこの色男が一緒でも、構わなくってよ」

　それだけを言い捨て、じゃあアタシ、次の駅で降りるから。汽車は揺れるから趣味じゃないの、と別れの言葉も告げずに身を翻ひるがえした、デリラに。

「あんた」

　はじめてヨクサルが、声をかけた。

「情報屋でも、なんでもいいが」

　あいかわらず億おつ劫くうそうに座席に身を沈めたまま、目も開かずに。

「──俺の連れに、余計なことを、吹きこむな」

　その、低い声に。

　……きゅう、とデリラは、狐きつねのような笑みを深めて。

「さて、どうしようかしら」

　楽しげに笑って、去っていってしまう。二人、会話は、それだけで。シュガーリアが身を乗り出してヨクサルに尋ねた。

「余計なことって？」

「余計なことだ」

　それ以上説明するつもりもないのだろう、あくびまじりにそう言い捨てた。

　停車した汽車から、デリラが降りていく。その優雅なシルエットを見送りながら。

「ねぇ」

　シュガーリアがぽつりと言った。

「ねぇ、ヨクサルもやっぱり、ああいう女性がいいのでしょう？」

「ああいうって？」

　ヨクサルが半目で問えば、シュガーリアが指を立て、その指でゆらゆらと空中をたどりながら言った。

「ああいう、ああいう……魅力的な女性よ」

　その言葉に、ヨクサルは今度こそ、心底呆あきれたような顔をして。

「あんた、たまに変なことを言うな……」

　そんな風に言うものだから、シュガーリアは自分自身に戸惑ってしまう。「そうかしら」と言いながら指先で自分の唇をおさえて、眉を寄せた。

　そのまま沈黙が流れたが、ふと、ヨクサルが身を起こし、窓をあけて汽車の外に腕を伸ばす。腕だけではなく、半ば頭から飛びこむように腰元まで窓から出したものだから、シュガーリアが驚いて声をあげた。

「ヨクサル!?」

　顔色のひとつも変えずに身を戻したヨクサルが、その手につかんだものを無造作に、シュガーリアの膝に投げる。

　それは、停車した駅の、線路脇に咲いていた……背の高い黄色い野花だった。

　突然のことにシュガーリアが目を丸くしていると、ヨクサルはまたどさりと腰を下ろしながら言う。

「宝石でも、タルトでも、あんたが欲しいものをやってるつもりなんだが」

　淡々とした声ではあるが、その目は決して、冗談めいた輝き方をしていなかった。

「足りないか。あのガキの方がいいか？」

　そう、静かに問うので。

「そういう、わけじゃ……」

　素朴な黄色い花を握りながら、じわじわとシュガーリアは熱を感じていた。土地の熱でも、汽車の熱でもない、自分自身の熱だ。この冷たい身体からだに、こんな風にはしる熱があるなんて。

　また、感じた熱とともに、行き場のないような、居心地の悪さも感じた。気まずさを誤魔化すように、そっぽを向いて言う。

「気持ちよ。そう、気持ち。気持ちが大事なの。その気持ちを行動にうつしてくれたっていうことが……」

　ガタガタと、汽車が動き出す気配。乗りこむ人々はそう多くなく、むしろ乗客の少なくなった車内で。

「気持ちを、行動に、ねぇ……」

　そう、ヨクサルがぼやくように呟つぶやくと、前置きなく腰をあげ、嚙かみつくような格好で、シュガーリアのあごをつかんで唇を奪った。

　膝の上からは、はらはらと、黄色の花が落ちる。

　たっぷり時間をかけた、その丁寧さとはあまりに裏腹に、ぽいと捨てるようにヨクサルがシュガーリアを離して。

「こういうことか？」

　そう淡々と聞くので。シュガーリアは呆ぼう然ぜんと、その姿を見あげていたが。

「ああっ！」

　突然、声をあげた。そしてどん、とヨクサルを突き放すと。

「踏まないで！　せっかくのお花！」

　そう言い、足下から、拾いあげる。その反応に、ヨクサルは呆あきれたように座席に身を沈めて、また寝直す仕草をしたが。

「…………」

　横目をあけて、様子をうかがえば。

　花を集めたシュガーリアは、その花で顔を隠すようにしていたが、耳の赤さまでは隠し切れるものではなく。

　ヨクサルは今度こそ、少しばかり満足げに、目を閉じる。

「…………」

　正面に座ったシュガーリアはヨクサルを見ないように、花を胸に寄せて外を見た。

　動きはじめた世界と、二人。

　幻想と、人と、これからの戦いの未来について。

　ひとまず考えることはやめて、ただ、花の香りを、さきほどよりも甘く、甘く感じながら。
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あとがき　物語の終わる時







　物語は、エンドマークをつけた時がお別れだ、とそう思っています。

　趣味の場合はその限りではないけれど、一冊の本を出す時は、そのほとんどが、エンドマークで、さようなら。続きを想定していることもあるけれど……絶対は、いつだってないから。

　デビュー作から、電撃文庫ではファンタジーを書いてきました。世界観的な続きはあれど、どれも、物語としては一冊完結。それは商業的な判断ではなく、物語の形として、最適なものを選ばせていただいた結果でした。

　けれど今回、『悪あく魔まの孤こ独どくと水すい銀ぎん糖とうの少女Ⅱ』の刊行となりました。理由は単純に、シンプルに、「わたしが読みたかったから」この物語は今、ここにあります。

　もしかしたら、前巻よりも先に、この物語に出会った方もいるかもしれません。そんな方でも、楽しめるように書いたつもりです。前巻のあらすじを言ってしまえばただ、「孤独の島で二人が出会った」それだけの話でした。それだけといっても、二人にとっては、それは天地がひっくりかえる以上の大きなできごとでした。もしよければ、そちらも覗のぞいてみて下さいね。

　結局、二人は出会って……そして、それからどんな風に二人でいるのか。知りたかったのは、私の方だったのでしょう。前巻が全く動きのない島だけの話であったこともあり、いろんな土地で、いろんな人と出会って欲しい、という思いで今作を書きました。

　多分、これからも二人の旅に波乱は続くのでしょう。けれど……前巻を終わらせた時よりはずいぶん、二人について、大丈夫かもしれないなと、書き終えた今思っています。どうか、読んで下さったあなたにも、そう思っていただければ、よいのですが。

　続刊とはいえ、一年という月日をかけてしまいました。私にしてみれば、はやかった方……なのですが、根気よく待って下さった、すべての方に感謝します。

　前作に引き続き、イラストは赤あか岸ぎしＫさんにお願いすることが出来ました。赤あか岸ぎしさんは、この世界観をえがくにあたって必要不可欠な、一番最後の色彩です。「続刊を今書いてるんだよね。ちょっと苦労をしてるんだ。ねぇ、どんなキャラを描きたい？」なんて気軽に聞いて、答えていただけること。そして、私が書けないものを的確に補い、広げてくれること。今作も、誇張なく、赤あか岸ぎしさんの助けがなければこの本は完成することはありませんでした。

　さて、この巻もまた、エンドマークでさようなら。でも、また出会うこともあるかもしれません。さようならの向こうに、続きがあることを、他ならぬこの本が教えてくれたのですから。
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